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七人の武器屋


天下一武器屋祭からの招待状！





大楽絢太
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　今野隼史
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　エクス・ガリバー様　（推すい薦せん枠わく─Ｚ─１）





　拝啓　暑さも今が峠とうげ、朝夕は多少涼しくなってまいりました。


　皆様各武器屋店におかれましては、ますますご繁はん栄えいのこととお慶よろこび申し上げます。





　早さつ速そくですが、今回は、貴店が天下一武器屋祭出場店の一つに推薦された事をお知らせすべく、お手紙させて頂いただきました。


　これまでも四年に一度開催してまいりました、武器屋による、武器屋のための、武器屋の祭典『天下一武器屋祭』。今七三回大会も、無事、正式開催が決定いたしました。


　日夜『英雄・勇者』といった方々に良心的な価格で武器を渡しているにもかかわらず、最後はいつも美お味いしいところをすべて持っていかれ、結局地味で目立たない裏方にあまんじている、我われ々われ武器屋。その武器屋が、世界中から集まり、個性を活いかしたイマジネーション溢あふれるアイデアをぶつけ合う、四年に一度の晴れ舞台の季節が、いよいよやってきたのです！　皆様方、どうぞふるってご参加下さい！


　尚なお、出場を辞退された場合、天下一武器屋祭棄権店として、貴店の名を全世界の武器屋関係者に通達させて頂きます。ご了りよう承しよう下さい。（天下一武器屋祭からの招待状より抜ばつ粋すい）


















　プロローグ







　ピリリリリリリリ……むやみに気持ちを焦あせらせる、鋭するどい笛ふえの音が構こう内ないに響ひびき渡わたる。


「ハァッ、ハァッ、ヤバイ！　もう、出発するみたいだぞ。みんな急げぇ！」


　旅行用の大きなリュックを背せ負おい、息を切らして先せん頭とうを走っていたオレは、軽かるく振ふり返り後ろの六人に叫さけんだ。


「ヒィ、ヒィ……も、もう諦あきらめようぜ……間に合わねぇって」


　そう言うと、オレのすぐ後ろにつけてた、メガネにつるっぱげの男ジャンが、へなへなとスピードを落とし、オレ達の集団から脱だつ落らくしようとする。


　あんの根こん性じようナシ!!　しかし。


「あ痛たたたた!?」


　そのハゲの横を併へい走そうし、耳を引っ張るロングの黒くろ髪かみ、勝気な目つきの女子が一人。


「アンタだけ楽しようったって、そうはいかない。七人全員乗りこむのよ！」


「うっぎゃあああ、み、耳がちぎれる！　わ、わかった、走りますから！」


　泣きそうな顔で言うジャン。ふぅ、イッコがなんとかしてくれたか。


　と、思ったら今度は。


「ねえねえマーガスー、ハッ、ハッ」


　いつの間にかオレの横を走ってた、ふっくら丸顔の赤毛女子、ノンが声をかけてきた。


「ハァ、ハァ……え？　な、なに？」


「わたし、駅えき弁べんって食べたことないんだー」


　息を切らせつつ、唐とう突とつに言うノン。


　え、駅弁？　どういう会話の流れで駅弁の話題になったんだ、一体……。


「ハァ、ハァ、そ、それで？　駅弁食べたことないから……えっと？」


「うん、だから駅弁買わないー？　そこで売ってるよー？」


　いま通り過ぎようとしている売ばい店てんを指ゆび差さし、のんきな声で言うノン。


　一いつ瞬しゆん言葉につまるオレ。


「ア……アホかぁ！　ちょっとみんな、ホントに状じよう況きようわかってんの!?　あの列車に乗り込まなきゃ、オレ達は、オレ達は……ウッ！　ゼェ、ハッ……」


　ヤ、ヤバイ……怒ど鳴なったら、余よ計けい息切れしてきた……？


　ク、クソォォ、列車に乗り込むのは楽しみだったけど、そこに行き着くまでが、こんなに大変だったとは……。


　ゼェ、ハッ、ゼェ、キ、キツイ……誰か……誰か助けてくれぇぇぇぇぇ!!








　さて。


　なぜオレは、いまにも出発しそうな列車に向かって走りながら、助けてくれ！　などと叫んでるのか。


　ここで、時間は三日前にさかのぼる。


　冬の朝。午前一一時半頃ごろ。席についてるのは、四人の男女。


　今回の大旅行は、すべてここから始まった……。










　パート１・七人、新あらたに出発する







「スゲー。超ちよう降ふってんなぁ……」


　ステーキハウス『スカイ・フォーク』の窓から、外を眺ながめていた隣となりのジャンが、コップに入った水をすすりつつ、感かん心しんするように言った。


　その言葉につられるように、オレもジャンの肩かた越ごしに、窓の外を眺める。


　窓越しに見えるのは、上から下へ際さい限げんなく落ちてくる白い羽う毛もうの様な結けつ晶しよう──雪。


「前、雪降ったのって、俺おれ達たちまだ一番下の学校行ってた時じゃなかったっけか？」


　ジャンが言う。


「おー。そういや、校こう庭ていで雪ゆき合がつ戦せんやったっけ。って事は、四、五年振ぶりかぁ……」


「それにしたって、四、五年分、まとめ降り！　って感じだな、これ」


　オレ達の故こ郷きよう、ここフランじゃ、めったに雪は降らない。降っても、何十年に一度ちらちらと降って、なんとか地面を隠かくす程てい度どに積つもるのが精せい一いつ杯ぱい。雪を見ずに死ぬ人も珍めずらしくないっていうから、まぁ、雪合戦の経けい験けんがあるオレ達は、なかなかラッキーな方。


　なのに、今日の雪の降りっぷりは、ハンパじゃなかった。


　窓の外の景け色しきが、白いペンキでもぶっかけたように、すごい速そく度どで白一色に変わっていく。だいたい、積もった雪の厚あつさが凄すごい。いまの時じ点てんで、もう四〇～五〇センチくらい積もってるんじゃないだろうか……？


「でも、こんな雪の日にもちゃんと営えい業ぎようしてるって、スカイ・フォーク偉えらいねー」


　ジュゥゥ、鉄てつ板ぱんで肉をひっくり返しながら、のんびりした口く調ちようで言ったのは、テーブルをはさんでオレの向かいに座すわる、ノンだった。


「ま、わざわざこんな日にステーキ食べに来るアタシ達も、そうとう偉いけどね……。店にいる客、アタシ達だけだし。よいしょ」


　そのノンの隣に座るイッコが、お皿に載のってた生肉をグチャグチャと鉄板に移しかえた。うーん、女の子なんだから、もうちょい綺き麗れいに並ならべて欲ほしい気もするけど……。


　そんなの気にせず、イッコは続ける。


「でも、そういう意味じゃ、寒さむがりのジャンが、わざわざ休日だってのに、約束通りランチに来たのは意い外がいよね」


　するとイッコに言われたジャン、大げさに肩をすくめて、


「ケッ！　そりゃそうさ。俺だって本当なら、雪を理由に一日布ふ団とんにこもってる予定だったよ。なのに、このマーガス坊ぼうやがよぉ……」
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　じと、と文句ありありの目でオレを見つめてくる。ウッ……。


「？　マーガスがどうかしたのー？」


「どうしたもこうしたも。この男、雪のせいで、朝は異い常じようにテンション高かったんだよ。俺んち来るなり、いきなり大ハシャギで俺の部屋に雪ゆき玉だまを投なげ込こみまくるわ、近所に人いんのに、大声でおいジャン起きろ雪だ、雪合戦しようゼ雪合戦！　とか叫さけびまくるわ。マジ恥はずかしすぎて寝ねてらんねーから、仕し方かたなく昼メシ食いに出てきたんだよ……」


「あははー！　マーガス、大ハシャギだったんだねー。かわいいー」


　テーブルの向こうから、オレの頭に手を伸のばし、ナデナデしながらノンが言う。


「アンタもさぁ、小学生じゃないんだからさぁ」


　さらにイッコも、ニヤニヤひやかすように笑いつつ、ノンと協力してオレの頭をナデ始めた。くっ！


「ち、違ちがうって！　オレだってもう一五なんだし、雪が降った程てい度どでそんなハシャグわけないだろ！」


　オレは二人の手をはねのけて、言う。


「ふーん？　じゃあなんなのよ？」


「ただ、なんていうか……久しぶりに純じゆん白ぱくの雪を見た瞬しゆん間かん、めっちゃワクワクしてきて、気持ちを抑おさえられなかったというか……」


「いや、それを世せ間けんじゃハシャグって言うんだけど……」


「ウッ。そ、そうだけど……」


　そう言われりゃグウの音もでない。くっそー！　いいじゃないか、別にさぁ！


　雪降った後の街まち並なみって、なんか生活感無くて、静かで、いつもと全然違う雰ふん囲い気きで……誰だれだってちょっとくらい、興こう奮ふんしちゃうっての！





　　　　※




　おっと。さて、いま、焼肉食べてる姿だけ見られると、なんかタダの焼肉好きの四人組みたいに見られるかもしれないけど。


　これでもオレ達はいちおう、四人ともフラン二番街かい道どうの木もく造ぞう武器屋『エクス・ガリバー』（略りやくしてエクス）で働いてる、オーナー兼けん、店員なんだ！


　他ほかにも三人店員がいて、その、合わせて七人が半年前、


【新しん規きオーナー募ぼ集しゆう！】


【やりたい事が見つからない、そんなアナタに、武器屋のオーナーはピッタリ！】


　てな内容のチラシにふらふら導みちびかれ、七人全員でオーナーをやる事になって、オレ達の経営生活が始まった。


　大人と経けい験けん者しやゼロの中始まったオレ達七人の経営は、客が来なかったり、詐さ欺ぎにあって潰つぶれそうになったり、金持ち少年に店がのっとられそうになったり……いろいろトラブルの連続だけど、なんだかんだで、今月とうとう開店半年の節ふし目めを迎むかえた。


　ゆるやかにだけど、店の売り上げも伸のびてるし、まあまあ調ちよう子しいい感じかな。





　ついでに、このままエクスで働く七人の店員を紹しよう介かいすると。


　まず、一人目。オレの右みぎ隣どなりに座ってる、メガネにつるっぱげの、ちょっとウサン臭くさい男。こいつは、ジャン。オレと幼おさな馴な染じみの一五歳さい。その場の思いつきだけで生きてるから、いちいち言うこと全部を真に受けないのがコツ。特とく技ぎは根こん拠きよの無い、異常なジャンケンの強さ。





　二人目。ジャンの向かいに座ってる、フランじゃ珍しい、黒くてつやつやした髪かみをなびかせてる姉さん。この女ひとはイッコ。一言で言うと、ウチの店の大たい将しよう的存在。二〇億おくドルク貯ちよ金きんして、フランのシンボル『サンク・マリカ大聖堂』を買い取る夢にひたすら突つき進すすむ、一七歳だ。





　三人目は、自分の皿そっちのけで、人の皿に肉を盛もるのに大おお忙いそがしの、赤毛にみつあみのソボクな女子、ノン。筋すじ金がね入りののんびり屋で、相当世間とズレてるけど、なんとつい三か月前に突とつ然ぜん結けつ婚こんしてしまった、ウチで唯ゆい一いつの既き婚こん者しや！　一七歳。





　続いて、いま、ここにはいない連中。


　四人目のケンジは「自分が本当に作りたい武器とはなんなのか？」という悩なやみの答えを探しにエクスへ参さん加かした少年だ。短く刈かった茶ちや髪ぱつに、世の中全すべてに文もん句くがありそうなスネた目つき。最年少の一二歳。天才的な鍛か冶じ能力の持ち主で、オレ達の突とつ拍ぴよう子しも無い武器の注ちゆう文もんにも、文句を言いつつ応こたえてくれる。


　五人目は、ミニィちゃん。「初はつ恋こいが近所の武器屋のお兄さんだったせいで、武器屋の男しか好きになれない」と言うトンデモナイ理由でエクスに参加した、鮮あざやかな金きん髪ぱつと、大きな青い瞳ひとみ、そして天才的なぶりっ子テクニックを持った美少女だ。オレと同じ一五歳。最近、修しゆう学がく旅りよ行こうで超ちよう人じん的てきなスピードを身につけて帰ってきた。





　そして六人目、ドノヴァン。基本的には気は優やさしくて力持ちなんだけど、なんか自じ覚かくナシに他のカップルのいいムードをぶち壊こわしたり、たまに激げき怒どしたりもするから……なんとも一言で説明しにくい、味のある大男。この人一六歳。





　んで、最後がオレ、マーガスです。一五歳。淡あわい金髪で、あんまり嬉うれしくないけど、庶しよ民みん的てきな顔とかよく言われる……。手て先さきが器き用ようなのが、一いち応おう、長所かなぁ。


『やりたい事』を見つけるために、エクスで働き出したけど、働いてしばらくした頃ころに、ドラゴンとの戦いをサポートする『レンジャー』って職しよく業ぎように向いてるかも、って事に気づいたりした。


　本当ならそのレンジャーになる勉強に専せん念ねんするべきなんだろうけど、まだオレはエクスを離はなれたくは無いし、まぁ、その自分の素す直なおな気持ちに従したがって、いまは、エクスとレンジャーの勉強、どっちもやってる。この先人生どうするかは、まだまだ全然悩み中。





　以上、この七人でエクス・ガリバーは経営されてる。


　一いつ緒しよに働きだして、ちょうど半年。チームワークがどうとか、あんまり口には出して言わないけど、なんだかんだ結けつ束そく力りよくみたいなものも出てきたし。


　それに、もうしばらくすれば、冬も終わる。そうすりゃすぐにドラゴン狩がりのシーズンが始まるし、ほっといても売り上げはアップ！


　なんていうか、前ぜん途と洋よう々ようとでも言いますか。七人全員とも、春が来ればたくさんいい事が待ってるような気がして、けっこう充じゆう実じつした気持ちで最近働けてると思う。


　まぁ、またそのうち、オレ達七人をトラブルが襲おそうかもしれないけど……。


　でも、オレ達もだいぶ成長した。エクス・ガリバーが健けん在ざいな限り、ちょっとやそっとのトラブルじゃ、いまのオレ達はへこたれない！　ハズだ。





　　　　※




　スカイ・フォーク。ガツガツとステーキを腹いっぱい食べ終え、みんなで椅い子すに座すわったままウゥとかアァとか唸うなり始めたころ。


「あ、そうだ。みんなに、ちょっとお願いがあるんだー」


　ノンが思い出したように言い出した。


「ん？　なによ、お願いって。珍めずらしいじゃん」


　イッコが聞く。


「うん、あのねー。わがままになっちゃうんだけど、実は、お休みが欲ほしいのー」


「ふーん？　まぁアンタは嫁よめもやってんだから、休みくらいぜんぜんいいけど……どしたの？」


「んー、実はね。デクさんの、おばあちゃんから手紙が来てね……」


　デクさんと言うのは、ノンが去年結婚した、二は〇た歳ちのニイちゃん、デク・ライアンさんの事。サンク・マリカの役やく場ばに勤つとめてて、剣けんの腕うでも立つ、なかなかのエリート。


　髪型なんかは目が隠かくれるくらいボサボサに伸びた茶ちや髪ぱつだし、なんかいつもオドオドしてて頼たよりない雰ふん囲い気きなんだけど、ひとたび愛するノンの事となると、想そう像ぞうを絶ぜつするパワーを発はつ揮きする。ちなみに髪型をキチンとすると、フランで一、二を争う美形に早はや変がわり。


「デクさんのばあちゃんて？　えーと……結婚式の時、いた？」


　オレは、ノンやデクさんの親しん族ぞくが集まった結婚式にも、いちおう出席したんだけど、いまいちハッキリ思い出せない。


「んーん。デルガドって言う遠くの街に住んでるから、結婚式に来られなかったのー」


「で？　その遠くに住んでるばあちゃんが、どうしたのよ？」


「うーん。えっとね……。これ」


　どう説明したものか、一いつ瞬しゆん考えたノンだったけど、アッサリ諦あきらめて、オレ達に一枚の紙切れを差し出してきた。その手紙には、殺さつ風ぷう景けいなゴツゴツした字で、簡かん潔けつに、かなり分かりやすい文章が書かれていた。





【デクの嫁へ。ライアン家に嫁とついだのなら、私に顔を見せに来い。大陸横おう断だん鉄てつ道どうのチケットを一枚同どう封ふうしておいたから、必ず一人で来るように。デクに仕事をサボってついて来たりしたら、離り婚こんさせるとクギを刺さしておけよ　マーサ】





「な、なんだコレ……？　手紙って言うか、果はたし状じよう……いや、脅きよう迫はく状じようみたいな……」


「どんなばあちゃんなのよ、アンタのダンナのばあちゃんわ……」


「なんか、ライアン家一族を取り仕切ってる人なんだってー。デクさんも昔、何度か会ったけど、すごく怖こわかったって言ってたー」


　うんうん頷うなずきながらノンが言う。


　そりゃそうだろ……。この手紙……特に、最後の一行を見ただけで、あんまり優やさしいタイプじゃないって分かるよ。


「で、ノンは、そのばあちゃんに会いにいくため、休みが欲しいわけか……。どう？」


　イッコが、オレ達の意見を求める。


「や、オレは別にぜんぜんいいけど……デルガドって、どんくらい遠いの？」


「なんか、中央大陸の、一番北の端はしにある街まちなんだってー。フランには駅ないから、隣となり町まちのトトレインから乗るんだけど……それでもちょうど、大陸の端から端までかかっちゃうね。大陸横断鉄道に七日間乗りっぱなしで、やっとこさ着くみたいー」


　な、七日間、大陸横断鉄道に乗りっぱなしで、大陸の端を目指す……？


　そのセリフを聴きいた瞬しゆん間かん、オレはちょっと自分のテンションがあがったのを自じ覚かくする！


「い、いいなぁ。超ちよう・冒ぼう険けん旅行じゃないか……！」


　ガタタッ。ちょっと身を乗り出してオレは言った。


　うらやましいなぁ！　地平線の向こうに夕ゆう陽ひの沈しずんでいく、果はてしない大平原とか、誰も足を踏ふみ入れたことのない、神しん秘ぴの雪山とか、旅人の心を躍おどらせる、綺き麗れいな海うみ沿ぞいの街並みとか……そういう感かん動どう的てきなロケーションのトコ、ひたすら走るんだろうなぁ！


　ヤバイ、勝かつ手てに想像して、勝手に興奮してきた！


「あぁ、考えただけでゾクゾクするなぁ！　燃えるなぁ！　ノン、燃えない!?」


「うーんー？　モエル……かなぁ？」


「マーガスって、ほんと冒険とかそういうの好きよね……。ま、それはともかく、別にノン一人いなくったって、今のシーズンなら大だい丈じよう夫ぶよ。行ってきたら？」


「ありがとー」


　ニコッと満面の笑えみを浮うかべるノン。


「ジャンも、いいー？」


「あん？　ああ、いいよ、ぜんぜんいいよ」


　ちょっと陰かげりのある笑顔で、ジャンは言う。


　ま、元、ノンが好きだったジャンとすれば、ダンナの家族に会うため大冒険てのは、ちょっと複ふく雑ざつなんだろうけど……そう答えるしかないよなぁ。


「んで、ノン。行くとしたら、いつから行くのよ？」


「うーん？　入ってた切きつ符ぷ、再来月までならいつでも乗れる切符だったから、もうちょっと、あったかくなってからいこうかなー」


　ノンが、何なに気げなく窓の外を見て言う。


　窓の外には、依い然ぜん雪。


　ただ、降り積もる雪の勢いきおいは、さっきより、さらに増ましているようだった。


「ていうか、オイオイ……大丈夫か、これ？　なんか雪が降りすぎて、霧きりの中みたいになってんぞ」


　窓に顔を張りつかせるようにして、ジャンが少し真ま面じ目めな声で言った。


「…………」


　思わずオレ達も、ちょっと黙だまって窓の外の光景に注ちゆう視しする。


　まぁ、あんなに軽い羽みたいなものがいくら降ったって、何か起こるってワケじゃないと想おもうけど……。


　静かにひたすら、ひたすら降り続く雪を見てると、確かに、なんか心しん臓ぞうが、嫌いやな感じにドキドキしてきた。


「じゃ……ちょっと早いけど、お開きにしようか？」


　イッコが、ぽりぽりと頭を搔かきながら言った。


「だな。これ以上ひどくなったら、この店から出らんなくなりそうだし。行こうぜ」


　と、ジャンが上着をはおりつつ、立ち上がった瞬間。


　カランコロンッ、スカイ・フォークの扉とびらが開く音がした。


「すごーい。今からお肉食べに来た人がいるみたーい」


　ノンが言い、思わず、全員入り口に注目。


　そこには、もう頭から顔から靴くつから、全身を雪で真っ白にした、やけに大きな男がいた。


「いらっしゃいませ～」


　すかさず入ってきた客に向かう、スカイ・フォークのニイちゃん。


「あ、いや、違ちがうんです。ちょっと友達に用事があるだけで……」


　バサバサ、軽く顔にかかっていた雪を、その男が払はらい落とす。


　するとすぐに、もじゃもじゃ天てん然ねんパーマと糸みたいに細い目の、よく知った顔が出てきたから、オレ達はビックリ！


「ド、ドノヴァン!?」


　そう、そこにいたのは、身長二メートルはあろうかという、エクスの店員で一番大きな男──ドノヴァンだった！


　オレ達に気づいたドノヴァンは、体についた雪が店内に落ちるのも気にせず、早歩きでこっちのテーブルに向かってきた。


「ド、ドノヴァン、どうしたんだ？　お前、今日は煙えん突とつ掃そう除じの方じゃ……」


　ドノヴァンは幼おさない頃ころ、煙突掃除夫としてフランに出で稼かせぎに来た、異い色しよくの過去を持っていて、いまでも週に一度は煙突掃除の仕事をしてる。


「今日、仕事にならないから、煙突掃除、休みになった」


「ふーん？　だから帰りがけに、ここに寄よったって事か？」


　ジャンが言うが、


「ちがう。ボクは、エクスに寄ってきたんだ。マーガス、イッコ、ジャン、ノン……落ち着いて、聞いてくれ」


　深しん刻こくそうな顔つきで、ドノヴァンが言う。


　これは……！　なんとなく、オレは直ちよつ感かんした。


　ドノヴァンは、何か悪い知らせを持ってきてる……！


　い、いや、ビビるな、オレ！


　さっきも言ったけど、エクス・ガリバーが健在な限り、ちょっとやそっとのトラブルじゃいまのオレ達はへこたれないんだ！


「ドノヴァン、ハッキリ言え！　何があったんだよ！」


　オレが言うと、ドノヴァンはコクッと一度頷うなずき。そして言った。


「ついさっき。エクス・ガリバーが…………雪の重みに耐たえ切れず、潰つぶれた」


「え……ええぇぇぇぇえええええええええええええ!?」


　スカイフォーク店内に、四人分の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。





　　　　※




　ヒザの辺りまで積もった雪のせいで、エクスにたどり着くまでも、凄すさまじく大変だった。が、疲つかれたとか疲れないとか、そんな事、いまオレの脳のうは認にん識しきする余よ裕ゆうはない。ぜんぜん気にならない。


　エクスが、潰れた……？　ドノヴァンを疑うわけじゃないけど、いきなり、そんなバカな……。急きゆう展てん開かいすぎるだろ！


　確かに今じゃほとんど見かけない木造建築だし、実じつ際さいボロかったけど、そんな、あっけなさすぎる……。それに、潰れたっていっても、程てい度どがある。ちょっと傾かたむいただけとかなら、まだ直せる見込みはある……！　オレは、この目で見るまで信じない！


　やがて一五分ほど歩いた頃。オレ達五人はエクス・ガリバーに到とう着ちやくした。


　しかし、正確にいえば、そこはもう、『エクス・ガリバーの跡あと地ち』だった。


「ウ……ソ」


　誰かが、短くそう言った。


　真っ白な雪の塊かたまりの中から、無む残ざんに折れ曲がった柱の残ざん骸がいやら、逆さかさになってる『エクス・ガリバー』と書かれていた店の看かん板ばんが、チラッと顔を出している。


　あ、甘あまかった……。ちょっと傾いただけなら？　とんでもなかった。


　これは、いくら楽らつ観かん的てきなオレ達でも、一ひと目めで分かる。


　エクス・ガリバーは、潰れてる……！


「イッコちゃん……」


「……うん」


　不安げな声のノンが、イッコの左手をギュッと握にぎるのが視し界かいの端はしに見える。


「チッ……なんでだよ……！」


　ガツッ！　ジャンは、納なつ得とくいかないように、足あし元もとの雪を蹴けり上げた。


　こ、ここまで本ほん格かく的てきにツブれるとは……！　雪って……雪ってこんなに強力な破は壊かい力りよく持ってるのか……。


　ドサッ、遠くから、雪に何かが沈しずみ込む音が聞こえた。


　すると途と端たんに、急きゆう激げきに膝ひざの辺りが冷たくなり始める。あ……。いつの間にかオレがショックで、雪の上に膝から座すわり込んでたせいだった……。クッ……。


「もともと、フランの建築物は、こんな大雪が降ることを想そう定ていして作られてないんス……。ましてや、エクスは木造だ。もちこたえられるハズなかったんだ……」


　オレの左前方から、声がした。


　そこにいたのは、茶ちや髪ぱつの少年、ケンジ。


「お前……いたのか」


　ケンジは、こっちに向かず背中を向けたまま、さらに頭に降り積もる雪を払うことも無く、静かに静かにエクスの残骸を見つめていた。


「ミニィもさっきまでいたけど、顔色が悪いから、ホリィの家に入れた。ケンジも、みんなも、そろそろ部屋に入ったほうがいい」
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　ドノヴァンが、ケンジに近ちか寄よって声をかけた。


「……そうね。とりあえず、ここでこうしてても仕方ないわ。みんな、一いつ旦たんホリィの家に撤てつ収しゆうするわよ」


　イッコがそう言うと、一人、二人……エクスの跡地から離はなれていく。


　でも、オレはなかなか立ち上がれなかった。ここで立ち去ったら、なんかエクスを本当に見み捨すてるみたいで……。


　雪はますます勢いきおいを増し、わずかに顔を出していたエクスの看板も、いつの間にか埋うもれそうになってる。


　ルイニさんのチラシを見て、初めて七人で顔を合わせて……全員がオーナーだって言い渡されて。オーナー・コンボを作ったり、あの狭せまい男子部屋に泊とまりこんで、徹てつ夜やで作さ業ぎようしたり。ノンのまかない飯食ったり、緊きん急きゆう会かい議ぎ開いたり……。


　詐さ欺ぎにあっても、のっとられそうになっても、オレ達は最後の最後にはいつも、エクスを守り抜ぬいた。それこそドラゴンと戦ってでも、守り抜いた。


　なのに、こんな……たかが雪が降っただけで、潰れるなんて……。こんな終わり方、どう受け入れればいいんだよ……。


　グイッ。突とつ然ぜん、強引にオレの腕うでが引っ張ぱられた。


　引っ張ったのはイッコだった。


　イッコは、数秒間オレをキツく睨にらみつけた後……何も言わず、口を真ま一いち文もん字じにつぐんだまま、オレの腕を引っ張って歩き始めた。


　オレは、なすがままにイッコに連れられる。


「ごめん……イッコ」


「別にいい……」


　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ……。それ以い降こう言葉を交かわさず、イッコとオレは、エクスの向かいにある、ホリィの家へ歩いていった。





　　　　※




　パチパチッ……暖だん炉ろの火が爆はぜる音。


　豪ごう華かに二つも暖炉があるこの家は、驚おどろくほど暖あたたかだった。


　雪が降ってるせいか、外は耳が痛いたいほど静か。


「…………」


　ホリィが淹いれてくれた、やたらおいしいホットミルクが入ったマグカップから、白い湯気が立ち込める。


　部屋の空気は、落ち込む七人のテンションのせいで、当とう然ぜんめちゃくちゃ重かった。


　誰も、一言も言葉を発さない。


　エクス・ガリバーが、潰つぶれた……！


　雪に飲み込まれて、無残に逆さに向いてたエクスの看板のイメージが、脳のう裏りに焼きついて離れない……。


　腕を組みながら壁かべにもたれかかって瞑めい想そうしてるケンジは少し違ちがうけど、ジャン、イッコ、ドノヴァンはあぐらをかいて、ノンは正せい座ざ、オレとミニィちゃんは膝に顔を埋めるようにして座って──微び動どうだにせず、うつろな目で床ゆかを見つめていた。


　こういう時こそ、緊急会議を開いて、これからの事とかを話し合わなくちゃいけないんだろうけど……そんなすぐに気持ちを切り替かえられたヤツは、さすがに誰一人いなかった。あのイッコでさえ、沈しずんだ気分を隠かくしきれていない。


　だが。一人だけ、朗ほがらかに話す少年が一人。


「ねぇ～、元気だしなよ！　ホットミルク、おかわりしていいよ？　それね、一ビン五〇〇〇ドルクもする、最高級ミルクなんだ！　そんなの、みんな、飲んだことないでしょ？」


　このどんよりした空気に飲み込まれず、オレ達にぺらぺら喋しやべりかけてくるのは、たまねぎみたいな金髪の、ぽちゃぽちゃしたチビ。


　ホリィ・ライブウィンドウ。


　エクス正面の一軒家（元はライブウィンドウ・ブレイドという武器屋）に住む一三歳の少年で、以前はエクスを乗っ取ろうとしてきた商しよう売ばい敵がたきだった。


　オレ達に敗やぶれた後、親の仕し送おくりに頼たよらず、ドノヴァンの紹しよう介かいで煙えん突とつ掃そう除じ夫ふの修しゆ行ぎようをしてるハズなんだけど……あんまり変化はない様子。


「マーガス、どう？　オイシイ？　そんなミルク、なかなか飲めないんだからね！」


　オレを名指しで、ホリィが聞いてくる。


「う、うん……まあ、すごいおいしいよ……。ありがと」


「えへへ！　一人三回くらいまでなら、おかわりしていいから！」


　満面の笑えみでホリィは言う。


　実際、ホリィの淹れたホットミルクは、めちゃくちゃ濃のう厚こうな味で、かつて飲んだことのないおいしさだったし、体もあったまった。だいたい、雪だらけのオレ達七人を、部屋に入れてくれた時じ点てんで、十分オレ達はホリィに助けられてる。


　助けられてるんだけど。


「ねえねえ！　これからみんなどうするの？　ボク、それを考えたほうがいいと思うよ！」


　口を開くのも苦く痛つうな今のオレ達に、この無む邪じや気きなホリィのテンションは、少々辛つらい。


「…………」


「ミニィ、これからみんなどうするの？」


　誰も答えずにいると、ホリィはめげずに、ミニィちゃんを名な指ざしで尋たずねる。


「ど、どうするって……。やっぱり、雪が止やむのをまって、雪に埋うもれちゃった武器を、回かい収しゆうするんじゃないですかねぇ」


　ミニィちゃんは、少し投げやりな口く調ちようで答える。


「ふーん。雪の中に埋もれた武器は、また売れるの？」


「売れる……と思いますぅ」


「ぜんぶ？　ダメになっちゃった武器とかないのかな？」


「そりゃ、ちょっとはあるかもしれないけど……わかんないです」


「そういうダメになった武器は捨てるの？　捨てないの？」


「……わかんないです」


「じゃあさ、エクス・ガリバーの店自体はどうするの？　建て直すの？　それとも他の場所でオープン？　あ、もしかして、解かい散さんするの？　ねえねえミニィ」


「ん、むぅぅぅぅう」


　ミニィちゃんがほっぺを膨ふくらませつつ、イライラと地じ団だん太だを踏ふみ始めた。


「もう、なんでミニィにばっかり聞くんですか!?　ミニィだって、なんでも知ってるわけじゃないもん！　他の人に聞いてください！　ぷんぷん！」


　ぷいっ、とそっぽを向き、ホリィを拒きよ絶ぜつするミニィちゃん。こんな状じよう況きようでも、セリフにぷんぷんっていうのを入れてくるのはさすがだけど……。


「もー、怒おこんないでよう。じゃあさ、じゃあ……マーガス！　これからエクス・ガリバーどうすんの？　建て直すの？」


　うっ、今度はオレに聞いてきた……。


　でも、実じつ際さい、エクスをどうしよう。


「そりゃ、建て直したいけどさ……みんな、どうすんの？」


　会かい話わの流れで、オレはみんなに聞いてみた。


「……建て直すなら、相当の額がくのお金が必要っスよ。どんなに安い家を作ったとしても、五〇〇万くらいはかかるだろうし……」


　オレの問いかけに答えてくれたのは、意い外がいにもケンジだった。


　五〇〇万。エクスが潰れる前の、一人一人の給きゆう料りようがだいたい五万ドルク程度だったから、給料一〇〇か月、約八年分。


　七人で分ぶん担たんして死ぬ気で働いても、稼かせぐのに二年くらいかかりそうだ……。


「かといって、フランでまた新しい貸かし家やを探して、そこでまたエクスをオープンさせんのもイマイチだよなぁ。俺らの稼ぎで借りられる家なんて、せいぜいちっちゃい小部屋一つぐらいだろ？　店の規き模ぼとしちゃ、かなり縮しゆく小しようする事になるぜ」


　ジャンが言う。


　ちっちゃい小部屋……。エクスは、男子部屋とか女子部屋があるくらい、広さだけは大したもんだったし、なにより『大おお家やが投とう獄ごくされてるから家や賃ちんがタダ』っていう、スーパーオプションがついてたから……やっぱり見み劣おとりするよなぁ。


　建て直しも、新しい貸家もダメとなると、残りは三つ目の案あん……エクス・ガリバー解散だけど……。


「…………」


　たぶん、同じ結けつ論ろんにたどり着いたんだろう。全員、再び黙だまり込んでしまう。


　オレは、チラッとイッコの顔をのぞき見た。


　イッコは、目をつぶったまま、黙って話に耳を傾かたむけてる。うーむ……イッコの事だ、お金を稼げる見み込こみが無い以上、解散もやむなし、みたいな覚かく悟ごを、もう決め始めてる頃ころかもしれない。


　でも、解散なんて……少なくとも、雪で店が潰れて解散なんて、こんな終わり方、絶対オレは嫌いやだ。


「もーう、また静かになっちゃったじゃないかぁ。建て直すの？　よそへ移るの？　解散するの？　はやく決めちゃいなよぅ」


　オレ達が葛かつ藤とうしてることなんか知らず、ホリィがオレ達をせかすように言う。


「チッ、るせーな、いま会かい議ぎしてんだろが！　俺らの会議は、いっつもなかなか終わんねぇんだよ。退たい屈くつだったら、外で雪だるまでも作ってろよ！」


　ジャンがホリィに少しキレ気ぎ味みに言う。ていうかジャン、ここ一いち応おうホリィの家なんだけど……。


「なんだよう。ボクもう、雪だるま作ったりするほど子供じゃないもん。いいもん、誰も遊んでくれないなら、ボク奥おくの部屋でお昼ねするもんね」


　ほっぺを膨ふくらませてそう言ったホリィは、くるっと背を向けて、わざと怒いかりを表現してるのか、ドスドス足あし音おとをたてながら奥の部屋へ引っ込もうとする。


　その時だった。


　ぺら～り。ホリィのブカブカズボンから、一枚の封ふう筒とうが舞まい落ちた。


「あれ？　ホリィくんー、なんかお手紙落ちたよー？」


　ノンが、ホリィを呼び止める。


「え？　ああ、それ！　すっかり忘れてたよ。それ、キミ達宛あてに来てた手紙」


「へ？　オレ達宛？」


　オレは、床ゆかに落ちた封筒を拾い上げた。触さわってみると、見た目よりたくさん紙が入ってて、意い外がいに封筒は厚あつい。


「今日、エクス・ガリバー定休日で、誰もいなかったでしょ？　だから、郵ゆう便びん屋やさんに、渡わたしといてくれって頼たのまれたんだ！　あはは、思い出してよかった！　じゃ、オヤスミ」


　清すが々すがしい笑え顔がおで言い、奥の部屋へ去っていくホリィ。


　おいおい、危あぶなく永えい久きゆうに忘れられるとこだったじゃないか……。


「んで？　誰からなんだよ？」


　ジャンが聞くので、オレは封筒を裏うら返がえして、差出人の名前を見た。


　そこには、こう書かれていた。





　～Ｆｒｏｍ　ロト・セブン～





「ロッ！　ロロロ、ロト・セブン!?　ロト・セブンからだ！」


「んなにぃぃ!!」


　ガババッ！　一いつ瞬しゆんで部屋の中が色めきだった！


〝剣けん話わ〟のロト・セブン!!　北の大地が生んだ現役最強のドラゴンキラーで、潰つぶした竜りゆうの巣す一千箇か所しよ、殺したドラゴン一万匹びき！　がキャッチフレーズ！


　世界でただ一人、剣と会話してその力を最大限に引き出す能力を持ってることから、〝剣話〟のロト・セブンと言われてる、世界的な英えい雄ゆうだ！


　エクス・ガリバーが、オーナーコンボを完成させて臨のぞんだ、真・新しん装そう開かい店てんの時、初めて客として来てくれたのがこのセブンさん一行で──まぁ、その時はその人がセブンさんだって誰も気づかなかったから、ドノヴァンが腕うで相撲ずもうで叩たたきのめしたり、ケンジが違い法ほうにコピーした伝説の武器を売りつけたりしたんだけど──何な故ぜかそこでオレ達の事を気に入ってくれて、なにかとロト・セブンお勧すすめの店として宣せん伝でんしてくれてるらしい。


　一度、灼しやく熱ねつ竜りゆうという超ちよう大物ドラゴンと戦うハメになった時に、セブンさん達が助けに来てくれた事があるんだけど、あの超人的な強さは今でも忘れられない。


　灼熱竜、秒びよう殺さつだったもんなぁ……。


「おい、マーガス、早く開けてみろよ！」


「お、おう、ちょい待ち」


　オレは、腰こしに下げてたポーチに手をいれ、レターナイフを取り出した。


　つつっ、と封筒の先せん端たんを切り離はなし、中の手紙を回収。


　手紙を両手で広げると、全員がオレの後ろから、手紙を覗のぞき込んできた！


　手紙を読む。












　エクス・ガリバーの連れん中ちゆうへ





　元気してるか？　去年、フランに行った時、世せ話わになったロト・セブンだ。


　灼熱竜の洞どう窟くつでは、詐さ欺ぎにあって、エクス・ガリバーが潰れそうになってると言ってたが、風の噂うわさで今も元気に経営してると聞いた。なによりだ。オレ達三人も、相あい変かわらず金はないが、まぁそこそこ元気にやってる。





　で、今回手紙を送った理由なんだが……実は、お前達に折おり入って頼たのみがある。


　オレは、英雄とかなんとか祭まつり上げられてるせいで、ドラゴン退たい治じ以外の雑ざつ務むも、いろいろやるハメになってる（しかもオレ達は英雄だから、ボランティアで、だ）。


　その仕事の中に、四年に一度、世界で最初に武器屋が誕たん生じようした街で開かれる〝天下一武器屋祭〟という、巨きよ大だいな世界大会の実じつ行こう委い員いんというのがあるんだが……オレは、運うん営えい委い員いんの一人として、毎回一つ、武器屋を推すい薦せんしなけりゃならん。


　そこで、単刀直入に言うと、お前達エクス・ガリバーの面々に、オレの推薦という形で、天下一武器屋祭に出場して欲ほしい。ていうか、出ろ。





　お前達が拒きよ否ひできないように、わざとこの手紙は、大会が始まるギリギリにお前達の元へ届くことになってる。今から拒否の手紙を送り返しても、間に合わないぞ！


　会場までの列車の切きつ符ぷも、人数分用意して同どう封ふうしておいた！　いいか、お前達が来てくれなきゃ、オレは推薦の仕事を放ほう棄きした事になって、こっぴどく怒おこられるんだからな！　天下一武器屋祭に来い！　お前達なら、必ず勝てる！　そして優ゆう勝しようして、オレ達に優勝チーム推薦手当てを出してくれ！　頼たのむぞ、世界の命めい運うんはお前達にかかってる！　オイ、本気で待ってるからな！




ロト・セブン














「オォォォ……」


　手紙に目を通し終えたオレ達は、とりあえず感かん動どう（？）のため息をついた。


「終しゆう盤ばんの大人げの無さはともかく……俺達、なんかロト・セブンにお願いされちゃった!?」


　ジャンが、目をキラキラさせて、興こう奮ふん気ぎ味みに言う。


「天下一武器屋祭……ケンジ、お前どんな大会か知ってるか？」


　オレはケンジに聞いた。


「話は聞いたことありますね。世界で最初の武器屋が生まれた街で、はるか昔から行われてる祭さい典てんがあるって」


「開かい催さい地ち、どこ？　詳しよう細さいな説明の紙、入ってないかい？」


　ドノヴァンも、ちょっとワクワクした顔でオレに聞いてきた。


「お、そうだな！……どれどれ」


　オレは封筒に指を入れて、中の紙を全部出した。出てきたのは、一枚のプリントと、列車の切符、そして天下一武器屋祭と書かれた、銅どうで出来た小さな紋もん章しようみたいなレリーフ。たぶん、参さん加か証しよう明めい手て形がたみたいなもんかな。


「そのプリントに、開催地のってるんじゃね？」


「うん……と。あったあった。開催地は、武器屋発はつ祥しようの地、デルガドだって！　ん？」


　オレ、ジャン、イッコ、そしてノンは、思わず顔を見合わせた！


「デルガドォ!?」


　な、なんたる都合の良さ！


「？　四人は、デルガドを知ってるんですかぁ？」


　勝手に興奮してたオレ達四人を見て、不ふ思し議ぎそうにミニィちゃんが聞いてくる。


「あ、ゴメンゴメン、あのねーミニィ。実は私、これに関係なく、もともとデルガドの街に、デクさんのおばあちゃんを訪たずねる予定があったのー」


「へぇぇ！　奇き遇ぐうですねぇ☆」


　しかし、という事は！


　オレ達も大陸横断鉄道に乗れるんだ！


　見るものを圧あつ倒とうするような、神しん秘ぴ的てきな光景！　心温まる、旅たび先さきの人達との出会い！　そして死ぬか生きるか、二つに一つの命がけの大だい冒ぼう険けん！


　うぉぉぉ、（全部イメージだけど）そんな旅行がオレを呼んでいる!?


「あああぁぁっ！」


　オレ達が盛もり上がってると、さらにイッコが何かに気づいたように、嬉うれしそうに大声をあげた。


「な、なに？　どうした？」


「マーガス、その大会、賞しよう金きんとかないの!?　賞金！」


「しょ、賞金……？　ちょい待ち」


　オレは再びプリントを調べてみた。お、のってる！


「あったぞ。最さい優ゆう秀しゆう武器屋には、賞金一〇〇〇万ドルク！　だって」


「オッケェ！　アタシ、思いついたんだけど！」


「な、なに？」


「その大会に優勝すれば、賞金でエクス・ガリバー、建て直せるじゃない！」


　思わず、口を開けたまま、全員で顔を見合わせ。


「ああああああああぁぁ！　そ、そうか！」


　その手があったか！


　このタイミング……。


　こ、これはもはや、天下一武器屋祭に行けと神サマが命令してるとしか思えん！


「ヘイヘイ、行くだろ!?」


「ていうか優勝するだろ!?」


　単たん純じゆんなもので、オレ達は希望の光が見えた途と端たん、三秒で活かつ力りよくを取り戻もどし、一いつ致ち団だん結けつ！


　さっきとうって変わって吼ほえまくる！　盛もぉり上がってきたぜ！


「キミ達、うるさいよぉ……。落ち込んでるんじゃなかったの？」


　奥おくの部屋からホリィが、寝ねぼけ眼まなこで注意しにきたが、もちろんハシャギまくるオレ達にその声は届かなかった！





　　　　※




　切符を見たところ、オレ達が乗る列車が発車するのは、三日後だったので。


　次の日、雪が止やむや否いなやオレ達は、シャベルで雪をかき、エクスの残ざん骸がいに埋うもれていた武器を回収できるだけ回収し、一時的にホリィの家に置かせてもらう作さ業ぎようを済ませた。


　これで、とりあえず最低限の武器は確かく保ほ。後は、武器を売る場所、お店があればいい。天下一武器屋祭、なんとしても優勝しなければ……！


　と、いうワケで。デルガドへ出発する前夜、オレ達は各かく自じの家で旅行の準じゆん備びをしつつ、三週間近く離はなれ離れになってしまう親と、ゆっくり時間を過すごす事になった。


「……って言っても、オレには関係ないんだけどね」


　自分の部屋で、思わずひとりごちてしまうオレ。


　知ってる人もいるかもしれないけど、オレの家には、旅行の前日にゆっくり語かたらう両親なんて、いやしない。


　しかも、その理由も、両親が行方ゆくえ不ふ明めいで、三歳さいのときから天てん涯がい孤こ独どくの身だから……とか、そんなドラマチックな理由じゃない！


　単たん純じゆんにウチの両親が、新聞の懸けん賞しようでたまたま当てた一年がかりの世界一周旅行に、息むす子このオレをほったらかしで出発して、遊び狂くるっているからなのだ！


　か──、腹立つわぁ！


　確か、あの二人が出発したのは、エクスがオープンする一月前だったから、まだあと五か月は帰ってこない。ホント、こっちはいろいろ苦労してるってのに、ノンキなもんだよ……。


　そりゃ、半年以上一人暮らしして、慣れたといえば慣れたし。いつもエクスの連中が一いつ緒しよだから、普ふ段だんはそんなに気にならないけど。やっぱりこういう大事な夜とかには、ちょっとオカンと喋しやべりたくなったりするよな、さすがに……。


　煙えん突とつ掃そう除じで出で稼かせぎに来てるドノヴァンにだって、フランには家族同どう然ぜんの親おや方かたさん家族がいてくれるってのに……。


　ったく、まだ一五歳なんだし。あんまりほったらかしにしてると、そのうちグレちゃうぞ、オレ……。


「マーガスさぁん！　いますぅ？」


　そんな風にちょっとセンチメンタルな気分に浸ひたっていると、いきなり家の前から、聞き覚えのある声がした。


「ん……？」


　部屋の窓を開けて、家の下、二番街かい道どうを見下ろす。そこには、暗くら闇やみの中、金きん髪ぱつ少女の姿。


「あれ……ミニィちゃん？　どうしたの？　と、とりあえず、あがる？」


　意外な訪ほう問もんにちょっと戸と惑まどいつつ、オレはミニィちゃんを家の中に入れてあげた。





　ミニィちゃんを一階の居間のテーブルに座すわらせて。


　だいぶ前に買ってちょっとしけってたけど、とりあえずクッキーを見つけたオレは、コーヒーと一緒に、ミニィちゃんに出してあげた。


「あ。おかまいなくですぅ」


「あ……そう？」


　どうしたものか……。とりあえずオレも、ミニィちゃんの向かいに座る。


「そう言えばミニィちゃん、学校、休み取れたの？」


「ハイ☆　ロト・セブンの推すい薦せんだから、欠席にはならないようにしてくれるんですって！」


「あ、ほんと？　よかったね」


「ハイ☆」


「ハハハ」


「ウフフ」


「ハハ……」


「…………」


「…………」


　…………。


　な、なんだろうこの空気!?　なんか、ちょっと緊きん張ちようする……？


　オレの家で、ミニィちゃんと二人で話すなんて、もちろん初めてだけど、よくよく考えたら、エクスでも二人きりでいた事って、あんまりない気がする。


　ていうか実際、なにしに来たんだろう……。こんな夜よ更ふけに、わざわざオレの家まで来たって事は、けっこう重じゆう要ような理由がある気がするけど……？


「ん？」


　オレはふと、正面のミニィちゃんの視し線せんを感じ、一いつ瞬しゆん、真正面から目を合わせてみた。


　するとミニィちゃんは、唇くちびるの下に無む造ぞう作さに人差し指を添え、なんか興きよう味み津しん々しんな笑え顔がおで、オレを上うわ目め遣づかいに覗のぞき込こんでくる……。


　ウゥ……ハ、ハッキリ言って……かわいい。


「あのね。ミニィ……マーガスさんに、ちょっと大事なお話があるんですぅ」


「へっ!?　だ、だいじなおはなし……？」


　バックン！　バックン！　むやみに高たか鳴なり始めるオレの心臓！


　おい、こ、この展てん開かい。


　深夜。今まで来たこと無かった女の子が、オレの家に来た。


　何か言いたそうな笑顔。大事な話。


　このままの流れでいくと、大事な話って、なんか、もしかして、もしかすると、


　…………………………………………告白系？


　いやいやいやいや、まさか。で、でも、そうだったらど、どうしよう。


　そりゃ、ミニィちゃんは美少女だし、まぁ年も同じだから付き合うのに何の障しよう害がいもないけど……でも、オレには、他ほかに好きな子が……！　いや、その前にドノヴァンはどうする？　アイツはミニィちゃんを好きっぽいし……恋こいを取るか、友情を取るか……！


「もしも～し？　もしも～し？　マーガスさん？」


　不ふ思し議ぎそうにオレの顔の前で手を振ふるミニィちゃんの声で、オレはなんとか現実世界に帰き還かんする。


「は、はい！　なんスか？」


「なんでケンジ君口調なの……？　じゃなくって！　見せて下さい☆」


「な、なにを!?」


「もーう！　だから、天下一武器屋祭のプリントですぅ！」


「へ……ぷりんと？」


　意い外がいな単語に、オレはマヌケな声で聞き返した。


「ちょっと調べたいことがあるから、大会の詳しよう細さいがのってるプリント、見せて欲ほしいって言ってるんですぅ！　マーガスさんが、持ってるんですよね？」


「あ……あ～、あのプリントね？　ちょっと待ってね……いやいやいやいや」


　ちょっと動どう揺ようする気持ちを隠かくしながら、オレはウエストポーチに手をつっこんで、あの封ふう筒とうを探さぐり始めた。告白じゃなかったか。あ～～、良くなかったような、良かったような……。


「あった、これだ。は、はい」


　封筒からあのプリントを取り出して、ミニィちゃんに渡わたす。


「ありがとうございまぁす☆　あの、これに、前回の大会の時、優勝したチームの情報とか……載のってました？」


　プリントを受け取りつつ、ミニィちゃんは言う。


「あ。確か、写真とかはないけど、チーム名とメンバーの名前は載ってたよ？　ダークセイバーとかいう名前の店だったかな？」


「……そっかぁ」


　と呟つぶやき、ミニィちゃんはプリントに目を通し始める。


　なんだ？　前回優勝チームの情報……？


　ミニィちゃんは、いつになく真しん剣けんな顔で、プリントを見続けている。


　そして、何かを見つけたのか、いきなり短く叫さけんだ。


「あっ!?　よーし！」


　ミニィちゃんはプリントを机に放ほうり出すと、まるで、大きな喜びに打ち震ふるえるように、目をつぶってプルプルと震えだした。


「ミ、ミニィちゃん？」


「あっ……。えへへ、ちょっと興奮しちゃった」


　スッ──そう言うとミニィちゃんは、おもむろに席から立ち上がり、ごく自然な動きでオレの横に回りこんできた。


「え？　ミ、ミニィちゃん!?」


　オレが少し動けば、頰ほおと頰がぶつかりそうな距きよ離りに、突とつ然ぜん接せつ近きんしてくるミニィちゃん。桃ももに似にた甘あまい香かおりが、オレの鼻をくすぐる。


「ちょ、ちょっと……あの」


　ドッドッドドドド……さっきの比ひじゃない速度で、オレの心臓が脈みやくうち始める！


「マーガスさん、ミニィが前の優勝者さんを調べてたこと、他の人に絶対言っちゃダメですからね☆」


「う、うん」


「ミニィとマーガスさん、二人だけの秘密ですよ？」


「りょ、了りよう解かい」


「じゃ、約束☆」


　そういうとミニィちゃんは、指きりげんまん、自分の小指をオレの小指にからませようとした。


　その時だった。


「マーガス！　いるぅ!?　アタシだけど、開けるよぉ！」


　ビクッ！　大げさではなく、オレは椅い子すに座ったまま、たぶん三〇センチくらいは飛び上がった！　イ、イ、イッコの声だ！


　イッコの事だ、中から返事があろうがなかろうが、ドアを蹴け破やぶるように入ってくるだろう。なんか、ウチでミニィちゃんと二人きりってところ見られたら、変に誤ご解かいされそうな気が……。ど、どうしよう!?


　オレはミニィちゃんそっちのけで猛もう然ぜんと椅子から立ち上がり、どこか隠れる場所がないかウロウロしまくる。


　ガチャッ！　ドアが開く音。


「ウォッ！」


　もうよくわかんないけど、ザザァ──！　オレはとりあえずテーブルの下に凄すごい勢いきおいでヘッドスライディングして、身を隠した。


「こんちはー。って、アレ？　ミニィ？」


　イッコの驚おどろいた声。


「あ、イッコセンパイ☆」


「珍めずらしいわね、アンタがマーガスの家にいるなんて。……マーガスは？」


「えっと……」


　チラッとこっちを見てくるミニィちゃん。そして言う。


「たった今、すごい勢いでテーブルの下にヘッドスライディングしてました」


　ゲッ!?　ぜんぶバラした!?　よ、予よ想そう外がい……。


　ミニィちゃん、普ふ通つうこういう展てん開かいの時って、口裏合わせたりするもんじゃ……？


　オレは仕し方かたなく、服についた埃ほこりを払はらいつつ、テーブルの下からゆっくり姿を現した。たぶん、恥はずかしさで顔真っ赤。


「なにやってんのアンタは……？」


「オ、オレにもなにがなんやら……」


　はぁ～あ。ま、下へ手たに隠いん蔽ぺい工こう作さくするより、誠せい実じつでよかったかも……。


「それより、マーガス、ちょっとウチ来てよ！」


「へ？　どしたん？」


「いま、ノンとデクさんウチに来てるんだけど、あの二人、夫ふう婦ふ喧げん嘩か始めそうな勢いきおいなのよ」


「ええぇぇ～～!?」


　あ、あの二人が!?


「とりあえず、仲ちゆう裁さい役やくは多いほうがいいわ。ミニィ、アンタも来れない？」


「う～ん……でも、ミニィ、パパに内ない緒しよで家を抜ぬけ出してきたから、そろそろ帰らないと……」


「ふぅん？　ま、二人いりゃなんとかなるし、大だい丈じよう夫ぶだけど」


「ゴメンなさい。うまく止めてあげて下さいね☆」


　ぺこっ、とミニィちゃんは頭を下げる。


　そして、そのまま、とたとたと出口のほうへ歩いていき、最後にくるっと振ふり返った。


「マーガスさん、イッコセンパイ。天下一武器屋祭……楽しみですね！」


「？　う、うん」


「それじゃ、明日！　さよなら！」


　ドアを開け、颯さつ爽そうと去っていくミニィちゃん。


「も、燃えてるわねぇ」


　イッコがちょっと驚いたように言った。





　　　　※




「で、ミニィは、なんの用でアンタの家に来てたの？」


　イッコの家に向かうべく、東二番街かい道どうを小こ走ばしりで進んでると、イッコが聞いてきた。ま、当然の質問だよなぁ。


　どう答えたものか……。でも、恥ずかしいけど、まず最初に一つ、イッコに言っておかなければならないことが。


「そ、その前に、イッコ」


「ん？」


「い、一応いっとくけど。別にオレ、ミニィちゃんと、なんもやましいことしてないから」


「……は？」


　一いつ瞬しゆん、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうくらったような顔を浮うかべるイッコ。


　そして、次の瞬間、意外にもイッコは爆ばく笑しようした。


「あっはっはっは！　だ、誰だれもそんなの疑ってないわよ」


「へ？」


「あのね、このイッコさんの推すい理り力りよくをみくびらないでちょうだい？　ミニィがアンタの家に行った理由は、ロト・セブンから送ってきた封ふう筒とうを、アンタが預あずかってるから。でしょ？」


「なっ……？」


　その完かん璧ぺきすぎる推理に、オレは声もなくイッコの方を見た。


「ふふ、驚いたか！


　な～んて。ホントはミニィがさっき急に燃えてたから、武器屋祭に関係あるかな、って思って言ってみただけなんだけどさ。当たっちゃったか……」


「な、なんだそりゃ……」


「それに、心配しなくても、あの光こう景けい見たところで、ミニィとアンタがやましい事してるなんて、逆に思いつかないわ。アンタにそんな度ど胸きよう、あるワケないじゃん」


「あっそ……！」


　なんか、それはそれで腹立つなぁ。オレってなんだと思われてるんだろう……。


「あとは、ミニィがあの封筒の中の何を見に行ったのか、だけど……」


「あ、そこだけ勘かん弁べんして。ミニィちゃんに内緒にしてって頼たのまれたし」


「ん、オッケー。ま、こんだけ分かりゃいいか」


　イッコは満足そうにニッと笑った。


「それより、ノンとデクさんの夫婦喧嘩って？」


「ああ。どうも、デクさんがノンのデルガド行きにまだ反対してんのよ。それで、全然話まとまんなくてさぁ」


　そうこう言ってる間に、イッコ家に到とう着ちやく。


　木の丸っこい扉とびら（イッコの家は、でっぷり太ったキノコのような外がい観かんで、ちょっと変わってる）を開き、イッコとオレは中に入った。





「もー、なんで分かってくれないのー？」


「そ、それはこっちのセリフです、ノンさん！」


　部屋に入った途と端たん、聞こえてくる言い争い。


　おいおい、まだ結けつ婚こんして半年もたってないっていうのに……。


「まぁまぁ、ちょっと落ち着きなよ、二人とも。マーガスが遊びに来てくれたよ？」


「ど、どうもー。ていうか、どうしたんだよ、ノン？」


「ふんー。デクさんが、分からず屋なんだもんー」


　ぷいっ、とデクさんから顔をそむけるノン。おお、こんなノン、初めて見た！


「そ、それもこっちのセリフです、ノンさん！」


　相変わらずのボサボサ頭で、力りき説せつするデクさん。


「と、とりあえず、ノンはなんで怒おこってるのさ？」
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「だってー、デクさんが、私、デルガドに行っちゃダメって言うんだもーん」


「そりゃあそうでしょ！　どれだけ遠いと思ってるんですか!?　大陸の一番端はしですよ！　道どう中ちゆう、何が起こるか分かったもんじゃない！　そんな危き険けんな旅を、夫として許すわけにはいきません！」


「でも、デクさんのおばあちゃんにも、私達のこと、認みとめてほしいよー」


「ノンさんは、あの人の恐おそろしさを知らないから、そんな事を言ってられるんです！　あの人は、自分以外の人間を、そんな簡かん単たんに認めたりしないんだ……！」


　怯おびえるように、デクさんが言う。どんなばあちゃんなんだ……？　デクさんは続けた。


「ああ、あのおばあ様の事を考えたら、ますますノンさんを一人じゃ行かせられない！　やっぱりボクも同行します！　一いつ緒しよに行きましょう！」


「ダメだよー。往おう復ふくだけで、最低二週間もかかるんだよー？　去年、新婚旅行であんなにお休みもらったから、デクさん、もうお休みないでしょー？」


「べ、別に無む断だん欠けつ勤きんしたってかまわないです」


「余よ計けいダメ。おばあちゃんは、仕事をサボってデクさんがついてくるような事があったら、離り婚こんさせるって言ってたじゃーん」


「くっ、うむむぅ」


「むーん」


　さんざん言い合った後、バチバチ、と視線をぶつからせるノンとデクさん。


　ノン、一七歳さいにして、夫ふう婦ふ喧げん嘩かをする、か……。


　でも、なんかすっごい新しん鮮せんだよな。結婚してしばらく一緒に暮らしたせいか、ノンも、デクさんにはちょっとダダをこねるというか……甘あまえてる雰ふん囲い気きさえする。


　たぶん、ノンがこんな素す直なおに意見をぶつける人間は、世界でデクさんだけじゃないかなぁ。オレやイッコにだって、こんな態たい度ど見せないし。


　やっぱりある意味、デクさんとはよっぽど相あい性しようがいいっていうか……気を許せるんだろうなぁ。


　なんて、一人ほのぼのと状じよう況きようを見てると。なんか、事じ態たいは意い外がいな展てん開かいに動き始めた。


「ノンさん……そんなに、ボクと一緒に旅行に行きたくないんですか……？」


　ボソッ。デクさんが、ずいぶんネガティブな事を言い出した。ん？


「デ、デクさん？　別にノンは、デクさんと行きたくないって言ってるワケじゃ──」


　気を落ち着かせるため、オレはデクさんに言おうとしたが、


「ノンさん！　ボクが一緒に旅行に行くと、不ふ都つ合ごうでもあるんですか？」


　そんなのシカトして、デクさんは妄もう想そうを続けた。クッ！　さらに、


「ハッ！　も、もしかして……！」


　完全に突つっ走り始めたデクさんは、何に気づいたのか知らないけど、やけに驚きよう愕がくして……そしてノンを見ながら言った。


「わ、分かったぞ!!　分かってしまった！　ノンさん、ボクの他ほかに、好きな人が出来たんですね!?」


「あ、あの、デクさん？」


「そして、その人と、旅行に行くつもりなんだ！　だから、邪じや魔ま者もののボクを遠ざけようと……なんてこった」


　ドサッ。膝ひざから崩くずれ落ちるデクさん。オイオイ、どんだけ想そう像ぞう力りよく豊ゆたかなんだよ……。


　ん？


　ふと気づくと。床ゆかに座すわったままのデクさんが、ボサボサの髪かみの毛ごしにオレの事を見つめ続けている。ん？　え？


「お前か……？」


「ハイ？」


「お前が、ノンさんと大陸横断鉄道に乗って、愛の世界旅行に行く男か……」


　ゆら～り、立ち上がるデクさん。


「ハァアアァァ!?　ご、誤ご解かいもいいとこだ！　ちょ、ちょっと待って下さい!!」


「じゃ、ノンさんと大陸横断鉄道に乗らないのか……？」


　うつろな目つきのデクさんに言われ、一いつ瞬しゆん考えるオレ。


「…………。まぁ、乗ると言えば、乗るんですけど……」


　ひたっ、ひたっ。正直なオレの答えを聞くや否いなや、不ぶ気き味みな足音を響ひびかせながら、デクさんがオレに近寄ってくる。


「あ。マーガス、逃にげてー。いま捕つかまると、大変な事になっちゃうー」


　ノンがのんきな声で言う。


　大変な事ってナンだオイ!?


　ダッ！　身の危険を感じたオレは、家から脱だつ出しゆつするべく走り出す！


　ダッ！　それにシンクロするように、デクさんも走り始めた。ウソ!?


「もー、デクさんたらヤキモチ焼きねぇ」


　ウフフ、と笑うイッコ。って、そんな微笑ほほえましい状況か、コレ!?


「絶対に許さんぞ貴き様さま……」


「誤解だって！　だぁぁ、来ないで下さい！」


　なんでオレがこんな目に!?　納なつ得とくいかないけど、とりあえずオレはイッコの家を飛び出し、デクさんを撒まくべく必死に走り出した……。





　　　　※




「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　とりあえずフランを一周して、デクさんをなんとか撒いた後、オレは様子を探さぐるべく、再びイッコの家に帰き還かんした。


　あーもう、明日にはデルガドに出発するってのに、何やってるんだ、オレ……？


　ギィ、と扉とびらを開けて、中の雰囲気を探る。ふう……どうも、気配はない。


「あら？　マーガス……」


「ウッ!?」


　いきなり背後から声がして、オレは思わず叫さけんでしまった。


　振ふり返ると、そこにいたのは、黒髪の女性。


　イッコ……じゃない！　イッコより長い黒髪を後ろで一本に束たばねた、病びよう的てきなほど色いろ白じろで細ほそ身みな、黒くろ縁ぶちめがねの大人の女性。


「お……おばさん……！」


　えらい人に見つかってしまった。


　そう、後ろにいたのは、なんとイッコのお母さんだったのだ！　くっ、次から次へとなんでこう……！


「あなた、さっき走って家から出ていったでしょ？　相変わらず騒さわがしい。あなたももう一五歳なんだから、もう少し落ち着きを持つべきじゃない？」


　クイッ、とメガネを中指で押おし上げつつ、おばさんは苦にがい顔で言う。


「す、すいません……」


　頭を下げ、謝あやまるオレ。やっぱりこのおばさん、苦手なんだよな……。


「あの娘こに用事？　あなたが出て行ってしばらくして、ノンと一緒に出て行ったみたいだけど」


「そ、そうですか……。それじゃ、また出直して」


「なに言ってるの、もう帰ってくるでしょ？　あがって待てばいいわ」


「エッ……」


「それに、どうせ男の子の一人暮らしじゃ、まともに自じ炊すいなんてしてないんでしょ？　夜食くらい作ってあげます。あがりなさい」


「い、いえ」


「あがりなさい！」


「うぅ……ハイ」


「さぁ、靴くつを脱ぬいで……ゴホッ、ゴホ」


　咳せき込こみつつも、オレをイッコ家けへ押し込もうとするおばさん。


　うーむ、タイプは違ちがうけど、この有う無むを言わせぬ強ごう引いんさ……イッコにしっかり受うけ継つがれてる気がする……。





「あなた達……今度はデルガドまで旅行に行くんですって？」


「は、はぁ」


　コーンスープ、卵サラダ、フライドチキンにキノコのドリア。


　よっぽど普ふ段だんロクな物食べてないと思われてるのか、食しよく卓たくにはここぞとばかりに豪ごう華かな食事が並んでいた。


　その料理と、テーブルを挟はさんで、おばさんからオレへの尋じん問もんが続く。


「素人しろうとだけで勝かつ手てに武器屋の経営を始めるわ、事あるごとに、竜りゆうとでも闘たたかったみたいにボロボロになって帰ってくるわ……今度は、武器屋が潰つぶれたから賞しよう金きん目め当あてでデルガドまで行くですって？　あなた達って、一体何を考えて生きてるの？」


「な、何を考えてと言われましても……」


「何も考えてないんでしょ？」


「そ……そうかも知れません……そうですね」


　キッツ～。いつもの事だけど、とても食事を楽しめる雰ふん囲い気きじゃないよ……。


「今は若いからそんな無む茶ちやが通るけど、そのうちきっと破は綻たんするわよ。私は、その時にあなた達が辛つらい思いするのが分かってるから、大人として、こうして忠ちゆう告こくしてるの。分かるわね？」


「わ、わかります……なんとなく」


「だったら、アナタからもあの娘こに言ってやって。いい加か減げん、馬ば鹿かな夢見るのはやめて、普ふ通つうに暮らせって。イッコのためを想おもうならね」


「…………」


　このセリフをおばさんから聞くのは、何回目だろう……。


　おばさんは、昔からイッコの生き方（サンク・マリカのためにがむしゃらにお金を貯ためる生き方）に反対で、いつもオレに阻そ止しさせようとしてくる。


　まぁ、ちょっと分からないでもない。イッコって、サンク・マリカのためなら、ちょっとやそっとの身の危き険けんは顧かえりみないし。親からすれば、心臓に悪い。


　おまけに、亡なくなったのか、出て行ったのか、理由は深く知らないけど。イッコの家には親おや父じさんがいない。イッコのおばさんからしたら、イッコがたった一人の家族なんだし……大事にしたいよなぁ。


　でも。あんなに一いつ生しよう懸けん命めい生きてるイッコの事を見てると、とてもじゃないけど、阻止なんてする気が無くなるのも事じ実じつだし……。板ばさみなんだよな。


「はぁ、ノンを見習って欲ほしいわ」


　ため息つきつつ、唐とう突とつに言うおばさん。


「ノン？　ですか？」


「そう。あの子は、普ふ通つうに恋れん愛あいして、普通に結けつ婚こんして、普通に家庭を持ったでしょ？　私は、イッコにもああいう生き方をして欲しいと思ってるの」


「な……なるほど」


「マーガス、いざと言う時は頼たのむわよ？　分かってるわね？」


　少し不ふ機き嫌げんそうな顔で、おばさんが言う。


「は？　なにが、ですか？」


「知れたこと。イッコが嫁よめに行き遅おくれた場合、あなたがあの娘こを責任を持って引き取るの」


「え、ええぇぇ～……」


　思わず唸うなるオレ。どんな親なんだよ……。


「えぇって何よ、えぇって。イッコのこと、嫌きらいなの？」


「いや、嫌いというか、なんというか……」


「じゃあ好きなの？」


「いや、あのですねお母さん……」


「どっちなのよ？　好きなの、嫌いなの？」


「ちょっと……なんの話をしてんのよ」


　キッチンの入り口から、声。


　そこには、こめかみをピキピキ言わせながら、なんとか笑え顔がおを張はり付かせてるおばさん似の女子──イッコの姿が。


「……おかえり。あなたが結婚できなかった時のために、保ほ険けんをかけてあげてるの」


「ママ。アタシ、結婚なんてする気、まだまだぜんぜんこれっぽっちもないから」


　イライラした顔でイッコが言う。


「そんな事言ってるから、あなたは──ゴホッ、ゴホゴホッ」


　背中を丸めて、ちょっと本ほん格かく的てきに咳き込むおばさん。


　イッコが慣なれた動きで、おばさんの後ろに回りこんで、背中をさすった。


「もう、バカみたいに張り切るからよ……」


「ゴホッ、ゴホッ、私は、あなたの事を思って……」


「ハイハイ。いいから、もう寝ねなさい。マーガス、悪いけど、ママ寝かせてくるから、そこで待っててくれない？　ちょっと行きたい所あるから、つきあってよ」


「ん──別にいいけど」


「ゴホッ、ゴホゴホッ。マーガス、テーブルの料理、残さず食べなさい。こういう時に、栄えい養ようを取るの。戸と棚だなにグレープフルーツもあるから、忘れないように。忘れたら許さないわよ」


　厳きびしい顔つきと口く調ちようでそう言い残し、おばさんはそのままイッコの肩かたをかりて、奥おくの部屋へと入っていった。怖こわいんだか、優やさしいんだか……。
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　まだかなり雪の残る夜の東二番街かい道どうを、オレとイッコは並ならんで歩き始めた。


「ゴメンねマーガス。あの人、いろいろうるさいでしょ？」


　白い息を吐はきつつ、イッコが言う。


「あー……まぁでも、別に意味の無いお説せつ教きようじゃなかったから……」


「ママね、マーガスの事気に入ってるから、アンタが来るとちょっとテンションあがって、いろいろ喋しやべっちゃうのよ」


「えぇぇ……？」


　あれ、テンションあがってたかなぁ……？


「なぁ、それよりノンとデクさんは？　どうなったんだよ」


「あぁ、あれ……」


　苦く笑しようするイッコ。


「あの後、デクさん帰ってきてさ。ノンと二人でまた話し合ってたのよ。んで、ラチがあかないから、アタシが〝しばらく離はなれ離れになった後、無事再さい会かいしたりすると、より夫ふう婦ふ間かんの結けつ束そく深まるんじゃない？〟みたいな事を適てき当とうに言ったら、デクさん異い常じようにノってきてさ……」


「はぁ～？」


「これ以上結束深まったら、ボク達どうなるんだ!?　とか言って床ゆかを転ころげまわった後、ノンと二人、きゃっきゃ言いながら帰ってった……」


　な、なんだそれ……。きゃっきゃって……。じゃあ、オレのあの全力ダッシュはなんだったんだ……？





　そうこう言ってる間に、オレ達は目的地に到とう着ちやくした。


　まぁ、予想通りというか、なんというか。


　イッコが目指した目的地は、サンク・マリカ大聖堂だった。


「さぁ～て、これで、しばらくマリカちゃんとはお別れね」


　白い大だい理り石せきで組み上げられた、圧あつ倒とう的てきな存在感。


　静まり返った夜だからこそ、フランに黙もく々もくとたたずむその姿からは、説明のつかないエネルギーみたいなものが際きわ立だって感じられた。


「しっかし……明日の今いま頃ごろは、大陸横断鉄道の中で夜を迎むかえるのよねぇ」


「？　あぁ～～、なるほど。そう考えると、そうだな。でも、イッコ、二週間もサンク・マリカの事見ないの初めてじゃない？　大だい丈じよう夫ぶなの？」


「さぁ……。まぁ、さすがに体に異い常じようをきたしたりはしないと思うけど……なんせ、ホントに生まれて初めての経験だからね……」


　物心がついて以来何千日、たったの一度もサンク・マリカを見に行かなかった日はないイッコの事だ。見るのを中断したりすると、ホントに体に異常とかきたしそうだよな……。


　でも、それを言ったらオレだって、こんなにフランから離れるのは生まれて初めてだ。最高でも、修学旅行で隣となりの隣の街に二泊はく三日したくらいで。今回の旅行は、今までとスケールが違ちがう。


　大陸横断鉄道、七泊八日の旅。天下一武器屋祭。絶対いろいろいい経験できるよなぁ。一回り成長して、フランに帰って来れるといいけど……。


「……よしっ、以上！」


　オレがいろいろ思いを巡めぐらせてると、意い外がいにもイッコは、くるっとまわれ右、サンク・マリカに背を向けた。


「え？　もういいのか？」


「うん。これ以上見てると、離れらんなくなるかもしれないし」


「ふーん？」


「つきあわせて悪かったわね。さ、帰りましょ」


　ザッザッザッ……歩き始めるイッコ。オレもそれに続く。


　なんか拍ひよう子し抜ぬけだな。てっきり五時間くらい見るのかと思ってたけど……イッコはイッコなりに、サンク・マリカとの挨あい拶さつは済ませたって事か……。


　……挨拶……。アイサツか……。


「……イッコ。オレも、ちょっと寄りたいところあるんだけど……いい？」





　　　　※




「よっし、着いた」


　オレがイッコにお願いして、訪おとずれたのは……。


「……いまここに来ても、仕し方かたないじゃない」


　イッコが言う。


　そう、オレ達が訪れたのは、雪で潰つぶれたオレ達の城──エクス・ガリバーの跡あとだった。


　少し雪も解とけてるせいで、バラバラになった木の破は片へんが散さん乱らんしてて……より、ショッキングな光こう景けいになってる。


「でも、挨拶って言ったら、ここに挨拶しなきゃ、ウソだろ」


「まあね……」


　このショッキングな光景を目に焼き付けつつ、オレはエクスに挨拶をしようとした。


　が、その時。


　ガサッ、とエクスの瓦が礫れきの陰かげから、一つの人ひと影かげが出てきた。


　人影は、口元をマフラーで覆おおった、目つきの悪い少年。


「あれ……？　ケンジじゃない。アンタ何してんの？」


　出てきた人影を見て、イッコが少し驚おどろき言った。


「…………！」


　オレ達を見たケンジも、一いつ瞬しゆん驚いた表情になったが、すぐに非ひ難なんがましい目つきに切り替かえ、


「アンタ達こそ何やってんスか。明日の朝には、フランを出るんスよ？　特にマーガスはジャンの次に寝ね坊ぼうとか多いんだし、早く帰って寝るべきでしょ？」


　開かい口こう一いち番ばん、オレ達に説せつ教きようをたれる。……相っ変わらず腹はら立たつわぁ。


「旅行って言っても、遊びに行くんじゃないんス、浮うかれ気き分ぶんじゃ困こまるんだ。さぁ、どいて下さい。オレ、帰りますから。二人とも、遅おくれないで下さいよ！」


　言うだけ言って、オレ達に目も合わさず、ケンジはザッ、ザッとエクスから立ち去っていった。


「なんなんだ、アイツわ……？　なぁ、イッコ」


　オレは、遠ざかっていくケンジの背中を見つめながら、思わずボヤく。


　しかしイッコはケンジの背中など見ず、違う物に注ちゆう目もくしていた。


「ねぇマーガス、こっち来なよ。アイツが何しに来てたか、分かったよ！」


　イッコが、さっきケンジが出てきた瓦礫の陰からオレを呼んでいる。


「へ？」


　向かってみると、ケンジの物と思われる雪についた小さな足あし跡あとの先に──何やら一本の、とりたてて特とく徴ちようの無い剣けんが突つき立ててあった。


　店じゃ見た事の無い剣だし……ケンジが作った、オリジナル武ぶ器きかな？


「なるほど……。きっとアイツ、アンタと同じ事考えてたのよ」


　イッコが腕うでを組みながら、少し意地悪い笑え顔がおを浮かべ、そう言った。


「あ……そうか。アイツも、挨拶に来てたのかぁ」


　イッコに言われて、オレもピンときた。


　この剣は、ケンジからエクスへの餞せん別べつみたいなモンだろう。


　アイツ、柄がらにも無く、アツいことするなぁ……！


「よーし！　オレ達も、しっかり挨拶しとこうぜ！」


　オレが言うと、イッコも頷うなずく。


　オレは改あらためてエクス・ガリバーだった場所を見て、すっと息を吸い込んだ。


「行ってくるからなぁ、エクス！　待ってろよ……絶対お前を建て直す賞金、持って帰ってくるからなぁ！」


　夜の二番街かい道どうに、オレの声が響ひびき渡わたった。


「……ま、そういう事だから。ちょっと待っててよ」


　イッコもさりげない口調で、エクスに挨拶をつげた。


　よし……気合入ったぁ！　行ってくるぞ、エクス・ガリバー！





　こうして、オレ達七人は、それぞれフランにけじめをつけて。


　遥はるか異い国こくの地デルガドへ向かう、長い長い旅に出発したのである……！


　オレ達の想像を遥かに越こえる、大変な困こん難なんが待っているとも知らず……。










　パート２・七人の乗じよう客きやく！







　デルガド旅行初日。


　セブンさんから貰もらった切きつ符ぷに指定されてる列車は、


【一三時〇五分発　デルガド行き　Ｄ５７１型大陸横おう断だん鉄てつ道どう】


　というヤツだったので、オレ達たち七人は日の出と共ともにフランを出発、少し余よ裕ゆうのある一二時過すぎには、フランの隣となり街まち（歩いて五～六時間はかかるけど）、駅のあるトトレインの街に到とう着ちやくしていた。


「俺おれ、トトレイン初めてなんだよな」


　ジャンがキョロキョロ辺りを見み渡わたしながら言った。


　トトレインは、街並み自体はフランとほとんど同じで、辺りにあるのは、赤レンガの家々、石いし畳だたみの街かい道どう……とさほど目め新あたらしくない光景。


　トトレイン独どく自じの特とく徴ちようといえば、街の入り口がある方角以外、三方を険けわしい山に囲かこまれてる事と、街の中心に、渦うずを巻まいてるようなベージュ色の塔とう【トトレイン・ステーション】が聳そびえてたりする事かな。


　ちなみに修学旅行で東へ行ったミニィちゃん、新しん婚こん旅行で南の大陸へ行ったノン、実家が中央大陸の西の果てにある【ソーニョの街】であるドノヴァン。


　この三人以外は、学校行事以外でフランからこんなに離はなれるのは初めてで、学校に行ってないケンジに至いたっては、フラン以外の街に来るのは生まれて初めてらしい。


「ケンジ、お前初めての旅行で、実は昨日ワクワクして寝ねれなかったんじゃねぇの？」


　さっそくジャンがケンジをからかってるけど、


「ハッ、くだらねー。マーガスじゃあるまいし。悪いけど一二歳さいにもなって旅行でハシャグほど、オレは子供じゃないんでね」


　ケンジが興味無さそうに、ジャンにそう答えたのが聞こえてきた。


　ホンッット可愛かわいくないね、アイツ……。


　でも、ケンジだけじゃなく、大陸横断鉄道なんかに関しては、ミニィちゃんが小さい頃ころに乗ったという以外、誰も乗ったことないって言うし……実は、いろいろ、分からないことだらけなんだよなぁ。


「そういや、ノン。アンタ、デクさんのばあちゃんに貰った切符どうしたの？」


「ああ、あれ、一いち応おう持ってきたよー。私、他ほかにもお鍋なべとか、お米も持ってきたー」


　イッコとノンが、何やらそんな話をしていた。確かにノンのリュックは、人一倍大きい。


　観かん光こうしてるほどの余よ裕ゆうも無いので、オレ達はさっそく街の入り口からでも見えるベージュ色の塔【トトレイン・ステーション】に直行した。


　が。ここから、列車に乗るまでが、またいろいろと大変だった……。





　ピッ、ピッ、ピッピッピ～！


　駅に入った途と端たん、いきなり、やけに攻こう撃げき的てきな笛ふえの音がオレ達に向けられた。


　な、なんだ？


「コラコラコラコラ～～！」


　入り口付近の事じ務む室しつみたいな所から飛び出してきたのは、赤い制せい服ふくに身を包んだ、ガッチリした体型の鉄道警けい備び隊たいのおっちゃん。やけに険しい表情だけど……。


「へ？　あれ、オレ達に言ってるのかな……？」


「そうじゃない？　アタシら以外、誰もいないし……」


　ワケが分からずまごまご立ち尽つくしてると、息を切らしつつ血けつ相そうを変えた赤制服のおっちゃんが、オレ達のもとに到着。


「お、お前ら何考えとんじゃあ！　特に、お前！」


　ビシッ、イッコを指ゆび差さすおっちゃん。


「な、なにって……何がですか？」


　本当に分からない、という顔で、イッコ。


「何がって！　自分の格かつ好こう、よーく見てみろ！」


「格好……？」


　全員、イッコに注ちゆう目もく。


　と言っても、別に普ふ通つうだよな。雪が降るほど寒いのに、薄うす手での長なが袖そでシャツ一枚ってのがちょっと異い常じようだけど……後は、旅行用リュックと、この前作り直したばっかりのビッグバン・ソード・グラビティを背負ってるぐらい。まぁまぁ、いつも通りの格好だ。


「別に……どこもおかしくないと思うんですけど……」


　そう呟つぶやきながら、全員、視線をおっちゃんに戻もどす。するとおっちゃんは呆あきれたような顔で、


「ど、どういう神しん経けいしてんだ、お前達は……？　それだよ、それ。明らかに変だろ、それ……」


　指先をイッコから、イッコの背せ負おってる巨きよ大だいな剣けん──ビッグバン・ソード・グラビティに向けなおすおっちゃん。


「ビッグバン・ソード？　が、どうかしたんですか？」


「ど、どうしたもこうしたもあるかぁぁあ！　んな馬ば鹿かデカい剣持って、お前達は戦争にでも行くつもりか!?　列車内は、刃は物ものの持込み禁止だっっ！」


　顔を真っ赤にして、激げき怒どするおっちゃん。


「え。えええぇぇぇ!?」


　驚きよう愕がく！　武器持ち込み禁止!?


「お前も、お前も、お前も！　ほら、渡せ渡せ！　お前達のためでもあるんだぞ！　ったく、ドラゴンキラーならともかく、何考えてんだ最近の若い連中は！　列車法も知らんのか……！」


　オレ達のため……？


　ブツブツ言いつつおっちゃんは、ビッグバン・ソード・グラビティ、ジャンのアモスの剣、ノンのエンジェルボウ、後、ケンジが持ってきていた数本の刀かたなを没ぼつ収しゆうし始める。


「チッ、めんどうな事になったわね……どうする……？」


　イッコが小声で耳みみ打うちしてくる。


「どうするって……まぁ、天下一武器屋祭じゃ、大会側が用意した武器使うらしいから、無いなら無いでいいんだけど……」


「オイ！　お前ら、もう他に持ってないだろうな!?」


　じとじと、オレ達を疑わしそうに見回すおっちゃん。


　ぴたっ。視線が、ドノヴァンのところで止まった。


「お前……それ、モップか？」


　目を細め、おっちゃんが言う。


　ドキッ。七人全員の心しん臓ぞうから、そんな音がしたと思う。


「そ、そうですけど……なにか？」


　冷ひや汗あせをタラタラ流しつつ、答えるドノヴァン。


　うわ～、ロンギヌスのモップまで没収されるのか!?　そりゃ、確かにそんじょそこらの武器より、よっぽど凶きよう悪あくだけど……。


　しかしおっちゃんは、しばらくの間ドノヴァンを見た後表情を緩ゆるめて、


「……そうか。いや、モップ持って列車に乗ろうとしたヤツ、初めて見たんでな。まぁガンバレや」


　ぽん、とドノヴァンの肩かたを叩たたく。あ、なんかドノヴァン気に入られた？


　結局、オレの吹雪ふぶきのダーツも見つけられて没収されたので、オレ達の手元に残った武器は、武器と思われなかったドノヴァンのロンギヌスのモップと、薔ば薇らの形をしたオレの投とう擲てき武器、地じ獄ごくの薔薇だけになってしまった。


「でも、いいの？　ボク達のも、見つからなかったとはいえ、武器だよ？　列車に持って入って大だい丈じよう夫ぶかな？」


　ドノヴァンが、心配そうに言った。


「うーん、そんな深しん刻こくな問題じゃないだろ～？　せっかく見つからなかったんだし、持って入っちゃおうぜ。だいたい、手元に武器ゼロじゃ、心もとないじゃん」


「うん……。それもそうだね」


　ドノヴァンも、納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「さぁ。これは全部、この駅で預あずかっておくからな。こっちで書類を書いてもらおうか」


　と、言われるがままおっちゃんに連れられ、オレは事務所で住所、名前、年ねん齢れい等を書かされる。結けつ局きよく、なんだかんだ、オレ達は、このおっちゃんに三〇分近く足止めされる事になってしまった。


　しょっぱなから、こんなトラブル。さいさき悪いなぁ……。





「あーあ、変に足止めくっちゃったわね。ちょっと急ぎましょ」


　気を取り直してオレ達は、やや足早に自分達の乗る列車に向かい始めた。


　あの鉄道警備隊のおっちゃん曰いわく、一四番ホームに向かうらしいけど……。


「ん？　なんだアレ？　検けん問もん？」


　歩き始めてしばらくすると、腰こしまでの高さまである銀製の手すりが横に広がり、通路を遮しや断だんしてる場所に躍おどり出た。ここを通り抜ぬけるには、鉄道警備隊のおじさんが立ってる通路を通つう過かしないと進めない様になっている。


「あぁ、アレ、検問じゃなくて、確か改かい札さつって言うんですよ☆」


「カイサツ？」


「ハイッ、あそこで、一人一人切きつ符ぷがあるかどうかチェックするの。このメンバーの中で、唯ゆい一いつただ一人列車に乗った事のあるミニィが言うんだから、間ま違ちがいないです☆」


　胸を張はり、誇ほこらしげにミニィちゃんが言う。そこまで強きよう調ちようせんでも……。


「んじゃ、改札とやらに行く前に、各かく自じに切符渡わたしちゃいましょうよ」


　イッコが提てい案あん、全員が即そく賛さん成せい。


「切符持ってるの、マーガスだよねー？」


「うん、そう。ちょっと待って……」


　オレはポーチから封ふう筒とうを探し、そして中から切符を取り出した。


　そういや、なんていう列車に乗るかとかは確認したけど、しっかり切符見るのこれが初めてだな。


「……ん？」


　と、ここでオレは、初めてある事に気づいた。


「あれ？　この切符、裏に小さく鉛えん筆ぴつで、誰だれの切符か書いてある……」


　一枚目の切符の裏には、【黒くろ髪かみのねーちゃん】と書かれていた。


「へぇ。たぶん、ロト・セブンが全員分あるか確かく認にんする時書いたんでしょ？」


　と言いつつ、イッコは切符を受け取る。


「そうっぽいね。でも、こういうのって一回書いたら、普ふ通つう消しとくよな……」


　まぁ、そういう気き配くばりが出来なさそうな、大おお雑ざつ把ぱというか……豪ごう快かいなお人だったけど。


　続けて、オレは一人一人に切符を渡していった。


【ジャンケンハゲ】【クッキーの女】【腕うで相撲ずもう】【カワイコちゃん】【ニセ刀のチビ】……


　うーん、誰が誰か一発で分かるけど、なんか失礼だな……。軽くケンジ、ショック受けてるし。


「って……あれ？」


　全員に切符を渡してから、オレは一いつ瞬しゆん目を疑うたがった。


　ん？　え？　え？


　……オレの分の切符が無い？


「な、なぁ。みんな、切符二枚くっついてたりしない？　オレの分、ないんだけど」


「はぁ？」


　全員、自分の分の切符をチェック。


　……でも、くっついてるヤツは、いない。


「どうせ封筒の中でしょ？　一回全部出してみなよ」


「う、うん」


　なんか嫌いやな予よ感かんをひしひし感じつつも、オレは封筒の中身を全部出す。


　ガサガサ……ガサガサ……。


　しばらく探したけど、どこにも無い。


「カバンの中は……!?」


　だんだんイライラし始めたイッコの声に流されるまま、オレは恥はずかしいけど、駅のど真ん中でリュックの中の荷物を全部出して、入念にチェックし始めた。


　しかし。……やはり、無い。


「アンタ、家に置いて来たんじゃないでしょうね……」


「いや……切符だけは、一回エクスでなんていう列車に乗るか調べた後は、一回も封筒から出してない。ほとんどそのまま」


「んじゃ、つまり……要するに……」


「セブンさんが、マーガスさんの切符だけ、入れ忘れたって事ですかねぇ？」


　何なに気げなくミニィちゃんが、ショッキングな事を言った。えぇぇ……？


　い、いや……ていうか、単たん純じゆんに入れ忘れられただけなら、まだいいんだ。


　ただ……セブンさんが、普通にオレの存在を忘れてて、エクスは【六人の武器屋】だと思ってる可能性もあるワケで……。


　うわ……ていうかその確かく率りつ、かなり高いかも……。


　思い返してみると、セブンさんを店で接せつ客きやくした時、オーナーコンボで大おお暴あばれしたのは、ミニィちゃん、ノン、ケンジ、ジャン、ドノヴァン。灼しやく熱ねつ竜りゆうとのバトルの時も、セブンさんを感かん動どうさせたのは、絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようで少しも生きることを諦あきらめなかった、イッコの意思。


　オレ……セブンさん目め線せんで見ると……ウゥ、ほとんど目立ってない……！


　ガックゥ。なんか一気に体からパワーが抜けたオレは、力なく駅の床ゆかに座すわり込んだ。


　切符が無けりゃ、オレ……オレだけ、デルガド行けないじゃないか。


　めちゃくちゃ楽しみにしてたのに……オレだけ置いてけぼり？


　いや、でもみんなの事だ。マーガスだけ置いて行くわけにはいかない！　とか言って、残ってくれるかも……。


　しかし。


「まぁ、仕方ねぇじゃん。今回はマーガス、運が無かったと思えよ」


　オレがみんなの友情に期待してると、ジャンがアッサリ笑え顔がおでそう言った。


　え!?　何、その、オレの事はもう諦めた、みたいな態たい度ど！


「そうね。時間もないし、さっさと行きましょ」


　イッコが冷たく言うと、他のみんなも荷物をしっかり背負い直したりしながら、さっさと改札に向かう準備を始めた。ウソ!?


　一人取り残されそうになったオレは、改札へ向かう六人の背中に、慌あわてて叫さけぶ！


「オ、オイ噓うそだろ!?　ちょっと待ってくれ、オレだけココに置いていくのか!?」


「……ハァ？」


　イッコ達が、興きよう味みなさそうにオレの方を振ふり返った。


「ハァ……ハァって！　どんだけ冷たいんだよ、お前ら!?　オレ達は、いくつもの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜けてきた、本当の仲間じゃないのか!?　なのに、ちょっと切符が無かっただけで、もうオレをゴミのように捨すてるのか!?」


　駅のど真ん中で、絶ぜつ叫きようするオレ。


　それを見たイッコ、ぽりぽりと頭を搔かいて、隣となりのケンジに聞く。


「な～にを言ってんの？　アイツは……」


「さあ……。たぶん、例によって妄もう想そうが暴ぼう走そうしてるんじゃないスか……」


　ため息混じりにケンジは言う。……ん？


「マーガス、なんか、勘かん違ちがいしてないか？」


　言ったのはドノヴァン。


　すると今度はノンが、オレの元にとことこ歩み寄ってきて、


「はい、コレ」


　オレに、一枚の紙──大陸横断鉄道の切符を渡してきた。


　裏に、小さく【クッキーの女】と書かれてる。


「……え？　どういう事？　ノンの分は？」


「もー、さっき言ってたじゃーん。ほら、私、デクさんのおばあちゃんからも、一枚デルガド行きの列車の切符、貰もらってるでしょー？　これ」


　ノンの手のひらに輝かがやくその紙切れは、イッコ達の切符と少し色は違うものの、まさしく大陸横断鉄道の切符！


「あ！　そ、そうか！」


「私、念のために持ってきてるからー、それ、マーガスにあげるのー」


　ニコニコ微笑ほほえみながら、ノンが言う。っかー、そういう事か！


「あ、ありがと、ノン」


「あはは。どういたしましてー」


　し、しまったぁ……。もうちょい冷静に思い出せば良かった。


　駅のど真ん中で、オレをゴミのように捨てるのか!?　とか叫んで……ううわぁ、マジで妄想が暴走してるぅ……恥はずかしすぎる。


　その時だった。


　ピリリリリリリリ……気持ちを焦あせらせる、鋭するどい笛の音が構こう内ないに響ひびき渡わたったのは。


「えー、まもなく、一四番ホームより、一三時五分発、デルガド行き、Ｄ５７１型大陸横断鉄道が発車致いたします。ご乗車の方は、お急ぎ下さい。繰くり返します──」


「え!?　オイオイ」


「Ｄ５７１って、アタシ達が乗るヤツじゃん！」


　うわ、こりゃ、いつまでも恥ずかしがってる場合じゃない！


「よしっ。おいみんな、あれ乗りすごしたらオシマイだ！　列車まで走るぞ！」


　ガバッ！　いっきに立ち上がり、全員に指示するオレ。


「い、いきなり仕し切きりだすのな、お前……」


「ていうか、アンタの切符が無かったんじゃないスか……」


　ジャンとケンジが何やら不ふ満まんを言ってるが、聞こえない！


「よし、行きましょ！」


　ダッッ！　全速力で走り出す、七人の武器屋！


　こうして、場面は冒ぼう頭とうのひーこら言いながら走るシーンに繫つながるワケだ。


　そして出発直前、一分前。


　オレ達は、なんとかＤ５７１、大陸横断鉄道に乗り込んだ！





　　　　※




　Ｄ５７１の客車は、外がい観かんは、黒に近い青なんだけど、砂すなや日ひ焼やけでずいぶんくたびれていた。


　四角い入り口から、中に入る。


「おぉぉぉ、これが大陸横断鉄道……」


　乗り込んだオレ達は、とりあえず自分達の席を確かく保ほするべく動き始めた。


　Ｄ５７１の内部は、なんかちょっと立て付けの悪そうな窓に、木き彫ぼりの内ない装そう、独どく特とくの匂においがする朱しゆ色いろの椅い子す……思ったよりも、ピカピカしたものじゃなかったけど、でも、それがかえって冒険！　って雰ふん囲い気きを出してていい感じ！




[image: ]


「ちょっと、先せん頭とう！　通つう路ろで立ち止まってないで、早くアタシ達の席探してよ！」


「ん、あぁ、はいはい。ちょっと待って。いま、案内板見るから……」


　入り口近くの壁かべに打ち付けられていた案内板を、オレは見上げる。


　ふむふむ。ほうほう。


　この案内板によると、Ｄ５７１は全部で一五車両から編へん成せいされてるらしい。


　一～三号車が、え～……エンペラー・ゴールデン・ゴージャスルームゥ？


　ああ、たぶん、凄すさまじい金持ちが乗る号車だな……。


　そういや、お金はかかるけど、その分、列車なのに風ふ呂ろとかついてる個こ室しつがあるって聞いたことある。たぶん、ここの事だろう。


　で、四～六が、ゴールデン・ゴージャスルームか。名前を見る限り、さっきのよりちょっとランク下がるんだろうけど、間ま取どり図ずで見ると、しっかりベッドとかもついてるし、十分贅ぜい沢たくな個室だ。


　七号車が、食堂車。展てん望ぼう席せきへの入り口もここです、だって。後で行ってみよ。


　八号車は、武器庫。案あん外がい物ぶつ騒そうな部屋があるなぁ……。


　続いて九～一〇号車が、シルバー・ゴージャスルーム。ここまで来ると、もう個室じゃなくなるらしい。椅い子すが規き則そく正しく並ならんでるだけ。ま、それでも椅子はけっこう大きめだけど。


　で、最後、一一～一五号車が、ゴージャスルーム。いちおうゴージャスってついてるけど……ちっこい椅子が無む理りやり詰つめ込こまれてる感じで、やや貧びん乏ぼう臭くさい。このゴージャスルームだけ、（　）の中に、（すべて自由席）って書いてある……。


「おいジャン、切きつ符ぷにオレ達、なにルームって書いてある？」


「あん？　あーっとな。……お、凄すげぇ！　おいおい、ゴージャスルームだってよ！　風呂とかついてんじゃね!?」


　興こう奮ふん気ぎ味みに言うジャン。


　ジャン……残念ながら、それはエンペラー・ゴールデン・ゴージャスルームの話なんだよ。


「ノンのは？」


「うん、私もゴージャスだってー」


「そっか」


　ノンのだけ色が違うから、もしかしてと思ったけど、結けつ局きよくゴージャスか……。要ようは、三か月の間なら、いつでもゴージャスルームに乗れる切符ってだけなんだな。


「で、俺達、どこに座すわんだよ？」


「ん、と。えー……一一～一五号車がゴージャスで、オレ達がいまいるのが、一一号車だから……あ、この辺なら、どこ座ってもいいらしいぞ」


「はぁ？　こ、ここがゴージャスルーム!?　どこがゴージャスなんだ!?」


「世の中、上には上があるんだよ。エンペラー・ゴールデンとかな」


「なんだそれ？」


　てな感じで。オレ達は、向かい合わせになってる四人用の椅子ゾーンを、通路を挟はさんで横に二つ占せん拠きよした。


　が。


「せ、狭せまいなオイ！　マーガス、お前もっと詰めろよ！」


「なんかこの椅子、ヤな匂においがしますぅ」


「しかもこの椅子、後ろに倒たおれないわよ!?　くっ、腹立つわねぇ！」


「ねぇねぇー、この窓、ちゃんと閉まらないから、風入ってくるよー？」


「なんかボクの椅子、ちょっと濡ぬれてたんだけど……」


　座るなり、全員から不満が出るわ出るわ（ドノヴァンにはちょっと同どう情じようするけど）。


　お前らさぁ。文もん句くばっかり言ってないで、もっと冒険旅行の情じよう緒ちよとか、ロマンとか、そういうの味わおうぜ!?


　ん？　唯ゆい一いつ静かなのは、オレの隣、窓まど際ぎわに座るケンジ。


　まだ構内だから、窓の外には壁があるだけで真っ暗なんだけど、食い入るように窓の外を見てる。


「おい、ケンジ？」


「え!?　あ、いや……まだ出発しないんスかね？」


　ちょっとバツが悪そうに言うケンジ。


　あれあれ？　おいおい？　コイツ今もしかして、わくわくしてたんじゃ……？


　プォオオオオオオオオオ!!


　唐とう突とつに、前の方から甲かん高だかい音。


「あ、あれは汽き笛てきですよ☆　もう、もう動き出しますよ！」


　ミニィちゃんが、言ったか言わないか、その瞬しゆん間かん。


　ガッ……ガガン……。ゆっくりと、オレ達の乗るゴージャスルーム一一号車が振しん動どうを始めた。


「お、おおお！　う、動いた!?」


　ゴォォォォ……と重じゆう低てい音おんを響かせながら、徐じよ々じよにしっかり大陸横断鉄道が動いていく！


　スゲー！　始まった、いよいよ、オレ達の冒険旅行が始まった！


「おい、みんな、凄すごいぞ！　スゲー！　列車、動いてるぞ！」


　なんかもうこらえきれず、オレは立ち上がって全員に呼びかけた。


「乗ってりゃわかるわよ……」


「あはは！　スゲー！　大陸横断鉄道サイコー！　旅サイコー！　冒険最高！　盛り上がってきたなぁぁああ！」


　異い様ようにテンションがあがったオレは、意味不明に絶ぜつ叫きようする！


「ちょっと誰か……この男、つまみ出してくんない？」


　イッコが呆あきれつつ言ったが、それどころじゃない！　旅、最高！





　　　　※




「あーもう、とっくに駅の構内出たハズなのに、なんで窓の外、真っ暗なんだ!?」


　走り始めて一五分くらいたった頃ころ。


　まだまだテンションのあがってるオレは、一人だけ席に座らず、窓をうらめしげに軽くこづいた。ケンジも、うんうんと無む言ごんで頷うなずく。


「いいじゃねぇか、別によぉ。七日間も乗ってりゃ、景け色しきなんて飽あきるほど見れるって」


　オレの向かいのジャンが、椅子に体を埋うずめながら言う。


「ア、ソーイエバ。マーガス、なんか展てん望ぼう席せきがあるとか言ってませんでしたか？　いえ、別にどうでもいい事なんスけど」


　ケンジが、なにやら白々しく、思い出したように言った。あ、そういえば。


「あるよ、あるある。七号車から行けるんだって。そうだ、展望席なら、外見えるかもな！　よし、ケンジ、行くか!?」


「ま、まぁ、オレはどっちでもいいんスけど……勉強のためだ、行きましょう!!」


　コク、ケンジは勢いきおいよく頷いた。ていうか、なぁ、お前絶対ワクワクしてるだろ……？


「よし！　オレと、ケンジと、ジャン以外、誰か他ほかに行く人は？」


「ハァ!?　お、おい、ちょっと待てマーガス!?　なんで俺が頭数に入ってんだ!?」


「いいじゃん、行こうぜ!?　他、みんないかないの？　ノンは？」


「私は後でいいよー」


「アタシもパス」


「ボクも後でいい」


「ミニィも、少しここでゆっくりしまぁす」


　みんな、展望席に行くのを拒きよ否ひ。なんだよ、付き合い悪いなぁ。


「よし、とりあえず、この三人で行ってみようぜ！」


「クッ……めんどくせー」


　すぐさま立ち上がったケンジと、しぶしぶ立ち上がったジャンを引き連れて。オレは、食堂もあるという七号車へと向かった。





　揺ゆれる列車内を歩くのは、意い外がいと難むずかしかった。


　狭い通路だと、すぐ体が左右にふらつき、壁かべにぶつかってしまう。


　何度も体をぶつけつつ、オレ達三人はようやく七号車へたどり着いた。


　食堂車には、誰もいなかった。


　白いクロスがかかった無人のテーブルが規則正しく並べられ、一番奥おくにはピアノも置いてある。食事の時、演えん奏そうしたりするのかな？


「誰もいないな」


「そりゃそうだろ。食事の時間以外、ここじゃなんもできねぇんだし。つか、走り始めて早々、こんな風に列車ん中動き回ってんの、絶ぜつ対たい俺達だけだぞ……」


　ジャンが、ため息をつきつつ言った。


「たぶん、展望席って、あそこから行くんですよね？」


　ケンジが、七号車のすみっこ……グルグル螺ら旋せんを描えがきながら天てん井じように延びる、短い螺旋階段を指差す。


「ホントだ。いこうぜ」


　タッ。オレ達は、その螺旋階段に接せつ近きん、登る。


　が、その螺旋階段自体はすぐに登り終わったけど、天井に張はり付いた銀色の扉とびらが、オレ達の行ゆく手てを遮さえぎった。


「あれ、なんだコレ？　カギかかってる」


　ガチャガチャ扉を前後に動かそうとしても、やっぱり開かない。くそー、これじゃ展望席に行けないじゃないか！　こうなりゃ、オレのピッキングテクニックで……


「コラッ！　キミ達、何やってるの！　降りてきなさい！」


　ビクッ！　階段の下から、いきなり怒ど声せい。


「ヤベーんじゃねぇの、オイ……」


　ジャンが、顔をしかめて言った。仕し方かたなく階段を下りていく三人。


　階段を下りるとそこには、例の鉄道警備隊の赤い服に身を包んだ、スタイルのいい、ブロンド髪がみの美人が仁に王おう立だちになっていた。


「何やってるのキミ達!?」


　厳きびしい口く調ちようで、お姉さんが言う。


「いや、あの……。なんかオレ達の席、とっくに駅は出てるハズなのに、いつまでたっても窓の外が真っ暗なままなんです。だから、展望席に行ったら、なんか見えるんじゃないかと思って……」


「……へ？」


　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られたような顔になるお姉さん。


　しかし、次の瞬間。


「アハハハ！　何、キミ達、トトレインから列車に乗るの初めてなの？　フフ」


　申し訳なさそうに微び笑しようしながら、お姉さんは言う。なんだぁ？


「そ……そうですけど。なんで？」


「アハハ。あのね。トトレインは、三方を山に囲まれてるでしょ？　だから、駅からそのままトンネルを通って、山の外に出るの。世界で二番目に長い、トトレイントンネル。知らない？」


　世界で二番目に長いトトレイントンネル。聞いたこと……ないよなぁ。オレ、ジャン……そして頼たのみの綱つな、ケンジも首を横に振ふる。


「あらら、世せ間けん知しらずな男のコ達ねぇ。そんなんじゃモテないわよ？」


「は、はぁ」


「トンネルを抜ぬけるのに、だいたい一〇分近くかかっちゃうの。それを抜けるまでは、窓から景色も見えないし、展望席も開かい放ほうされてない。トンネルを抜けたら、汽笛が鳴るから」


　プォオオオオオオオオオ!!


　お姉さんが言い切る前に、汽笛が鳴った。


「こんな感じで、汽笛が鳴るワケ。で、私が展望席の鍵かぎを開ける、と」


　カンカンカン、螺旋階段を登るお姉さん。ガチャガチャガチャ、と鍵を開け、そのままカンカンカン、とまた降りてくる。


「はい、開けといたわよ。どうぞ、展望席へ」


　スッ、うやうやしく展望席へ手をかざすお姉さん。


「あ、ありがとうございます」


「でも、私より先に来て、展望席にあがろうとしてるコ初めて見た。確かにこのタイミングで上がると、気き候こうの移り変わりが分かりやすくて、楽しいんだけど。知ってる？　トンネルを越こえたこの辺あたりは、もう雪は積もってないのよ？　北に行くに連れて、段だん々だん暖あたたかくなるからね」


　お姉さんは笑えみを浮うかべながら、意い外がいな事を言った。


「え？　そうなんですか？　でも、普ふ通つう北に行くほど寒いんじゃ……」


「そりゃそうよ。大陸の北の方の冬は、フランなんて目じゃないほど寒いんだから。でも、いま北のほうは、フランと真逆、夏の季節。ほどよく暖かくて、過ごしやすいわよ」


　思い出すように、お姉さんは言う。


　へぇー！　北は夏！　北に行くほど暖かい！


　そんなの、学校で習ったっけ？　習ってるハズだけど……。


　でも、いいなぁ、そういういつも暮らす場所との違ちがいと言うか……そういうのこそ、旅の醍だい醐ご味みだよ！


「フフ。キミ、こういう冒ぼう険けんぽいの、好きなの？」


　と、オレがまた一人でテンション上げてると、優やさしい口調で、お姉さんが言った。


「え？」


「私、好きよ。アナタ達みたいな、子供だけで、見知らぬ土地を旅する、みたいの。なんか燃えるじゃない？　私も旅とか好きだから、こういう仕事ついてるんだよ」


　ニッと笑うお姉さん。


　へぇ～～。オレもそういうの好きです！　と言おうと思った瞬間、


「で、ですよね！　俺も、冒険とかロマン、大好きなんですよ！　やっぱ男は金より、名めい誉よより、ロマン！　命をかけたロマンですよね!?」


　凄すごいスピードでオレの前にしゃしゃり出てきたジャンが、いきなり熱く語り始める。クッ、お前、さっきまでめんどくせーって言ってたじゃないか……。


「アハハ。まぁ、なんか困こまったことあったら、なんでも言って。一号車の前の、スタッフルームでダラダラしてるからさ。じゃね」


　手をひらひらさせながら、お姉さんは颯さつ爽そうと去っていった。


「カァッコいい～～！　なぁマーガス、原因はわかんねぇけど、俺、急にこの旅行が楽しくなってきた！」


　目をキラキラさせながら、ジャンが言う。原因、明らかじゃないか……。


「それはともかく、展望席上がりません？　せっかく開けてくれたんだし、早く上がらなきゃ、お姉さんに申もうし訳わけがたたないスよ？」


　両手を頭の後ろにやり、面めん倒どうくさそうにケンジが言ったが……お前、ただ単純に早く展望席に行きたくてたまんないだけだろ……？　まぁ、せっかくワクワクしてるのに、水を差すと可哀かわいそうだから何も言わないけどさ。


「よっし、じゃ、行こうか」


　オレ達は再び螺旋階段を登り、ガチャ。天井の扉を開ける。


　ゴォォォ、開けた瞬間、凄すさまじい風の音！


　オレは首から上だけ外に出し、辺りを見み渡わたす。


　その途と端たん、両目に飛び込んできた光景に、オレはただただ圧あつ倒とうされた！





「お、おおおおおお！　すっげぇぇえ！」


　展望席に上がったオレは、目以外、全すべての機き能のうが止まってしまったような感かん覚かくを覚えつつ、ただただ、その場に立ち尽つくした。


　展望席は、要ようは、簡かん単たんな手すりがついただけの、列車の屋根の上だったんだけど。


　周りの景け色しきが凄い！


　冬の澄すんだ太陽の光の中、列車の左にも、右にも、どこまでもどこまでも……果てしなく、黄こ金がね色いろの小こ麦むぎ畑が広がっているのだ。お姉さんの言うとおり、雪なんて微み塵じんも見当たらない！


　ザァァァァァ……。列車が通つう過かした後には、巻き起こる風で小麦が傾かたむくんだけど……それが連れん鎖さして、風が届く遥はるか遠くの方まで、ウェーブのように小麦が傾いていく。こ、こんなの……こんな光景、見たことない！


「す、すげぇ……」


　いつの間にか隣となりに来てたケンジも、目を見開いて息を呑のんだ。なんか、七人でドゥアナの塔とうを見た時の事を思い出す。


　後ろを見ると、あのトトレインを囲かこっていた、ねずみ色の山が、頂ちよう上じように雪を残し、聳そびえ立っていた。


　右の方角にも、遥か遠くに、ぼんやりと大きな山が見える。


　なんか、凄い……。フランから、まだそこまで離はなれてないのに、全然見み覚おぼえの無い景け色しきに周りを囲まれてる。こういうのって、やっぱりワクワクする。


「寒ぃぃぃぃいいいいい！」


　そんな、ロマンチックな気分に浸ひたっていたのに、風の音を切り裂さくような絶ぜつ叫きようが、背後から聞こえてきた。ジャンだ。


「ジャン、それよりどうだ、この景色！　感動だよなぁ！」


　風に負けないように、オレも少し声を大きくして言う。


「か、感動は感動だけど、寒すぎんだろ、ココ!?　何が展望席だよ、ただむきだしの屋根の上じゃねぇか！　雪がねぇっつっても、この辺まだ真冬だろ!?　こんな時期に、こんなトコいたら凍とう死しするわい!!」


　怒いかり交まじりにジャンが言う。


「でも、ロマンが」


「ロマンより、命だよぉ！　中入ってココアでも貰もらおうぜ、ココア！　だぁ寒ぃい、もう限界！」


　バタン！　ジャンは、オレ達そっちのけで、さっさと列車の中に退たい散さんしていった。


　ったく、ホントにその場のノリだけでポリシー変わるなぁ、アイツわ……！


「ムードの無いヤツ……。仕方ない……んじゃま、オレ達も退散するか」


「ですね」


　ガチャッ。銀ぎんの扉を開き、オレ達も中に入る。


　あーでも、感動。なんかもう十分、この旅に来た甲か斐いがあった気がする。





　　　　※




　大陸横断鉄道の旅は順じゆん調ちように進み、午後六時、食堂がオープンすると言うので、オレ達は改めて七号車を訪おとずれてみた。


「どわっ、混こんでんなぁ」


　七号車に入った瞬しゆん間かん、ジャンが顔をしかめながら言う。


　ワイワイ──ガヤガヤ──確かに昼間見たときと違って、食堂は活かつ気きに溢あふれかえっていた。


　ワインを飲みながら気分よく語らう老夫婦、泣き喚わめく赤ん坊ぼうに四し苦く八はつ苦くしてる家族連れ、食事はまだ届かんのかと激げき怒どしてる腹の出たオッサン……いろんな人の声が交じり合って、凄い雑ざつ音おんになってる。そんなに嫌いやなうるささじゃないけどね。


「ていうか、普通にテーブル全部うまってんじゃねぇか！　空いてる席に、相あい席せきさせて貰うか？」


「でもー、それだとみんな一いつ緒しよに座すわれないよー？」


「そうは言っても、朝からなんにも食べてないんだし、みんな腹ペコでしょ？」


　イッコがみんなに聞く。そう、オレ達は朝フランを出発して以来、ほとんどなにも食べてない。オレもそろそろ、腹が減へりすぎて胃がおかしくなり始めてるし……。


「ていうかね、まずアタシがもう限界なのよ。今すぐなんかお腹に入れないと……仕方無いし、今日は適てき当とうに二ふた手てに分かれて、椅い子すの空いてるテーブルに入れてもらいましょうよ。で、食べたチームから、各自席に帰る。異い議ぎある子！」


「ナイデス」


「ＯＫ、ＧＯ！」


　イッコに迅じん速そくに仕切られるまま、オレ達は二手に分かれ、席に散っていった。





「すいませーん、ここの席、相席いいですか？」


　オレはさっそく、六人がけのテーブルを三人で使ってたグループを見つけたので、そこに居た赤い髪かみの男（いや、よく見るとオレよりたぶん年下、少年だ）に声をかけた。


　するといかにも素す直なおで純じゆん粋すいそうな、まっすぐな目をした小こ柄がらなその少年は、


「……へ？　あ、もちろんです！　どうぞどうぞ、座ってください。ほら、サエ、クロエ、詰つめてよ、詰めて！」


　自分の隣と、そして向かいにいた女の子に声をかけ、せっせとテーブルの端はしに詰めていってくれた。


「ありがと。イッコグループは……もうどっか座ったみたいだな。よし、座っちゃおう」


　ありがたく、席につくオレ。


「おじゃましまーす」


「おじゃまします」


　続いて、ノンとドノヴァンも席に着く。オレ、ノン、ドノヴァンのトリオがウチのグループだ。


「でも、ミニィ、大だい丈じよう夫ぶかなー？」


　ノンが少し心配げな顔で言った。そう、ミニィちゃんは、なんか食しよく欲よくが無いとかで、席で待ってるのだ。


「なんか持っていける食べ物あったら、持っていってやろう」


　ドノヴァンが、穏おだやかな声で言った。まぁ、その役目はミニィちゃんの事が好きなドノヴァンにお任せしよう。


「でも、そういや、どんな食事出るんだろ？　ここ、メニューとか置いてないよなぁ」


「ほんとだ、ないねー？」


　テーブルの上で、メニューを探してガサゴソ始めるオレ達。すると、隣の赤髪少年が、


「あ、ここの車内食堂は、それなりに上品なトコところですから、注文取りに来たウェイトレスさんに、ＡコースかＢコース、どっちか口で言うんですよ！　今日は、Ａはステーキで、Ｂは魚料理です！　お酒は、四種類決まった銘めい柄がらがあるんで、飲むならその中から選んでください」


　と丁てい寧ねいに教えてくれた。


「どうも、ありがとう。んじゃ、みんなどうする？　オレ、Ａにするけど」


「ボクは魚の方がいいから、Ｂ」


「待って待って、その前に、お値ね段だんいくらなのー？　みんな、そんなにお金ないでしょー？」


　ノンが言う。それもそうだ。なんせ、デルガドに行くまでの七日分の食しよく費ひ、デルガドでの滞たい在ざい費ひ、さらに帰る時また七日分の食費が必要だから、かなり計算してやりくりしないとやっていけない。


　オレは、有り金全部……だいたい二万ドルク持ってきたんだけど、足りるんだろうか。


「あ、Ａコースは三〇〇〇ドルク、Ｂコースは四〇〇〇ドルクですよ。Ａの方が、味付けは大おお雑ざつ把ぱで、コーヒーもつかないけど、ボリュームはあるからお得です！」


　聞いてもないのに、またオレ達に情報をくれる赤せき髪はつ少年。


「あ、ありがとうね」


「いえ！　困こまってる人を助けるのは当たり前ですから！」


　ビシッ、背せ筋すじを伸のばしつつ、少年は言った。なんか……異い様ようにまっすぐな子だな。


「さて。んじゃ、Ａの方が安いから、みんなＡにするか？」


「ま、待ったマーガス。Ａが安いって言っても、三〇〇〇ドルクもするんだよ？　そんな気き軽がるに頼たのんでいいの？」


　ドノヴァンが、心配そうな顔で言った。


「む、そういやそう……………………って、冷静に考えたら、三〇〇〇ドルク!?　めっちゃ高いじゃないか、オイ!?」


　そりゃ、こういう特とく殊しゆな場所のレストランとかって、だいたい割わり高だかな値ね段だんになるもんだけど……フランのスカイ・フォークだったら、ステーキにライスとスープつけてセットにしても、三〇〇ドルクだ。約一〇倍、足元見すぎだろ～？


「ボク、二万五〇〇〇ドルクしか持ってきてないから、一食で三〇〇〇ドルクも使っちゃうと、三日で無くなる」


　しょんぼりと言うドノヴァン。ウッ、じゃあ二万しか持ってきてないオレは、もっとヤバイじゃん。


「私も、そんなにお金ないよー？　結けつ婚こん式しきで、だいぶ貯ちよ金きん無くなっちゃったし。三万ちょっとかなー？」


　ノンも言う。


　うーむ、でもこの列車には、この食堂と、このメニューしかないんだし……。


「……仕方ない。エクス・ガリバー流、フォーメーションＢで行くか」


　コクッ。ノンとドノヴァンが、鋭するどい目つきで頷うなずく。


　すかさずオレは、注文すべく、ウェイトレスさんを呼び止めたのだった。





「お待たせしました～」


　一五分後、ウェイトレスさんの手で、オレ達のテーブルにＡコースディナーが到とう着ちやくする。


「こちらＡコースは、ビッツドラゴンのしっぽ肉山さん賊ぞく焼やき、高山トマトのサラダ、後、スープ、ライスとなっております。以上でご注文お揃そろいでしょうか？……って、あれ？」


　料理をオレ達のテーブルに置くや否いなや、持っていた伝でん票ぴようをチラッと見て、少し困こん惑わく気ぎ味みの表情を浮うかべるウェイトレスさん。


　ふぅ、ま、そりゃちょっと不ふ思し議ぎに思うよなぁ。仕方ない、助けてあげよう。


「あ、ウェイトレスさん、心配しないでも大丈夫です。オレ達、一人前を三人で分けて食べるんで……」


「エェッ!?　あ、い、いえ。失礼しました」


「いえいえ。あ、できれば三人で食べやすいように、取り皿かなんか欲ほしいんですけど……」


「す、すぐお持ちします！」


　ビュッ、逃にげるように去っていくウェイトレスさん。


　まぁ、しょーもないけど、これこそジャンが発明した「金きん欠けつ時じにおける特とく殊しゆ外食法」フォーメーションＢ（Ｂは貧びん乏ぼうのＢらしい……）！


　単純に、お金がないから、安い料理をちょっとだけ頼たのんで、それをチビチビ全員で分けるという、みみっちい作戦……。けど。二人前を七人で分けて食べたことも何回かあったし、それに比くらべりゃ今回はまだマシだ。


「はい、これマーガスの分だよ」


　手て際ぎわよく料理を小皿に三等分し、ノンがオレに渡わたしてくれた。


「サンキュー。うわ……やっぱ三等分すると少ないなぁ」


　小皿には、一口サイズのステーキと、ちんまりサラダとライスが載のってるだけ。ウゥ、お腹いっぱい食べたいなぁ……！


「いただきます……」


「いただきます……」


　全員、妙みように哀あい愁しゆう漂ただよういただきますを宣せん言げんし、黙もく々もくと料理に取り掛かかり始めた。





「しかし、三等分しても一〇〇〇ドルクもするんだろ？　やってらんないなぁ」


　当然、食事はあっという間に食べ終えてしまったので、コップに入った水をすすりながら、オレ達はまったり雑ざつ談だんを始めた。


「すぐお金が底をついちゃいそうだねー。天下一武器屋祭の時って、滞たい在ざい費ひ以外、なんかお金いるのかなー？」


「分からん。分からんけど……試合とかで使うなら、ヤバイよなぁ」


　オレが何なに気げなくそう呟つぶやいた、次の瞬しゆん間かんだった。


「え!?　皆みなさん、天下一武器屋祭に出られるんですか!?」


　ビッ、急に会話に割り込んできたのは、例によって隣となりの赤毛少年！


　この子は……プライバシーという言葉を知らないんだろうか。


「うん、まぁ、天下一武器屋祭出るけど……もしかしてキミ、天下一武器屋祭を見けん物ぶつに行くの？」


「いや、見物というか……出場するんです、僕達も！」


「えぇっ!?」


　オレ、ノン、ドノヴァンは少年に注目！


　これが、エクス・ガリバー、宿しゆく命めいのライバルとの最初の出会いであった。





「トッド君は、なんで武器屋の店員やってるのー？」


　お互たがい軽い自じ己こ紹しよう介かいを終えたオレ達六人は、同じ職しよく業ぎよう（武器屋）、似たような世代という事で、お互い興きよう味み津しん々しん。テーブルの中央に集まって、本ほん格かく的てきな話し合いが始まった。


　まずオレ達が、向こうの三人組に質問する。


「なんで武器屋をやっているか……ですか？　ふふ、答えは一つです。僕にはとても尊そん敬けいする人がいて、何を隠かくそう！　その人を支ささえるために、僕は武器屋をやってるんです！」


　何やら熱あつく語かたり始めたこの赤毛少年。さっきの自己紹介によると、、この少年は、トッド・ライネ、一四歳さい。小こ柄がらな体格、サラサラに整った炎ほのおのような赤せき髪はつ、そして、理り想そうに燃える少年独どく特とくの、キラキラとまっすぐな瞳ひとみが印いん象しよう的てき。


「その、尊敬する人も武器屋なの？」


「ハイッ！　同じ武器屋で働いてて、僕らの店のリーダーなんです。ただその人、何も言わずフラッと出て行ったと思うと、一年くらい、平気で行方ゆくえ不ふ明めいになっちゃう人で……ま、そこがカッコいいんですけど。今は、居場所が分からないんです」


「えぇ……じゃ、その人は、今回の大会には不出場？」


「いえ、特に連れん絡らくしてるワケじゃありませんけど、きっとデルガドで待ってるハズです。あの人が、天下一武器屋祭に出ないワケが……何より、僕を裏うら切ぎるワケないですから……ウフフ」


　少し頰ほおを赤らめて、うっとりしたような顔でトッドは言う。


「ちなみに……トッド君」


「あ、トッドでいいですよ？」


「じゃあ、トッド……その尊敬できる人って、女の人？」


「いえ、男の方です。でも、容よう姿し端たん麗れいで、知ち識しき豊ほう富ふで、運動神経抜ばつ群ぐんで、無む駄だ口ぐちは叩たたかないし、声はセクシーだし……カッコいいんですよぉぉ……」


　完全に、恋こい人びとの事を想おもうような恍こう惚こつの表情で、天てん井じようを見上げつつ言う少年トッド。


　オイオイ、コイツ、男同士で……。一いつ見けんハキハキと礼れい儀ぎ正しい少年だけど……ちょっとアブナイ面、あるかも……。


「もう、トッドさんは、いつもリーダーの事ばっかりなんだから……」


　ハァ～、とやけにおばさんくさいため息をついたのは、トッドの隣にすわる、濃こい紫し髪はつを後ろでギュッと縛しばった一一歳の女子。確か、サエって言ったっけ。


「サエちゃんは、なんで武器屋さんで働いてるの？　まだ一一歳なんでしょー？」


　ノンが聞く。するとサエちゃんは、恥はずかしそうに頭をかいて、


「いや……別に、言うほどの事じゃないですから……」


　と言葉を濁にごした。


　すると、うっとりした顔のままだったトッドが、表情をパッと屈くつ託たくない笑え顔がおに変化させて、


「サエはウチの看かん板ばん娘むすめで、リーダーには負けるけど、なかなか凄すごいんですよ！」


　とサエちゃんの紹介を始めた。へぇ、看板娘？


「ちょ、ちょっと、トッドさん……」


「いいじゃないか、偉えらい事なんだから。みなさん、サエはね、ウチの街にある、ごく普ふ通つうの家庭に生まれた女の子なんです。


　ただ、弟が五人いて、しかもお父さんが病気がちだから、家か計けいを助けるために、ウチでバイトを始めた。まぁその時、サエは一〇歳だったし、僕は採さい用ように反対したんですけど、リーダーがあっさり採用しちゃって……」


「へぇ……。サエちゃん、確かに偉いかも」


「偉いのはここからですよ。この子は、ウチでバイト始めてから、なかなか学校に行けなくなったにもかかわらず、その分、夜に家で猛もう勉べん強きようして、学年トップの成せい績せきを取って、来年の授業料を免めん除じよ。もちろん合間を見つけて、武器屋で働く上で必要な知ち識しきもコツコツ勉強して習しゆう得とく。


　さらに自由時間を削けずって毎日自分の家とウチの店の食事を全部一人で担当し、掃そう除じ洗せん濯たくも率そつ先せんして実行。そして冬場には、睡すい眠みん時間を削って夜なべして、洗い物で荒あれた手でせっせとみんなの分のマフラーを編あんだりする、超ちようド級きゆう、けなげな女の子なんです！」


　バァ～ン、トッドが両手をサエちゃんにかざし、褒ほめ称たたえる。


　おお、眩まぶしい、なんかサエちゃんが、眩しく見える……？


「や、やめて下さい、人前で……恥ずかしい！」


　顔を真っ赤にしながら、トッドを恨うらみがましく見つめるサエちゃん。


「だいたい、なんでトッドさんが、わたしが夜に家で勉強してるって知ってるんですか!?　そんなの、言ったことないのに……」


「……あのねぇ。ウチの店で働いて、家帰って家事やって……そんな生活送ってるのに成績上がるって事は、夜に勉強してる以外あり得ないだろ？」


「うぅ……そ、それはそうですけど……」


　もごもごと口ごもるサエちゃん。うわ～、ほんと、けなげというかなんというか。


　ウチの看板娘ミニィちゃんとは、また違ちがった毛色の看板娘だな。


　一いつ瞬しゆんの爆ばく発はつ力りよくじゃ、ミニィちゃんが上うわ回まわりそうだけど、長い目で見られると、この子の方がお客さんに人気が出そうな気がする……。


　さて。トッド、サエちゃんときて、後一人。


　なんかこの人が、微び妙みように話しかけづらいんだけど……。
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「えっと……クロエさん、クロエさんは、どうして武器屋で働いてるんですか？」


　オレは、最後に残った女の人、クロエさんに質しつ問もんしてみた。


　クロエさんは、綺き麗れいな長い緑の髪かみの毛の持ち主で、なんか心配になるほど、白くて細い体をしてる。イッコのおばさんより色白。


　この人、独どく特とくな雰ふん囲い気きあるんだよなぁ。神しん秘ぴ的てきというか。


　二は〇た歳ちって言ってたけど……自分の名前を言った後は、起きてるのか寝ねてるのか、目をつぶってしまってて、一言も口を開いてないし……。


「……私が、あの店で働く理由？」


　と。ゆっくり、女の人にしては低く、迫はく力りよくのある声でクロエさんが口を開き始めた。


「それを、あなたは聞きたいと？」


　うっすらと目を開けつつ、クロエさんが続ける。


　な、なんなのこの威い圧あつ感かん……！


「い、いや、聞きたいというか……もしよければ、の話なんですけど」


「決まっていたの」


「……へ？」


　唐とう突とつなクロエさんの言葉に、一瞬固かたまるオレ。


「き、決まっていたというと……何の話でしたっけ？」


「決まっていたの」


　もう一度クロエさんは言う。えぇぇ……？　話が飛びすぎて、意味がわからん……。


　困こまるんだよな、こういう展開……。どうしよう。


「す、すいません、も、もうちょっとだけ、その決まっていた、の意味を嚙かみ砕くだいて説明してもらってもいいですか？」


「……決まっていたの。前世から、私があの店で働く事は、決まっていたの」


「えっ……っ!?」


　その瞬間、オレ達のテーブルが凍こおりついた。


　ヤ、ヤバイ。オレ、話しかけちゃいけないタイプの人に話しかけちゃった……？


「それにしてもアナタ、面おも白しろい星を持ってるわね」


　ほんの少し口をニッとつり上げ、眠ねむってるような笑顔を浮うかべながら、クロエさんがオレに言う。ほ、星ってなんだぁ!?


「星になりきれてない星と言うか……まぁ、せいぜい精しよう進じんする事ね……」


　笑顔のまま、オレからふっと目を逸そらすクロエさん。オイオイオイ、意味が、意味が分からない……。


「でも、一番面白い星を持ってるのは、間違いなくアナタね。ウックク」


　ノドに何かがひっかかったようなオカシな笑い声をあげつつ、その白い指でクロエさんが指したのは、ドノヴァン。


「ボ、ボク、ですか？」


「ええ。見てて飽あきないタイプの星よ。アナタ本人に関しては、まぁ、ご愁しゆう傷しようさま、としかいいようがないわね」


「え、ええ!?　ど、どういう意味ですか!?」


　完全に取とり乱みだすドノヴァン。そりゃ、ご愁傷さまと言われちゃなぁ。


「あ、ドノヴァンさん、気にしないで下さい。この人、星せい天てん術じゆつっていう占うらないを使えるんですけど、それを使ってからかってるだけなんです。趣しゆ味み悪いよ、クロエ」


　トッドが、うんざりした顔でクロエさんを見つつ言う。


「フ……失礼ね、トッド。私の占いが、外はずれた事があった……？」


「それは、本気でやった時だけでしょ？　マーガスさん、この人はこんなだけど、本気で占いをやると、凄いんです。未来予知っていうのかな……本気でやれば、ギャンブルなんかでも、次に何が出るかを百発百中で当てるし。店で重大な決けつ断だんを迫せまられた時は、クロエの占いに任せておけば、間違いなくいい方向に事じ態たいは転ころびます。ウチ、三〇万以上買った人は、クロエが本気で占うサービスやってるんですけど、それ目当てで来る人もいるぐらいなんですよ」


「へぇぇー。未来予知……」


　オレはその言葉を聞いて、ふとこの食堂のどこかにいるだろう、あのつるっぱげの事を思い描えがいた。アイツのジャンケンも、クロエさんには、何を出すか予知されるんだろうか……一度、対たい決けつして欲ほしいかも。


「でも、トッド、クロエさんはだいぶ年上なのに、敬けい語ごじゃないんだ？」


「うーん、言われてみればそうですね。始めは敬語だったかもしれないけど、付き合いも長いし、いつのまにか……」


　トッドはぽりぽり首の辺あたりをかきながら、なんとなくクロエさんの方を見た。


　が、クロエさんは相あい変かわらず薄うすく笑うだけで、反応しない。


「トッドさんは、他よ所その人には礼れい儀ぎ正しいのに、アタシ達には遠えん慮りよがないんです」


　少し怒おこったように、サエちゃんが言う。


「別にそんな事ないだろぉ？　僕は、誰だれに対しても平びよう等どうだぞ？」


「よく言いますよ！　リーダーばっかりえこひいきしてるのに」


「そんなワケ、ないハズだけどなぁ……」


「ウックク」


　あら……なんか、言い争いが始まっちゃったけど……。この三人、なんだかんだ言いながら飾かざらないチームワークみたいなのがあって、けっこう仲なかがいい気がする。





　と、ひと通りあっちのチームの話を聞いたので、今度はオレ達エクス・ガリバーが、七人オーナーがいる事、七人がエクスで働く理由、そしてそのエクスが潰つぶれた事、なんかをお返しに話してみた。


　話を聞き終わったトッドは、感かん心しんしたように何度も頷うなずき、


「でも、そっちも楽しそうですね。七人いると、いろいろ仕事も分ぶん担たんできて、楽だろうし。羨うらやましいな」


　そして、短く一ひと言こと、笑え顔がおでこう言ったのである。


「それで、マーガスさんは、何を担当されてるんですか？」


「……え？　担当って……」


「あ、すいません、担当って言うか、役やく割わりですかね。今の話じゃ、マーガスさんがエクス・ガリバーで何の役割なのか、ちょっと分からなかったもので。ほら、ウチなら、サエが料理とかやったり、クロエが占いで店の方ほう針しんを定めたり……僕なんかだと、よっ」


　そう言うとトッドは、何なに気げない仕草で人差し指を一本、天てん井じように向かって垂すい直ちよくに立て。


　ボッ。なんと、なんの仕し掛かけも無しに、指の先から小さな炎ほのおを出現させて見せた。


「おおっ!?　な、なに、これ、魔ま法ほう!?」


「ええ、そうですよ」


「すげぇぇ！」


　あまりに何気ない魔法の披ひ露ろうに、オレは圧あつ倒とうされた。なんか感動ー！


　確か、ロト・セブンさんの仲間の女の人が、一回使ってるのを見たことあるけど、こんな間ま近ぢかで見たのは生まれて初めて！


「僕、元々生まれは西の大陸なんです。まぁ、この中ちゆう途と半はん端ぱな力が原因で、中央に引っ越こすハメになって、リーダーに出会ったんですけど……。今は、この力を使ってお客さんを呼んで、リーダーの役に立つのが、僕の役割です！」


　自信に満ちた表情でトッドは言い、シュッ──そして指の炎をひっこめた。


　中央大陸じゃ、魔法を使える人なんてまず見かけないし……しかもトッドって、まだ一四歳さいだろ？　確かにこれは、凄すごいパフォーマンスになるかも。


　この力で、客を呼ぶのが、トッドの役割か……。


　でも、それじゃ逆に、オレの役割って……？


「マーガス!!」


　一いつ瞬しゆん考え込んでると、聞きなれた、威い勢せいのいい声が耳に飛び込んできた。


　声の方を見上げると、テーブル横の通つう路ろに、イッコの姿。


「イ、イッコ」


「アタシら食べたから、もう席帰るよ？」


「あ……うん。でも、オレ達いまちょっと……」


「あ、いいですよ。それに、よく考えたら、混んでるのにずっとテーブルに座すわったままってよくないですし」


　トッドが、苦く笑しようしつつ言った。


「トッド君達は、何号車に座ってるのー？　もしかして、個室ー？」


「はい、僕達は二号車です。まぁ、三人で泊とまると、けっこう狭せまいですけどね」


「二号車って……確か、一番高級なエンペラー・ゴールデンナントカじゃない。なに、ノン。こいつ、知り合い？」


「うーんと。さっき知り合ったの。私達と一いつ緒しよで、天下一武器屋祭出るんだってー。トッド君と、サエちゃんと、クロエさん」


　ノンに紹しよう介かいされ、イッコは興味深そうにトッド達を見つめる。


「へぇー……。店、なんていうの？」


「…………。それは、またの機き会かいにしましょうよ？」


　トッドは苦笑し、何な故ぜかイッコの質問に答えるのを避さけた。


「さぁ、行こう、サエ、クロエ。それではみなさん、天下一武器屋祭で」


　颯さつ爽そうと立ち上がる、トッド、サエちゃん、クロエさん。


　ん……？


　立ち上がって三人並んだ姿は、少年、幼よう女じよ、大人の女……と、変にバランスの悪いトリオなんだけど……なんか、妙みような存在感みたいなのが、あるような、ないような……？










　パート３・七人、襲しゆう撃げきされる！







　ゴゴン、ゴゴン……遠くから、規き則そく正しく聞こえてくる金きん属ぞく音おん。


　窮きゆう屈くつに折おりたたんだ体が、少し汗あせばんでいるのを感じる。


「ん……ん。あ……そういや、列車の中だっけ」


　唐とう突とつに、自分でもビックリするほど、ハッキリ目が覚さめた。


　窓を見ると、まだ薄うす暗ぐらい。朝の四時か五時くらいかなぁ？


　隣となりのケンジは、腕うで組ぐみをしたまま、なにやら難むずかしい顔でこっくりこっくり寝ねている。


　向かいの席のジャンは、隣のドノヴァンの肩かたに頭をあずけて、豪ごう快かいにいびきをかきながら爆ばく睡すい。でも、もたれかかられてるドノヴァンは、安やすらかな寝顔。


　なんかこれ、誤ご解かいされそうなワンシーンだな……。


「うーん……」


　首をゴキゴキやりながら立ち上がり、通つう路ろを挟はさんで隣の席を見ると、ノンは頰ほおづえつきながら、気持ち良さそうに寝てるし、その隣、イッコは肘ひじ掛かけに顔をうずめるようにして寝ていた。


　そういや、オレ、こういう時イッコより早く目が覚めたの、生まれて初めてかも。顔を伏ふせてるから、残ざん念ねんながら今日も寝顔は見えないんだけど。


「あれ？　ミニィちゃん？」


　見ると、ノンの向かい、ミニィちゃんがいたハズの席に、ミニィちゃんの姿は無かった。毛もう布ふが置いてあるだけ……トイレか？





　昨日の晩ばん。食堂から席に戻もどり、いい加か減げん会かい話わも無くなってきた頃ころ、車内の電でん灯とうが消えて、消しよう灯とう時間になって。


　みんな、狭せまくて寝れないだの、窓から蛾がが入ってきただの、ジャンのいびきがうるさいだの……さんざん大おお騒さわぎしてたけど、結局全員寝れたみたいだ。ま、疲つかれてたからなぁ。


　今日でやっと二日目か。デルガドまで、本当にまだまだある……。


　あと六日間、椅い子すに座りっぱなし……腰こしが折おれちゃうんじゃないだろうか……。


　…………。


「…………。一人で起きてても、暇ひまだな……」


　ゴゴン、ゴゴン……相変わらず、列車は黙もく々もくと走っている。


　そうだ、展てん望ぼう席せきでも見に行こうかな。


「おい、おいジャン！」


　思い立ったオレは、さっそく相あい棒ぼうジャンの肩をゆすり始めた。


「ん……ぬ……ん……なんだ……よ」


　右目だけをなんとか開き、死にそうな声でジャンが答えた。


「おいジャン、展望席行こうぜ？」


「……何時だ、今……」


「たぶん、四時か五時。展望席、気持ちいいぞ～！」


　オレがそう言った瞬しゆん間かん、ジャンの頭から、ぷちっと何かが切れる音がした。


「アホかぁぁあああ！　なんで朝の四時からあんなクソ寒さむいトコ行かにゃならんのだ！」


「え……。冒ぼう険けんとか……ロマンとか」


「サヨナラ」


　冷つめたすぎる声でそう言い残し、ジャンはオレから顔をそむけ、再びドノヴァンの肩に顔を乗せてグースカいびきをかき始めた。


　チッ……相棒甲が斐いの無いヤツ。いいよ……一人で行けばいいんだろ、一人で行けば。


　オレは、静かにエクスの面めん々めんから離はなれ、一人展望席へと歩き始めた。





　しかし……。


「マーガスさんは、何を担当されてるんですか？」


　昨日の晩ばん、トッドに言われた一言。


　同じ武器屋って職しよく業ぎようの、一四歳さいの少年に言われたからこそ、あれは意い外がいなほど心に突つき刺ささったよなぁ。


　七号車に向かいながら、オレはしみじみ考えてみた。


　言われてみれば、オレのエクスでの役割って、なんなんだ……？


　トッド達三人のように、エクスのメンツも、役割はしっかり分かれてる。


　いや、仕事の面では、まだ分かれてないんだ。エクスに入った頃は、最初、一人一人の適てき正せいに見合ったポジションに分ける、なんて言ってたけど、結局いまのところ、なんだかんだ事じ務むも接せつ客きやくもレジも、全員が順じゆん番ばんに回しながらやってる。


　まぁ、それはエクスを建て直した後に、振ふり分ければいいんだけど……。


　そういう意味じゃなくて、なんていうか、存在価か値ちとか言うのかなぁ。


　セブンさんに、一人だけ忘れられてた時から、気にはなってたんだけど……。


　例えばイッコは、言わずもがな。エクスの中心だし、諸もろ刃はの剣つるぎでもあるんだけど、結けつ局きよくあの女ひとの勢いきおいにみんな引っ張られていってる。エクスに、絶対必要な存在だろ？


　ノンは、ウチの店で唯ゆい一いつ本ほん格かく的てきに料理が出来る子だし、あの和なごますパワー。絶対必要。反対にドノヴァンは、ウチで唯一力仕事ができる人間。戦せん闘とう能のう力りよくも素人しろうととしてはかなり高いし、いざと言う時のためにも、絶対必要だよなぁ。


　ミニィちゃんだって、店じゃ固こ定ていのファンが出来るほどの看かん板ばん娘むすめぶりだし、ケンジに至いたってはもう論ろん外がいだ。武ぶ器き知ち識しきが豊ほう富ふで、武器が作れるケンジがいなくなったら、エクスはどうなる事やら。


　ジャン、ジャンですら、ジャンケンが強いという長ちよう所しよを利用して、ジャンケン払ばらいを担当してるし、それだけじゃなく、アイツ、いざという時には意外に大人だったりするからなぁ。


　それに引き換かえ、オレ……。オレ、みんなに「エクスに絶対必要だ！」って言われるような事、してるか？……してないよなぁ。


　レンジャーを目指してるけど、それがエクスの経営に役立つワケでもないし……。オレって、エクスに必要なんだろうか……。


　ハァ～～。ヤバイ……。またまたオレ、人生に悩なやみ始めてるじゃん……。





　ギィィ……。下がったテンションを上げるためにも、オレは銀ぎんの扉とびらを開き、展てん望ぼう席せきに上がった。


　ガガン、ガガン……車内で聞こえていた金属音が、ここではもっと大きな音で、風に交まじって聞こえてくる。


「おぉ……なんか、牧ぼく場じよう？　ていうか、高原みたいなところ走ってるな……」


　薄うす暗ぐらい中、周りを見ると、だだっぴろい牧ぼく草そう地ち帯たいみたいなのが広がっていた。


　夜明け前の高原、勢いよく走る列車の屋や根ねの上。空気は澄すんでいて、心が洗われるよう。


　当とう然ぜん、ジャンの言うとおり寒いけど、最近の、フランの朝方の猛もう烈れつな寒さに比くらべたらまだマシな気がする。


　ちょっとずつだけど、ちゃんと暖あたたかい土地へ近づいていってるらしい。


「たぁ～、気持ちいいなぁ」


　なんか少し元気を取り戻もどしたオレは、展望席の先せん端たんまで行き、少し高くなってる部分に足をかけ……ちょっとドラマチックな自分を演えん出しゆつしてみた。


「朝方、人々が夢の中にいる時間、列車の上で一人風を感じる孤こ独どくな青年、マーガス……なんちゃって」


「あれ☆　もしかして……マーガスさん？」


　え!?　いきなり近くから声がしたので、オレはぎょっとなって、無む言ごんで声のした方に顔を向けた。人が居たのか!?


　薄い闇やみの中、左の方に座すわっていたのは、小こ柄がらな金きん髪ぱつ少女……ミニィちゃん！


「や、やあおはよう。いやいやいやいや……」


　いやいやと言いつつ、オレはカッコつけていたポーズを何なに気げなく直す。


「ミ、ミニィちゃん、居いたなら言ってくれればいいのに……全ぜん然ぜん気づかなかったよ」


「だってマーガスさん、上がってくるなり前に来て、孤独な青年マーガス、なんて言いながら、自分の世界に入っちゃうんだもん☆　声かける暇ひま無かったですぅ」


　闇の中で、ニコッとミニィちゃんが笑ったのが見える。


　くっ、キッチリ聞いてたのか……！　あぁもう、なんか最近こんなんばっかりだ……。


「と、ところでミニィちゃんは、こんな朝早くどうしたのさ？」


　話題を逸そらすためにも、とりあえずオレはミニィちゃんに尋たずねてみた。


　するとミニィちゃんは意い外がいにも、


「ん……ちょっと考え事ですぅ」


　と、珍めずらしく元気無さそうに答えた。ん？　なんか変だな。いつものキャピキャピした明るさが無い……。
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「そういや、昨日も晩メシ食べてなかったけど……調ちよう子し悪いの？」


「えへ、全然。でも、いよいよだって思うと、胸がいっぱいになっちゃって……」


　風で乱れて、顔にかかった前まえ髪がみを手でかきあげながら、ミニィちゃんは言う。


　なんか……いつもと雰ふん囲い気きが違ちがう。


「いよいよって……天下一武器屋祭？」


「うーん。それもありますけど……」


　そこまで言って、ミニィちゃんは言葉を切った。


　なんだ……気になるな。


「あ、あのさ。ミニィちゃん、出発する前、オレの家来た時……前回優ゆう勝しようした人の事、気にしてたよね？　ダークセイバーだっけ。それと、今胸がいっぱいな事……関係あるの？」


　ちょっと遠えん慮りよがちな声のトーンで、オレはミニィちゃんに聞いてみた。


　するとミニィちゃんは、


「マーガスさん……ミニィがエクスに働きに来た理由、覚おぼえてます？」


　と、逆ぎやくに質問で返してきた。


　ミニィちゃんがエクスに来た理由……


「確か、武器屋で働いてる男の人しか、す……好きになれないから、だよね」


　口に出して言うの、こっぱずかしいけど、オレは答えた。


「そうです☆　じゃあ、なんで武器屋さんの男の人しか好きになれないか、ソコも覚えてますか？」


　さらに聞いてくるミニィちゃん。


　あー……そういえば、最初の自じ己こ紹しよう介かいの時、なんか言ってたなぁ。


「えっと……初はつ恋こいの相手が、もう今はどっか行っちゃった、近所に住んでた武器屋のお兄さんだったから、その影えい響きようで……だっけ？」


「すっご～い！　一〇〇点満点です、マーガスさん☆」


「い、いやいや。で……その初恋の人の話と、前回優勝者の人、なんか関係あるの？……って」


　鈍にぶいって言われるオレだけど、自分で言ってから、ピンと来た！


「もしかして、その、どっかに行っちゃったミニィちゃんの初恋の人が……四年前、天下一武器屋祭で優勝したメンバーにいるって事？」


「えへへ……。ピンポンです。噂うわさで、なんとか武器屋祭って大会に優勝したって聞いてたから、もしかしてと思ってあのぷりんと見たら……やっぱり名前が載のってました」


　ミニィちゃんは、少し寂さびしげな笑え顔がおで頷うなずいた。そ、そうだったのかぁ。


「ミニィね、昔は、男の人とおしゃべりするの、苦にが手てだったの」


　スッと向きをかえ、展望席から見える景け色しきを眺ながめながら、ミニィちゃんが意外な事を言いだした。


「え、え？」


「だから、いろんな雑ざつ誌し読んだり、男の人と話すのが得とく意いなお姉さんを毎日観かん察さつして、ちょっとずつ修しゆ行ぎようしたんです。あの人とお話したかったから……」


　真しん剣けんな口く調ちようで語かたるミニィちゃん。


　マジか……ていうか、じゃあ当時観察してたお姉さんとか雑誌のせいで、ミニィちゃん、こんなブリッ子になったんじゃ……！


「それで、ミニィもだいぶパワーアップして、あの人──レイさんとも、やっと喋しやべれそうになって、さぁお話しよう！　と思ったら……フランから、急にレイさんいなくなっちゃったんです」


　ミニィちゃんは、記き憶おくをたどるように、ゆっくりゆっくりと話す。


「だから……もうミニィの事なんて、忘れてるかもしれないけど、レイさんが見つかったら、ミニィは行かなくちゃいけないんです。だってミニィは、レイさんのために、今のミニィになったんだから……」


　遥はるか遠くを見たまま、ミニィちゃんは言葉に決けつ意いを込こめ、そう言い切った。


　いやぁ……なんか凄すごい話になってきたぞ。


　優勝してエクス再さい建けんの資し金きんを稼かせぐだけじゃなく、もう一本、こんなドラマが展てん開かいしてたとは……！


「なぁ～んてね☆　ミニィばっかり喋っちゃった！　今の話、ぜ～～ったい、他の人に教えちゃダメですよ？」


　ミニィちゃんは振ふり返り、バチッとウインクしてみせる。


「あ……オッケー」


「もー、なんか恥はずかしいですぅ。マーガスさんて、二人きりになると、なんか正直に話させる魔ま法ほう持ってますね！」


「魔法って……。ていうかそれ単たん純じゆんに、オレ、こういう時あんまり喋んないから、相手の人が勝かつ手てにどんどん喋っちゃうだけなんだけど……」


「アハハ！　ミニィも、勝手にどんどん喋っちゃった☆」


「ふっ。でしょ？」


　軽く笑いあうオレとミニィちゃん。


　あーでも、なんか嬉うれしいかも。いつも元気にブリっ子街かい道どうばく進してるだけだと思ってたミニィちゃんが、そんな過か去こを秘ひめてて、それを話してくれたっていうのは。


　オレも手が空あいてたら、デルガドでそのレイさんを探すの手伝ってやりたいな。


「あ。だいぶ、辺あたりが明るくなってきましたね。みんな起きたかな？」


　ミニィちゃんの言うとおり、いつの間にか辺りはずいぶん明るくなり始めていた。


「おぉ……！」


　周りを見み渡わたせば、三六〇度、高原の青々とした牧草が果はてしなく広がっていた。


　なんか、静かで、広くて……絵の中みたいな世界。あそこで昼ひる寝ねとかしたら、絶対気持ちいいだろうなぁ～。


「あっ！　マーガスさん、見て見て！　ヒツジだ！」


　ミニィちゃんがオレの肩かたを叩たたきながら、声を弾はずませた。


「おぉ！　ホントだ！」


　見ると、数分前に走ってきた線せん路ろの上を、白いモコモコした動物の集団が通つう過かしていた。


　うおぉ、ラッキー！　生まれて初めて生でヒツジ見れた！　これって、早起きは三ドルクの得とくとか言うヤツ!?


　あぁもう、誰だれがなんと言おうが、やっぱりこの展望席、最高だよ！　あと六日の間、一日一〇回くらい、ここに来てやる！


「さぁ、マーガスさん☆　そろそろ中に入りましょうよ」


「え、もう？　もうちょっとここにいようよ」


「んー、でもミニィ、ずいぶん長いことココにいるから……」


「あ、そっかそっか。いいよ、先に入って。オレ、ここでもうちょっと風を感じてるよ……ん？」


　風を感じる……？　いまオレ、我ながら、ロマンのあるセリフ言った……？


「ミニィちゃん、オレ、もうちょっと風を感じてる事にするよ」


「……なんで二回言うんですか？　じゃ、ミニィ、先に入ってますね。あんまり長なが居いしちゃダメですよ？」


「はいはい～」


　こうして。オレは車内に戻もどっていくミニィちゃんを見み届とどけた後も、一人、展望席で、いつまでも風を感じていたのであった……。





　　　　※




　……そんな事を繰くり返してたら、三日目、風か邪ぜひいちゃいました……。


「ゴホッ、ゴホッ……ゴホッ」


「ちょっとマーガス！　狭せまいんだから、咳せきしないでよ！　菌きんが飛ぶでしょ、菌が！」


「アホみたいに展望席行きまくるからそんな事になんだよ。天てん罰ばつだな」


「何歳さいスか、アンタ……」


「マーガスさん、風を感じすぎちゃいましたね☆」


　自じ業ごう自じ得とくだから、当とう然ぜんといえば当然だけど、風邪引きのオレに、誰も同どう情じようしてくれなかった……。中でも、


「エクスで一番アホなのって、実はジャンじゃなくて、アンタなんじゃ……」


　というイッコのセリフはこたえたなぁ……うぅ。


　こういう時に優やさしいドノヴァンでさえ、こっそり小声で、


「マーガス……昨日の朝、展望席で、ミニィと二人きりで語かたらってたそうだね……」


「えっ!?」


「いや、いいんだよ？　マーガスとミニィがどうなっても、ボクは全然気にしないし……」


「ゴホゴホッ！　違う、ドノヴァゴホゴホッ、誤ご解かいゴホッ」


　と、変に勘かん違ちがいして冷たいし……。


「マーガスー、大だい丈じよう夫ぶー？　今日、朝ごはん食べられなかったでしょ？　だから、食堂で朝ごはんの残り物、もらってきてあげたよー？」


「あ、ありがと、ノン……ゴホゴホッ！」


　優しいのは、ノンだけだよ……。しかし。


「はい」


　ノンが出してきたのは、たぶん今朝焼いたばかりのメロンパン。飲み物は無いらしい。


　ぐうぅぅ……。いや、健康の時なら凄い嬉しい差し入れなんだけど……風邪ひいて咳がでまくってる時に、水ナシでメロンパンは……正直ツライ。


「ノン……ありがと。後で……後で食べるね」


「うんー」


　満面の笑みで頷うなずくノン。はあぁ……。


　こうして、せっかくの大陸横おう断だん鉄てつ道どうの旅、三日目、四日目、五日目を、オレは最さい悪あくの気分、体たい調ちようで過ごしたのであった。ゴホゴホッ。あぁ、クソ……二日目の時の展望席に行って、風を感じるとかほざいてたオレに、説せつ教きようしてやりたい……！





　　　　※




　そうはいいつつも、デルガドへの旅は、順調（？）に進み。


　オレ達は、大陸横断鉄道に乗ってから、とうとう六日目の朝を迎むかえた。


　列車内での過ごし方も慣なれたもんで、夜はもう誰だれも文もん句くひとつ言わず、器き用ように椅い子すの上で寝ねやすい体たい勢せいを作って、あっという間に就しゆう寝しん。


　高すぎる食堂しかないせいで、一番大問題だった食事も、途と中ちゆうでたまに止まる駅に、必ずオレ達みたいな貧びん乏ぼう旅行者を客きやく層そうにした屋や台たいがある事が後で発はつ覚かく。


　駅に止まるまで食事がとれないっていう欠けつ点てんはあるけど、一杯ぱい三〇〇ドルクのヤギの乳のお粥かゆとか、一枚五〇ドルクのバッタの搔かき揚あげとか（食べた後正体を知った！）、その土地独どく特とくのまぁまぁ庶しよ民みん的てきな料理のおかげで、出しゆつ費ぴは最小限に抑おさえていた。


　ただひとつ残念なのは、咳も止まって、気分のダルさも取れ、オレの風邪も今朝にはほとんど完かん治ちした代わりに、『マーガス展望席立ち入り禁止』という残ざん酷こくなルールが制せい定ていされてしまったくらいか……。


　こうして、見るもの全すべてが新しん鮮せんだった、初めての鉄道旅行にも、いよいよ終わりが見えてきた頃ころ。


　予想外のトラブルは、突とつ然ぜん、オレ達を襲おそったのである。





　大陸横断鉄道の旅、六日目。午後、七時過ぎ。


　デルガド到とう着ちやく予定日の、前日。


　七時と言えば、フランじゃ完全に真っ暗な時じ刻こくなんだけど、列車が北に行くに連れだんだん陽ひが落ちる時間が遅おそくなってるらしく、窓の外では、まだ夕焼けが始まったばかりだ。ありきたりだけど、世界中どこで見ても、夕焼けは、物悲しくて、綺き麗れい。


　Ｄ５７１は、どこまでも果はてしなく続く、赤茶けた色の大だい渓けい谷こく（お姉さん曰いわく、ブラッド・キャニオンて言うらしい）を、窓に映うつし。


　オレ達が、次の駅でメシにありつけるのを待ちながら、なんか気だるい気分でボーっとしていた頃。


　何の前まえ触ぶれもなく、事件は、起こった。





　キュイイィィィィィィィィィン！


　この旅で今まで聞いたことの無い、強きよう烈れつな金きん属ぞく音おんが耳に入った瞬しゆん間かん！


　ガッガシャアア、オレ達は、唐とう突とつに椅子から放ほうり出されていた！


「どわぁ!?」


「きゃああ!?」


「あが、ぐっ！」


　堅かたい床ゆかに、うつ伏ぶせで落らつ下か。い、痛てて……。なんだぁ!?　一体!?


　周りの席を見み渡わたすと、オレ達だけじゃなく、ほとんどの人が通つう路ろに投げ出され、はいつくばっている。幸い、大きなケガをした人はいないみたいだけど……。


　窓の外の景色は、動いてない。列車が急ブレーキをかけて停てい車しやしたらしい。


「なんでいきなり止まったんだろー？　駅についたのかなー？」


　ノンも窓の外を見ながら言った。


「いや……こんな時間に駅に止まるなんて言ってなかったわ。妙みようね……」


　イッコが眉まゆをひそめつつ、言う。


　そして、数分経たっても、列車は動き出さなかった。それどころか、何で止まってるのか、鉄道警けい備び隊たいの人も説明に来ない。


　ザワザワ……徐じよ々じよに不安げにざわめき始める、一一号車。


「おいおい……どうなってんだ？」


「何か、トラブルが起こってるのは間違いないわね……」


　オレ達は通路に立ち、少し緊きん張ちようした顔で周囲を警けい戒かいする。


　なんか……なんか嫌いやな雰ふん囲い気きが漂ただよってきたぞ……？


　こういう雰囲気の時は、だいたい決まってロクでもないトラブルが、オレ達に──


「キャアアアアア！」


　その時、通路を挟はさんで隣となりの席──ミニィちゃんが、一一号車の乗客全員をビクッと震ふるわせる、本気の悲鳴をあげた！


「えっ!?　な、なに!?　どうしたのミニィちゃん!?」


「ま、窓！　マーガスさん、ジャンジャン！　後ろ、窓の外ですぅ！」


　ミニィちゃんが指差したのは、オレの背後、オレ達のシートの窓。


「「後ろ……？」」


　言われるがまま、恐おそる恐るふりかえるオレとジャン。そこには、


「グギャァアアアアァア！」


「「おっわぁあ!?」」


　オレとジャンは、同時に腰こしを抜ぬかした！


　窓の外、超ちよう至し近きん距きよ離りに、人間より大きな体をした、灰色の巨きよ大だいなクチバシの鳥──いや、翼よく竜りゆうが、窓の外でホバリングしながら、こっちに向かって雄おたけびをあげている！


　すると狙ねらったようなタイミングで、車内に放送が流れた！


「ガガ……ガ……緊きん急きゆう事じ態たい発はつ生せい！　緊急事態発生！　ただいま、当列車、Ｄ５７１は、ドラゴンプテラの集団に襲しゆう撃げきされ、緊急停車中です！　繰くり返します、Ｄ５７１は、ドラゴンプテラの集団に襲撃され、緊急停車中です！」


　エェッ!?　パニック混じりの悲ひ鳴めいがあがる！　喧けん騒そうの中で、アナウンスは続いた！


「乗客のみなさまは、至し急きゆう対ドラゴン用の窓を閉め、車内にドラゴンの侵しん入にゆうを許さないでください！　繰り返します──」


「お、おいマーガス、対ドラゴン用の窓だってよ！」


「き、聞こえてるよ！　はやく閉めなくちゃ入ってくるぞ！」


　オレとジャンは、ガラス一枚向こうで笑ってる（？）ドラゴンプテラに凝ぎよう視しされつつ、床に座すわり込んで緊急会かい議ぎ！


「ああ、はやく閉めよう！　マーガス、頼たのむ！」


「え、オレ!?　で、でも、閉めようと窓に近寄った瞬間、アイツが突とつ入にゆうしてきたりしたら……」


「そんな事、一〇〇％無いって！　俺が保ほ証しようする！」


「一〇〇％無いなら、お前いけばいいじゃん!?」


　と、オレ達が窓閉め役をなすりつけあってると、


　ガララッ！


　おもむろに窓に近寄ったドノヴァンが、窓の上に収しゆう納のうされてた鉄の網あみ窓まどを、いっきに真下にスライドさせ、対ドラゴン用の窓を装そう着ちやく！


「サ、サンキュー、ドノヴァン！」


　ドノヴァンはグッと親指を立てて応こたえる。しかし。


　ガッシャアア、ガンッ！　ガンッ！


　と、ドノヴァンが対ドラゴン用の窓を閉めるや否いなや、何が気に食わなかったのか、ホバリングしていたドラゴンプテラは、狂くるったように窓に体当たりを始めた！


　普ふ通つうの窓は一いち撃げきで割られ、対ドラゴン用の窓も、体当たりされた瞬間、激はげしくたわんだ！


　ガンッ！　ガンッ！　おわぁぁ、網の目の隙すき間まから見えるドラゴンプテラは、ド迫はく力りよく！


　ていうかこの窓、ホントに対ドラゴン用に設せつ計けいされてるんだろうな!?　破られそうだぞ!?


　ガララッ！　ガララッ！　それでもオレ達の窓の攻こう防ぼうを見て、一一号車の窓すべてに、一いつ斉せいに対ドラゴン用の窓が降ろされる！


　まぁ、しばらくは持ちこたえられそうだけど……！


「それで、この列車の職員は、こっからこの状じよう況きようどうする気なのかしら!?　どうすればこれは終わるの!?」


　ガンガン激しく攻せめ立てられる窓を見つつ、イッコがかなりイラついた声で言う！


「ドラゴンプテラの集団て、何匹びきくらいいるんですかねぇ？」


「列車動かして、置いてけぼりにすればいいのにねー」


　ノンとミニィちゃんも、それぞれ（わりとノンキに？）事態の成り行きを見守っている。


　と。その時。


　オレはふっと、とんでもない事を思い出し。


　その瞬間、凍こおりついた！


「ヤバイ！　ケンジが、展望席に上がったままだ！」


　オレが言うと、全員がアッ！　と叫さけんだ！


　オレが展望席進入禁止になってしまったので、ケンジは一人で展望席に出入りするようになり、よりによって今、あいつは展望席に行ってるのだ！


　展望席は、壁かべも窓も無い、むきだしの場所！


「展望席なんざ、襲おそってくださいって言ってるようなモンじゃねぇか……！」


　屋や根ねの上で、ドラゴンプテラに囲かこまれるケンジ──絶ぜつ望ぼう的てきな光こう景けいが、頭に浮うかぶ。


「早く助けに行きましょうよ！　ケンジ君が！」


　ミニィちゃんの言葉に、全員が頷うなずく。


　が。


「た、大変っス！　緊急事態！　羽の生はえたドラゴンが、この列車をとり囲かこんでます！」


　一一号車の入り口から、とっくに知ってる情報を叫びつつ走ってきたのは、茶ちや髪ぱつのチビ、ケンジだった。オイオイオイ……。


「こ、このバカ！　心配したじゃない！」


　ガツッ！　イッコが、ケンジにチョップを喰くらわせる。人ひと騒さわがせなヤツ……！


「痛ってぇ……ち、違ちがうんです、それだけじゃない！　展望席で、鉄道警備隊のお姉さんが、一人でドラゴンどもの集団と戦ってるんス！　オレを助けてくれたんだ！」


　頭をさすりつつ、ケンジがオレ達に訴うつたえかける。


「お、おいケンジ、お姉さんて？　まさか、あの？」


「そう！　展望席の入り口を開けてくれたお姉さんス！　助けないと！」


「助ける……となると」


　全員の視線が、何な故ぜかオレとドノヴァンに集まった。


　そ、そうか……！　いまこの七人の中で武器を持ってるのは、オレとドノヴァンしかいないんだ……！


　で、でも、オレ達だって、武器持ち込こみ禁止の車内で武器を使って……大だい丈じよう夫ぶか？


　オレはゴクリとノドを鳴らしつつ、ドノヴァンの反応を窺うかがった。


「行こう、マーガス」


　当然、といわんばかりに即そく座ざに言うドノヴァン。


　くうぅ、まぁ、そうだよな！　それが、オレ達だもんなぁ！


「よ、ようし！　みんな、オレとドノヴァン、お姉さんの加か勢せいに行ってくる！　一一号車のこと、頼たのんだぞ！」


　そう言い切って、オレとドノヴァンは七号車目指して走り始めた！


　クソォ、そうは言っても、できることなら行きたくない！　ドラゴンプテラ、あんな化ばけ物ものからしたら、オレなんて弱っちいウサギみたいなもんだろうし……あぁ、オレ達普ふ通つうの武器屋なのに、なんでいっつもこんな展てん開かいになるんだよ……。


「アタシら七人のうち誰かが、戦せん闘とうを呼びよせる体たい質しつなのかもね……？」


　隣となりを走るイッコが、呆あきれたように言う。……へ？


「って、イッコ!?　な、なんで来てるの？　武器、ビッグバン・ソード無いだろ!?」


「バーカ。武器があろうがなかろうが、こういう盛もり上がる場面には、バッチリ居い合あわせなくっちゃ損そんじゃない！」


　ニッ、と不ふ敵てきに笑うイッコ。ゲッ、こうなったら何言っても無む駄だだ……。ていうかこの顔見てる限り、戦闘を呼びよせてるの、間違いなくイッコの気がするんだけど……？





　　　　※




　オレ達は全ぜん速そく力りよくで七号車に到とう着ちやく！


　急いで階段を上がってると、ゴゴゴ……列車が動き始める気配がした。オレ達は慌あわてててすりに摑つかまる。


「あれ？　運転を再さい開かいしたみたいだね」


　ドノヴァンが言う。


「これが戦闘終しゆう了りようの合図だといいけど……」


　なんて淡あわい希望を胸に、オレ達は展望席に上がった……んだけど、残念ながら展望席は、むしろ逆、想像を超こえる修しゆ羅ら場ばと化していた！


「グォアアアス！」


「ゲッゲッ！」


　四方八方から聞こえてくる、不ぶ気き味みな鳴き声！


　展望席の上じよう空くうに展てん開かいするドラゴンプテラの数は、およそ二〇～三〇！　夕焼け空をヤツらの黒い影かげが、無む数すうに飛び交かっている！　なんて光景だ、絶対死ぬ！


　徐じよ々じよにスピードをあげ、疾しつ走そうするＤ５７１！　強い風に、オレは思わず歯を食いしばる。


「マーガス、あっちだ！」


　ドノヴァンが叫んだ！


　その先には、鮮あざやかな赤い制服に身を包んだ、金髪の女性！　お姉さんだ！


「おうりゃあああ！」


　お姉さんは、オレ達の目の前で、自分の頭の上を飛んでいたドラゴンプテラに向かい跳ちよう躍やくした！　そしてそのまま自分より大きいそいつの首に手を回し──ゴキッ!!　首の骨をへし折ってしまう！


「ガ……ガ」


　絶ぜつ命めいして、落らつ下かしていくドラゴンプテラ。お、お姉さん、強っ！


　しかも、なんか戦い方が野や蛮ばん！


　しかし。


「ゲッゲッゲッゲッ！」


　ドラゴンプテラの数は、一匹や二匹じゃない！　空中でドラゴンプテラをしとめ、列車の屋根に着ちやく地ちしようとしたお姉さんに、ドラゴンプテラの一匹が、猛もうスピードで体当たり！


「ぐぅっ!?」


　一いち応おう腕うでを上げ、体当たりをガードしたお姉さんだったけど、落下速度を利用した体当たりの威い力りよくはハンパじゃなく、軽々、お姉さんは展望席の上から弾はじき飛ばされた！


　ヤ、ヤバイ！　走ってる列車から落ちたら、死ぬぞ！


「くっ──」


　オレは考えるより先に、ウェストポーチから地じ獄ごくの薔ば薇らを取り出し、バシュッ！


　いままさに落下していこうとするお姉さんに向かって投げつけた！


「でや！　お姉さん！」


「おっ！」


　オレの考えを分かってくれたのか、ぱしっ、お姉さんも、空中で見み事ごとその薔薇をキャッチ！


　その瞬しゆん間かん、オレはウェストポーチの銀ぎんのボタンを押おし、スナイパーポーチ発はつ動どう！


　ギュルル、ケンジが武器を無くさないようにとりつけたワイヤーが急きゆう速そくに巻き取られ、お姉さんを引き上げていく！


　我われながらすばらしすぎる超ちようワイヤーアクション！　だと思ったんだけど。


「おわぁっ!?」


　落下していくお姉さんの体重は思ったより重く、ワイヤーがビィインと張り詰つめた瞬間、今度はオレの体が、列車の外に引きずられ始めた!?


「マーガス！」


　ガシッ！　かろうじて、ドノヴァンが後ろからはがいじめにしてくれたおかげで、オレはなんとか踏ふみとどまり……ギュルルルル、お姉さんも、ほどなくワイヤーで屋根の上に上がってきた。た、助かった……。


「ハァ、ハァ、サンキュ。キミがいなけりゃ死んでたよ。やるじゃん！」


　息を切らしながらも、お姉さんは清すが々すがしい笑え顔がおを作る。


「い、いえ。それより、手、大だい丈じよう夫ぶですか？　とっさで、薔薇しか投げるモノ無くて……」


「ああ、だいじょうぶだいじょうぶ。これ、地獄の薔薇でしょ？　湿しめらせなけりゃ、ただの造ぞう花かだもん」


　ぱっと手から薔薇を放すお姉さん。ていうか、ヤバイ、地獄の薔薇って一ひと目めで見み破やぶられてしまった……!?


　しかし、その事に関して何か言われる、と身み構がまえたオレに、


「でもキミ、案あん外がい顔に似合わない武器使うのねぇ」


　と、全然関係のないコメントをした。ほっといてくれ。


「ねぇぇ！　お姉さん助けたんなら、早く中に戻もどりましょうよぉぉ！」


　ブンッ！　と履はいていた靴くつを上空のドラゴンプテラに投げつけ応おう戦せんしてるイッコが、叫さけんだ！　それもそうだ！　オレ達に、こんな本ほん格かく的てきなバトルは似合わない！


「じゃ、行きましょう、お姉さん」


「ダメダメ！　ドラゴンプテラは、群むれ全体が負けた、と思うまで、ひたすら獲え物ものについてくるの！　アタシがここで追い払はらわないと、コイツら次の駅までついてきちゃうわ！」


「ええ!?」


　そう言うとお姉さんは、ゴキゴキッと首を鳴らしながら、再び戦闘態勢に入ろうとする。


「ちょ、ちょっと待って下さい！　無む茶ちやですよ、一人であんなに倒たおせないでしょ!?　他の警備隊の人はこないんですか？」


「このルートは、めったにドラゴンに襲おそわれないルートだから、戦闘検けん定てい一級は私だけ。サーベルが折れちゃったのは、誤ご算さんだったけど……」


　カランッ、お姉さんは、鞘さやに納おさまっていた、折れたサーベルを投げ捨て、


「まぁ、命に換かえても、この列車は守るから。あなた達は、列車の中で待ってなさい！」


　ダンッ！　そう言うと再び夕焼け空に向かって跳躍していった！　マジか！





　　　　※




　列車の中で待ってなさいと言われても、あんな事言われたんじゃ、お姉さん一人を残して中に入れるワケも無く。オレとドノヴァンは、必死に屋根の上で応戦していた！


　でも、ドラゴンプテラは普ふ通つうに強く──ゴッ！　ドノヴァンのロンギヌスのモップが、ドラゴンプテラに直ちよく撃げき！　けど、そいつは一瞬グラつくだけで、すぐさま空中で姿勢をたてなおし、ドノヴァンに襲いかかる！


　オレもドノヴァンをフォローしようと地獄の薔薇を投げつけるが、カンッ！　当然のようにそのカタイ鱗うろこにはじかれ、まったく効こう果かを現さない。


　こいつら強い、ドラゴンドッグなんかとは全然違う！　たぶんＢ級くらいの強さはあるんだ。せめて、もうちょい強力な武器があれば話は違ちがうかもしれないけど……。


　そんな風に少し弱よわ気きになってると、ドサッ、と何かが倒れる音した。


「え……？　ウソ……！」


　見ると、ドラゴンプテラとすれ違いざまに蹴け飛とばされたのか、なんとイッコが屋根の上に倒れている！


　額ひたいからは、一筋の鮮せん血けつ！


「お、おいイッコ!?」


　オレは慌あわててイッコのもとに駆かけ寄った！　ウソだろ、シャレにならない！　こ、こんなことなら、中ちゆう途と半はん端ぱな正義感出さないで、大人しく列車に入ってればよかった!?


「イッコ！　大丈夫か!?」


　イッコの元に辿たどり着いたオレは、半ベソをかきながら、ガクガク──イッコの肩かたを激はげしく揺ゆすった！


　しかし……それでもイッコは目を開かない！


「イッコ、死んじゃダメだ！　死ぬな死ぬな死ぬな！」


　ガクガクガクガクガク!!　さらに凄すさまじい勢いでオレはイッコを揺すり続ける！


「って、痛い痛いいたたたた……いったいわねぇぇ！」


　唐とう突とつにカッ！　と目を見開いたイッコが、オレを弾き飛ばし、復ふつ活かつ！


「お、おお。イッコ、生き返った!?　良かった！」


「もとから死んでないっての！　ていうか、気ぃすら失ってないわ！　吹ふっ飛ばされてちょっと腰こし打うったから、目ぇ閉じてたんでしょうが！」


「あ、そうなん？　で、でも、頭から血が……」


「チョロッと出てるだけじゃない……。アンタ、なんでもドラマチックにしようとするその性格、いっぺん直しといたほうがいいわよ……」


　イッコが忌いま々いましげに呟つぶやいた。


「だ、だいじょうぶか？　イッコ」


　ロンギヌスで自分を襲ってきていたドラゴンプテラをなんとか退しりぞけ、ドノヴァンも心配そうにイッコにかけよってきた。


「うん、だいじょぶ」


「けど、どうする？　あんまり状じよう況きよう、よろしくないよな？」


「うん。特に、イッコは武器が無い。列車に戻ったほうがいい」


　ドノヴァンが言う。しかし、イッコは首を横に振ふり、


「事じ情じようが変わった。アタシ、アイツに吹っ飛ばされたの。アイツを泣かすまで、アタシは中には戻らない。アタシ、負けっぱなしで引っ込むほど、ザコじゃないから……！」


　ぺろり。頰ほおをつたって流れる鮮血を舌で舐なめつつ、静かに笑う黒くろ髪かみの女、イッコ。


　この状況で、なんでそんな嬉うれしそうな顔なんだ……？　死神……？


　と、その時！


「ゲッゲッゲッゲェェッ！」


　上空から、再び不ぶ気き味みな声！　のんきにくっちゃべってるオレ達に向かって、ドラゴンプテラが一匹ぴき突とつ撃げきしてきたのだ！　しかも、さっきイッコを襲ったアイツ！


　くっ……迎げい撃げきしたいけど、ここは、逃にげるしか──と、オレが身を翻ひるがえした、その瞬しゆん間かん！


「これを使え！」


　唐突に、背後から声。そして、シュルルルル！　屋根の上を滑すべって、白い鞘さやに入った剣けんがオレ達の足あし元もとに届けられた！　な、なんだこれ？　たぶん、ドラゴンキラー用の上級剣……だよな？


　そしてイッコが、このチャンスを活いかし、その闘とう志しで常じよう識しきを覆くつがえす離はなれ業わざをやってのける！





「ビ……ビッグバン・ソード……これ、ビッグバン・ソードよ！」


　なにやら感動の表情で、ドラゴンキラー用上級剣を拾ひろい上げる、イッコ。


「えっ……？　イッコ、そ、それ、ビッグバン・ソードじゃないよ？」


　オレは慌てて言ったが、もはやイッコは聞いちゃいない。


「うっさい。これは、ビッグバン・ソード……これは、ビッグバン・ソード……」


　呪じゆ文もんのようにそう繰くり返しながら、襲い来るドラゴンプテラを睨にらみつけ、白い鞘から細い刀身を抜ぬき、ビッグバン・ソードを構えるときと同じ、水平の構えを取るイッコ！


　イ、イッコのヤツ、ドラゴンキラー用上級剣をビッグバン・ソードだと言い張はろうとしてる……？　そんなムチャな……。


　しかし、今度はそのイッコの姿を見たドノヴァンが、アホな事を言い出した。


「ビ……ビッグバン・ソードだ……」


　イッコを見ながら、真ま面じ目めな顔で呆ぼう然ぜんと呟くドノヴァン。


「ハァァ!?　だ、だから、あれはドラゴンキラー用上級剣だって！」


「い、いや、でも、あれはどう見ても……だってほら、ドラゴンプテラも」


「え？」


　言われて、イッコに襲い掛かかろうとしてたドラゴンプテラを見ると……何な故ぜか、身の危き険けんでも感じたように急きゆう停てい止しし、ホバリングしながら後こう退たいしていく最中だった。


　えぇ、お前もか!?　みんな、イッコの迫はく力りよくに騙だまされてないか!?　あれは、ビッグバン・ソードじゃなくて、どっからどう見ても……ドラゴンキラー用上級剣だぞ!?


「マーガス、アンタには見えないの……？　アタシの相あい棒ぼうの姿が……！」




[image: ]


　なにやら全身からオーラを発はつしながら、イッコが言う。


　そう言われると、イッコが構えてるドラゴンキラー用上級剣が、ぼんやり、ビッグバン・ソードに見えてきたような気が……って、いやいや、やっぱり気のせいだよ。


「ゲッゲゲェェ!?」


　しかし、一人ビッグバン・ソードを見ることができないオレを無む視しして、とうとうドラゴンプテラは、怯おびえるような雄おたけびをあげつつ、全速力で空へ逃げ帰り始めた！


　何で!?


　そして、


「逃がすかぁ！」


　ドスッ！　イッコが投げつけたビッグバン……いや、ドラゴンキラー用上級剣が、逃げようとしたドラゴンプテラの片かた翼よくを貫つらぬき──


「ゲェェ!?」


　バランスを失ったドラゴンプテラは、悔くやしそうな雄たけびをあげつつ、列車の遥はるか後こう方ほうに落下していく。


　ウッソォ……。結果的に、イッコのハッタリだけで、ドラゴンプテラ一匹、倒たおしちゃった……？


「ありがとう、ビッグバン・ソード・ファントム……。そして、さよなら」


　夕ゆう陽びに向かって寂さびしげに呟くイッコ。


「別れは出会いの始まり。……またすぐ会えるさ」


　ドノヴァンは、イッコの肩かたにぽん、と手をのせる。


　……ええぇぇ、なに、この空気？　な、なんかオレ、いまいち感動できないんだけど……あれがビッグバン・ソードに見えなかった、オレがダメなの……？





「って、オイこら、なにがビッグバン・ソード・ファントムだ！　助すけっ人とに来た俺達は無む視しか!?」


　と、展望席の入り口から、しびれを切らしたような怒ど鳴なり声。


　入り口からは、夕陽をぺカッと頭で反はん射しやさせてる男が、今まさにはい出そうとしていた。


「あれ？　ジャン？　アンタいたの？」


「いたのって……お前ら……」


　そうか。イッコにドラゴンキラー用上級剣を渡わたしたのは、ジャンだったのか。


「ジャン、はやく、出てくださいよ……」


　そして、その後から、もぞもぞとケンジも這はい出してきた。


　ケンジは、なにやら武器の束たばを持ってあがってきている。


「え、お前らどうしたの？　一一号車は？」


「窓にぶつかってきてたヤツは、ココに上がってった。後は、ノンとミニィがいりゃ、大だい丈じよう夫ぶだって」


「ま、まぁそうかもしれないけど……。で、その武器は？」


「ああ、これか!?　ふふん、何を隠かくそうこの武器はな」


　とジャンが自じ慢まんげに説明しようとしたが、


「武器庫から持ってきたのね！　サンキュ！」


　ダンッ！　凄すさまじい速度でこっちに戻もどってきたお姉さんが、即そく座ざに束から剣を回収、そしてすぐさま空中に飛び上がり、不ふ運うんにも上空を旋せん回かいしてたドラゴンプテラをメッタ斬ぎりにする！　おお！　剣があると、さらに強い。


「と、いうワケです。飛行タイプのドラゴンに有ゆう効こうな武器を、武器庫から持ってきました。ドノヴァンさんには、これ、飛ひ竜りゆうの槍やり。基本攻こう撃げき力りよくが七三もあるし、アイツらの体当たりにカウンターで合わせやすく設せつ計けいされてます。ドノヴァンさんなら、楽々貫けるはず」


　ケンジがドノヴァンに銀色の槍を渡す。


　ドノヴァンは力強く頷うなずいてそれを受け取り、再び戦場に戻った！


　そういや関係ないけど、エクスがオープンしたての頃ころ、売り物の飛竜の槍を、ジャンとドノヴァンがモップ代わりに使ってたから、オレが注意した事があったっけ。あの時、こうしてここで使う事になるなんて、誰が予想しただろう……？


「あと、これマーガス。東の大陸が生んだ傑けつ作さく投とう擲てき武ぶ器き、風ふう魔ま手しゆ裏り剣けん。マーガスなら、使いこなせるんじゃないスか？」


　オレは、ケンジがチョイスした、奇き妙みような形をした十字型の金属を一〇枚ほど受け取る。


「フーマシュリケン？　変な形……こんなの、使えるのか？」


　と、オレは何なに気げなく上空のドラゴンプテラに向かって一枚風魔手裏剣とやらを投げてた！　すると、なんと！　ガガス、ガス、ガス！


「えっ!?　ウッソ!?」


「グゲェェ!?」


　夕空に響ひびき渡る、ドラゴンプテラの断だん末まつ魔まの叫さけび。オレが投げつけた風魔手裏剣とやらは、命中した最初の一匹ぴきはもちろん、なんとその背後に居たドラゴンプテラ、そのまた後ろにいたドラゴンプテラまで、貫かん通つうして葬ほうむり去ってしまった！


「つ、強っ！　なんだコレ!?」


「特とく殊しゆな加工がされてるから、風を纏まとって攻撃力を倍ばい加かするんです。風が強い場所であればあるほど効こう果かは倍増するから、走ってる列車の上で使えば、とんでもない威い力りよくになりますね」


　心なしか、誇ほこらしげな顔でケンジが説明する。


　お前……天才だな。よくもまぁ、ここまで適てき材ざい適てき所しよな武器をチョイスしてくる。


　ドスッ、ドスッ！


　ドノヴァンも、さっきとうって変わって、サクサクとドラゴンプテラ撃げき墜ついしてるし。


　こ、こんな相あい性しよう抜ばつ群ぐん武器使っていいなら、オレ達、勝てるかも……！





　　　　※




　武器を手にしたオレ達が、戦せん況きようをひっくり返すまでに、そう時間はかからなかった。


　ドガッ！


　いつの間にかまた武器をへし折ってしまっていたお姉さんが、ドラゴンプテラを殴なぐりつけ、強引に一匹黙だまらせ……ちょうどオレも風魔手裏剣を、一〇枚投げきってしまった頃。


「ゲッゲッ……」


　一匹、また一匹と、ドラゴンプテラ達が、展望席から離はなれ始めた。お!?


　やがて襲おそってきていた全すべてのドラゴンプテラ達が、集団で上空に逃にげていく！


「よし、作戦終しゆう了りようよ！　アイツらはビビッて、もう襲ってこないわ！」


　顎あごに滴したたる汗あせをぬぐいつつ、お姉さんが宣せん言げん。


「じゃ、じゃあ、戦せん闘とう、終わりですか？」


「うん、もちろんそういう事！　アタシ達の勝ちよ！」


　ぽん、とオレの肩に手を置きつつ、お姉さんが言う。


「おっしゃああ！　やっと終わった……」


　へなへな、とオレは展望席に座すわり込む。つ、疲つかれたー……。


　フランよりだいぶ暖かい場所にきてるせいもあって、もう汗あせだくだよ。


　乾かわいた風が、今はとにかく気持ちいい……。


「ああぁぁ……しんどー」


「しばらく動きたくねぇぇ……」


　結局まともに戦ったのは、オレとドノヴァンとお姉さんだけのハズなんだけど……いつのまにか全員、何かをやり遂とげたように、展望席で疲れ果ててる。いいけどね。


　ガチャ。


　すると、突とつ然ぜん。


　展望席の扉とびらが開いて、お姉さんと同じ赤い制服に身を包んだ、色白でかなり肥ひ満まん気ぎ味みのオジサンが、オレ達の前に姿を現した。な、なんだ、この人？


「車しや掌しよう……」


　お姉さんが、敬けい礼れいしながら言う。へぇ……あのオジサン、車掌？


「……終わったのか？」


　車掌さんは、何な故ぜかぶすっとした顔で、お姉さんに聞く。


「ええ、たったいま」


「フン……手て間ま取どりおってからに。お前がモタモタしてるせいで、客からクレームの嵐あらしだぞ。本社に帰って、俺が何て言われるか……！　ドラゴンに襲しゆう撃げきされた時、迅じん速そくに追おい払はらうためにお前を置いているのに、こんなに時間をかけられたんじゃ、意味が無い」


　嫌いやみったらしく、色白車掌が言う。


　な、なんだこの人、感じ悪いなぁ！　これでもオレ達、命いのち懸がけで戦ったんだぞ!?


　お姉さんは慣れてるのか、目をつぶって聞き流してるけど……。


「今いま頃ごろノコノコ出てきて、よく言うよなぁ……」


　ジャンが肩をすくめつつ、ボソッと言った。すると、車掌はバッチリ聞いてたらしく、


「なんか言ったか、そこのハゲ頭！　だいたい、なんだお前達は!?　ここで何をしている!?」


「車掌。この人達は、この列車全体を救ってくれた、命の恩おん人じんです。そういう接し方は、やめて欲ほしいんですけど」


　お姉さんが、イライラした顔で言う。


「恩人だぁ？　とにかく、一いつ旦たん列車を止めて、車内の人数確かく認にんをする！　席に戻もどって、じっとしてろ！」


　額に青あお筋すじを浮うかべながら、怒ど鳴なり散ちらす車掌。


　はぁぁ～～……。世界中、どこにでもいるんだよなぁ、こういう人って……。


「ん？　お前ら……」


　と、車掌がオレと、たぶん隣となりのドノヴァンを見て、何やら不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せた。


　しかし、次の瞬間、フッと卑いやしい笑え顔がおを浮かべ、オレから目を背そむける。


　？　一瞬のことで、ドノヴァンは、気づいてないけど……なんだ……？


「ゴメンね。ちゃんとあなた達が評ひよう価かされるように、説明しとくから。ここはアタシに免めんじて、席に帰ってくれない？」


　苦く笑しようしつつ、お姉さんは小声で耳打ちしてきた。


「はぁ、まぁ、お姉さんがそう言うなら……。よっと」


　ウェストポーチの銀ボタンを押おし、ギュルル、足元に落ちてた地じ獄ごくの薔ば薇らを回かい収しゆう。


　仕し方かたなくオレ達は、渋しぶ々しぶ展望席から中に入り、自分達の席を目指す。


　なんだよ、怖こわいけど、なんとか一いつ致ち団だん結けつして列車を危き機きから救ったのに……車掌のせいで、完全に気分台だい無なしだよ。


　しかしこの車掌。お次は気分台無し、では済まない事を、実行し始めるのである。










　パート４・見知らぬ荒こう野やの三人







　ドラゴンプテラを撃げき退たいしてから、四〇分くらいは経たっただろうか？


　とっくに乗客確認は終わったハズなのに、未いまだに列車は止まったままだった。


　ケガの手当てなんかも終わり、やる事がないので、オレ達は席せきに座ったままじっと列車が動くのを待っている。


「ぷんぷん！　何やってるんですかねぇ！　天下一武器屋祭、遅ち刻こくしちゃうじゃないですか！」


　頰ほおを膨ふくらませつつ、ミニィちゃんが言う。


「バカ、ちょっとやそっと遅おくれても大だい丈じよう夫ぶよ。明日の夕方までに、デルガドの大会受付に行けりゃいいんだし。でしょ？」


　イッコが、オレに聞いてくる。


「ん？　うん、確かそうだった。で、大会そのものは、しあさってから」


「列車が動けば、明日の昼にはデルガド着くだろうし。余よ裕ゆうよ、ヨユー」


　ぎしっ。かったるそうにシートにもたれかかりながら、イッコが言った。





　ガラッ！　一〇号車から繫つながってる扉とびらが開いたのは、それからすぐだった。


「あれ？　さっきの金きん髪ぱつネーサンよ？」


　イッコが、不ふ思し議ぎそうな顔して言う。


　オレ達のシートに早はや足あしで接せつ近きんしてきたのは他ほかでもない、ロクに傷の手当てもしていない、鉄てつ道どう警けい備び隊たいのお姉さんだった。


　なんか、顔色が悪い。さっきの展てん望ぼう席せきで喋しやべってたときより、何倍も疲つかれた……憔しよう悴すいしきった表情をしてる。


「あれ？　ど、どうしたんですか？」


　オレは、お姉さんに聞く。


　そして、お姉さんは開口一番、いつの間にか枯かれてガラガラになった声で言う。


「マズい事になったわ……」


「？　マズい事、ですか？」


　い、いきなりマズい事って言われても……。ピンと来ない。


　しかし、続くお姉さんの一言に、オレ達は耳を疑うたがった。


「マーガス君……それから、一番背の高いキミ。アナタ達には、ここで、列車を降りてもらう事になったの……」


「……は？」


　……まったく言ってる意味が分からない。降りる？　降りるって？


「ここ、駅じゃないですよね？　ていうか……」


　オレは、呆ぼう然ぜんと外を見る。


　果はてしなく……地平線まで果てしなく続く、赤茶色の大だい渓けい谷こく、ブラッド・キャニオン。


「人間が立ち入っていい場所ですら、無いんじゃ……」


　もはやちょっと笑いつつ、オレは言う。


　しかしお姉さんは、少しも笑わず、真しん剣けんな顔で答えた。


「今までこの列車に乗ってるスタッフで、さっきの戦せん闘とうに関してミーティングを開いてたんだけど……車しや掌しよう、マーガス君の地じ獄ごくの薔ば薇らと、ノッポ君のモップに気づいてて……」


　あっ……。瞬しゆん間かん的てきにオレは、さっきの展望席での、車掌の卑いやしい笑顔を思い出した！


　そうか……それに気づいた笑いだったのか！


「世界中の鉄道には、列車法っていう、絶ぜつ対たい的てきなものがあって……。許きよ可かを得えてない人間の列車内への武器の持ち込みが発はつ覚かくした場合、いかなる理由があろうと即そく追つい放ほう。乱らん暴ぼうだけど、そんな規則があるの。だから列車に武器を持ち込む人なんて、まずいないんだけど……」


　申もうし訳わけ無さそうに言うお姉さん。


　そうか……トトレインのおっちゃんが、武器の没収はオレ達のためでもあるって言ってたのは、こういう意味だったのか!?


　うわ、なんか……だんだん実じつ感かんが湧いてきた……？


　本気なのか？　こんなワケのわからない場所でオレ達、ホントに降ろされちゃうのか!?


「バ、バカな、ちょっと待って下さいよ！　こんな所で降ろすなんて、ほとんどのたれ死ねって言ってるようなもんじゃないですか!?　だ、だって、トトレインで地獄の薔薇見られた時、何も言われなかったから、いいのかと思って……そもそもそんな決まり知ってたら、武器なんて持ち込まなかったんです！」


　オレは自分でも驚おどろくくらい、必ひつ死しにお姉さんに言い訳をぶつけていた！


　しかし、こんなにまくしたてたオレと対たい照しよう的てきに、お姉さんが言った言葉は、一言。


「……規則だから」


「なっ……！」


　あまりに冷つめたいその一言に、オレは目の前が真っ白になる思いがした。


　規則……。どんなに言っても、キソクだからとバッサリ斬きり捨すてられたんじゃ、オレにはどうしようもない……。


　さらにお姉さんは、身を切るような表情で、悪いニュースを言ってくる。


「それと……もう一つ。まだ決まっていないけど、武器庫を無む断だんで開けた人にも、何らかの罰ばつが与あたえられると思う」


「えぇっ!?」


「さすがに列車から降ろしたりはしないと思──」


「待ちなよ……！」


　ガンッ！　シートを強きよう烈れつに蹴け飛とばしつつ、お姉さんの言葉を遮さえぎったのは、イッコだった。


　そして、冷さめた目つきで射るようにお姉さんを見ながら、言う。


「……このアホとそっちのノッポは、隠かくしたままでも済んだのに、アンタを助けるためにわざわざ武器持ってあんな危あぶない場所行ったのよ？　武器庫を開けたのだって、この列車を救うためにやった事。規則だかなんだか知らないけど、それでもウチら、罰を受けなきゃなんないの？」


　静かな口く調ちように怒いかりをこめつつ、イッコが言う。


　…………。


　期待の交じった視線が、お姉さんに集まる。な、なんとかしてくれるか……？


　が。


「……残念だけど、規則だから……」


　うつむきながら言うお姉さん。


　だぁぁ！　やっぱりその一言でバッサリ!?


「やれるだけはやったんだけど……ゴメンね、力になれなくて……」


　ギュッと唇くちびるを嚙かみ締しめながら、お姉さんは言った。


「で……でも、だからって本気で降ろす気ですか!?　そ、そんなのは」


　と、なおお姉さんを責せめようとするオレの服を、誰だれかがクイクイと引っ張った。


　ドノヴァンだった。


「え？　な、なに？」


　ドノヴァンは黙だまって首を振ふり、小こ声ごえで、


「マーガス、たぶんこのお姉さんは、もうやれるだけやってくれたんだと思う。急に疲つかれた顔になったのも、声がかれてるのも、今まで列車が止まってた何十分、ずっとオレ達を助けようとしてくれた結果なんじゃないか……？」


　と、そう言い切った。


　そ……そうかぁ……そうかも。


　うわ、そんな話聞いちゃったら、オレ、お姉さんに何も言えないじゃないか……。武器を持ち込んだのは、事じ実じつなんだし……。


　でも……ドノヴァンが言うとおり、お姉さんが声をからしてまでオレ達を助けようとしてくれたのに、ダメだった。とすると、つまり、ここで列車を降りなくちゃいけないことが決定するというワケで……。


「ドノヴァン……」


「マーガス……」


　オレとドノヴァンは、自分達の置かれてる状じよう況きようを理解してしまい、なんとも情けない顔でお互たがいの顔を見た。


　オレ達、こんなワケのわからん場所に降ろされて、一体どうすりゃいいんだよぉぉ！


　デルガドまであと一歩だったのに……ここまで来ておきながら、オレ達二人だけ、ここでリタイヤ？　あまりに情けなくて、なんか泣けてきたぞ……クソ。


「ふん……しょーもな」


　しかし、つまらなそうに誰かが一言。


　スッと立ち上がったのは、イッコ。


「こんなバカバカしい列車、こっちから願い下げよ。アタシも降りるわよ！」


　と、イッコはこともなげに言った。


「えぇっ!?」


　オレとドノヴァンが驚おどろいてると、今度はジャンが立ち上がり、


「まぁ、どっちにしろ俺は武器庫開けちまったから、罰受けるらしいしなぁ……。罰ばつ金きんとか払はらうぐらいなら、降りるほうが得とく策さくかもな」


　とため息交じりに一言。おお!?


　続いてケンジも、


「じゃあ、同罪のオレも、そうした方がいいって事スかね……」


　と、渋しぶい顔で立ち上がった。


「みんな降りるなら、私も降りるー」


　嬉うれしそうに挙きよ手しゆしながら立ち上がったのは、ノン。


　お、おいおい。これじゃ、ミニィちゃん以外、全員降りるって事になるぞ!?


　嬉しいけど！


　そして、必ひつ然ぜん的てきにみんなの視線が、ミニィちゃんに集まる。


「……ミ、ミニィは……」


　答を求められたミニィちゃんは、辛つらそうな顔で、一瞬口ごもる。


　そのミニィちゃんの表情を見た瞬間──みんなの友情にちょっと浮うかれていたオレは、はっと我われにかえった。


「い、いや、ミニィちゃんは、降りなくていいよ。ていうかやっぱり、オレとドノヴァン以外、降りちゃダメ!!」


「ハァッ!?」


　思わず命令したオレに、何言ってんだコイツ!?　といわんばかりの視線が集まる。


「と、とにかく！　お、お姉さん、七人だけで話したいんで、ちょっと席を外はずしてもらっていいですか？　すぐ済むし、終わったら列車は降りますから……」


　オレが言うと、お姉さんは黙だまって頷うなずいて、一一号車の入り口付近まで戻もどっていった。





「いいか、オレ達の旅の目的は、デルガドに辿たどり着いて、天下一武器屋祭に優ゆう勝しようして、エクス再さい建けんの資し金きんを獲かく得とくする事だろ？　だったら、ここはもう目的のために、スッパリ二ふた手てに分かれよう！」


　全員、男子側のシートに集まり。久々にオレの仕し切きりで緊きん急きゆう会かい議ぎが始まった。


「二手って……なんでだよ？」


　ジャンが、納なつ得とくいかなそうな顔で言う。


「だって……全員列車降りちゃったんじゃ、天下一武器屋祭が始まるまでに、デルガドに辿り着けるかどうか分かったもんじゃない。一番最悪なのは、エクス・ガリバーそのものが、天下一武器屋祭を棄き権けんする事だろ？　セブンさんの顔に泥どろを塗ぬることになるし、賞しよう金きんを獲得できる可能性もゼロ……踏ふんだり蹴けったりじゃないか」


　ミニィちゃんがさっきツライ顔をしていたのは、ここで列車を降りたら、天下一武器屋祭に間に合わず、例の初はつ恋こいの人と会う機き会かいを失ってしまうかもしれないと一いつ瞬しゆん迷まよったからに違ちがいない。


「そっか……。イッコ達だけでもデルガドに向かえば、少なくともイッコ達は、武器屋祭に間に合うのか」


　ドノヴァンが、納得したように言う。


「そういう事。セブンさんのメンツも立つし、賞金獲得の可能性も残る」


「じゃあ、マーガスとドノヴァンは、どうするのー？　ここで降りて、待ってるのー？」


　ノンが、本気で心配そうな顔で言う。


「いや、まさか。オレ達も、何か方法を探して、ブラッド・キャニオンを抜ぬけてデルガドに向かうよ。列車に乗ってれば、明日の昼にはつく距きよ離りなんだし、うまくいけば、間に合うかもしれない……」


「けど、またドラゴンプテラみたいのが、襲おそって来たらどうするんスか？　ドノヴァンさんが強いって言ったって、結局プロじゃないんだ。……今度こそ、死にますよ」


　ケンジも、二手に分かれる事に反対なのか……脅おどすように言う。


「うーん……。でも、どっちにしたって、オレとドノヴァン以外、武器無いだろ？　二人でも、七人でも、結局武器持ってるのは二人なんだ。大たい差さないって」


「そ、それはそうですけど……」


「ケンジ、もういいわよ。本人がいいって言ってるんだし……好きにやらせりゃいいわ」


　イッコが、ふぅ、と小さくため息をつきながら言う。


「イッコ……えっ!?」


　しかし、今度はイッコ、オレの胸むな倉ぐらを摑つかんで、


「その代わり……絶対デルガドまで来なさいよ。もちろん、天下一武器屋祭が始まるまでに」


　と、有う無むを言わせない迫はく力りよくでつめよってくる。


「や、約束する……」


「したわね。いっとくけどアタシ、アンタ達来なくても、大会終わったらさっさとフランに帰るから。だから……会いたいなら、絶対来るのよ」


　最後は、意い外がいにも、お願いするような口く調ちようでイッコは言った。


「イッコ……」


　オレは、なんかたまらなくて……オレの胸倉にのびていたイッコの手をギュッと握にぎりそうになったけど……やっぱり恥はずかしいから、やめといた。


　あーあ！　さーてと！


「なんか盛もり上がってきたなぁあ！　いくか、ドノヴァン！　男二人、荒こう野やの旅！」


「いいね。面おも白しろそうだ」


　ヤケクソ気ぎ味みに言ったら、ニッとドノヴァンも笑ってくれた。


「マーガスさん……」


　最後に、申し訳なさそうにオレを見上げているのは、ミニィちゃん。


「ゴメンなさい……。ミニィ、すぐにエクスの方を選べなかった……」


「いいんだ、そんなの。そのかわり、絶対例の失しつ踪そう男、見つけなよ？」


　オレが言うと、ミニィちゃんはなかなか男前の表情で、力強く頷うなずいてみせた。





　　　　※




「ホントにゴメンね、マーガス君。せっかく助けてくれたのに、こんな事になって……」


　イッコ達とも別れを済ませ、列車を降りる間ま際ぎわ。


　ここまで誘ゆう導どうしてくれた鉄道警備隊のお姉さんは、やはりオレとドノヴァンに済まなそうに謝あやまってきた。


「いや、大だい丈じよう夫ぶです。お姉さんのせいじゃないし。それにオレ、お姉さんと一いつ緒しよで、こういう冒ぼう険けんぽいの大だい歓かん迎げいですから！」


　半分強がり、半分本気でそう言うと、お姉さんは、ほんの少しだけ笑え顔がおを浮うかべてくれた。


「それじゃ、行ってきます！」


「うん……ホントにゴメンなさい。死なないでね！」


「さよなら！」


　ダッ！　オレとドノヴァンは、出口から地面に向かって飛び降りた。


　じゃじゃっ！　と靴くつが、線せん路ろ脇わきの砂を嚙かむ。


「あーあ、まさか、こんな展てん開かいになるなんてなぁ……」


　地平線の向こう、まだわずかに顔を出してる太陽が、まもなく訪おとずれる闇やみ夜よに抵てい抗こうするように、世界を赤く染そめている。


　地面に立って辺りを見み渡わたすと、改あらためて、過か酷こくな環かん境きようが広がってると実じつ感かんできた。


　無表情な赤岩。乾ききった砂混じりの風。異い常じようなほどの静けさ。


　生き物の気け配はいが、どこにもしない。どこまでいっても、オレ達だけ……そんな気さえする。フランを離はなれ、ずいぶん遠くまで来たもんだ、オレ達も……。


「で、どうする、マーガス？　しばらくは、線路沿いにデルガドへ向かうのか？」


「いや……。列車が一日かけて走る距離を、オレ達が二日で行けるとは思えない。せっかく線路から外れて自由に動けるんだ、本当の直線距離でデルガドに向かおう」


　というのも、大陸横断鉄道は、終しゆう点てんのデルガドに着くまでに、まだ二、三の駅に停まって客を拾ひろっていくため、わりと遠回りなルートをとっているのだ。


　でも、いくら最短距離を行ったとしても、歩いてるだけじゃとうてい、天下一武器屋祭が始まるまでに到とう着ちやくは無理だ。たぶん、まだ五〇〇キロくらいは距離残ってる。


　なにか、途と中ちゆうで飛ひ躍やく的てきに距離を稼かせぐ方法を見つけないとな……。


「さ、行こう。よろしくな、ドノヴァン」


「うん。男二人だ、気き楽らくに行こうよ」


　オレ達は、いまさらだけど、儀ぎ式しきって事で、握あく手しゆしようと手を差し出す。


　と、その時だった。


「おいおい！　お前ら、一人忘れちゃいませんか!?　とうっ！」


　オレ達が降りてきた列車から、一ひと筋すじの影かげが舞まい降おりる！


　ドシャッ！　しかし、その影は、着地に失敗。


「…………。さ、行こうか、ドノヴァン」


「うん。男二人だ、気楽に行こうよ」


　オレ達は、一筋の影はシカトして、つかつかと歩き出した。


「って、ちょっと待てよお前ら!?」


　慌あわててオレ達の元に駆かけ寄ってきたのは、つるっぱげにメガネの……ま、なんというか、ジャンだった。


「何やってんの？　お前……？　オレの話、聞いてた？」


「いや、だから、どっちにしろ、俺とケンジが武器庫開けた罪は残るんだって。というワケで、俺一人で武器庫開けたことにして、列車を降りました。これで、罪は全部チャラにしてくれるってよ。ま、ケンジはゴネてたけどな」


「ふーん……」


「だいたい、チームを二手に分けるったって、バランスが悪すぎんだよぉ！　あっちにはイッコいるけど、こっちにはリーダー的存在いねぇじゃん。ま、普ふ通つうに考えて、こっちチームのほうが俺を必要としてるだろう？」


　ニヤリ。と満まん面めんの笑みを浮かべながら、自分を親指で指すジャン。自分で言うなよ……。


　せっかくカッコよく二手に分かれたのに、結けつ局きよくコイツは、来るんだから……。なんだかんだ、心配して来てくれたんだろうけどさ。もちろん恥ずかしくて、ありがとう、なんて素す直なおに言えず。


「ふん、残念だけど必要ないね。だって、冒険パートの時は、オレがリーダーって決まってるもん。だよな、ドノヴァン？」


「いやいや……そろそろ、ボクが陽ひの光を浴あびてもいい頃ころだ。ボクがリーダーをやろう」


　オイ……ドノヴァン？


「分かってねぇなぁ、お前ら！　リーダーってのは、まず人じん望ぼうが第一なんだよ！　その点で行くと俺は、フラン人望のある男ランキングで……」


「もういいから、とりあえず行こうぜ!?」


　ってな感じで、何な故ぜか誰がリーダーをやるのかでモメつつ、ジャンを加えたオレ達男三人衆は、絶望的なこの状じよう況きようの中、わりと楽らつ観かん的てきに、大だい渓けい谷こく、ブラッド・キャニオンを歩き始めた。


　このメンバーで旅をするのは、もちろん初めてだけど、三人いればなんとかなりそうな気もしてくるから、不ふ思し議ぎだ。


　ふっと振ふり返ると、そこには今にも動き出しそうな、Ｄ５７１の姿が見える。


　よーし、待ってろよ、イッコ、ノン、ケンジ、ミニィちゃん。絶対、すぐ追いついてみせるからな……！





　　　　※




　歩き始めて三〇分もすると、陽は完全に落ち、辺あたりは星明かりだけが頼たよりの、本ほん格かく的てきな暗闇に包まれ始めた。


　ジャンは暗くてブチブチ文もん句く言ってたけど、オレは、夜でもわりと物がよく見えるタイプなので、気にせず先頭に立ってブラッド・キャニオンをひたすら進んだ。


　そろそろ夏の気き候こうの土地に入ったらしいけど、フランの蒸むし暑い夏と違ちがって、風は強いけどほどよく涼すずしい（でも、さすがにデルガドに着いたら、夏服がいるだろうな）。


　道はもちろんゴツゴツと平へい坦たんじゃないし、唐とう突とつに巨きよ大だいな大岩が道を塞ふさいでいたりもするから、なかなかスムーズには進まなかったけど、それでも五、六時間は歩いただろか。


　だんだん足がダルくなり、頭がぼんやりしてきて、さすがに三人の口数も減へった頃。


「だぁあぁああ、さすがにもう限界だぁああ！　休もうぜ、オイ！」


　ジャンの大声が、夜のブラッド・キャニオンに響ひびき渡った。


　オレとドノヴァンは、足を止めて、顔を見合わせる。


「うーん、そうだな……。冷れい静せいに考えたら、いまもう、夜の二時とか三時だもんなぁ」


「じゃあ、この辺でどこか寝ね床どこを探そうよ。どのみち、歩きっぱなしじゃ無む理りだよ」


「よし、決まり！　ついでにメシも作ろうぜ！　俺、ノンに鍋なべと米、借りてきたからよ」


　というワケで、オレ達は三手に分かれ、辺りに手て頃ごろな休きゆう憩けい場ば所しよが無いか、探たん索さくを始めた。


　オレは、谷のどこかに、なんか洞どう窟くつでもないかとウロチョロ探したけど……あんまりいい場所は発見できず。他の二人をアテにして、集合場所まで戻もどる。


　ただ、この辺を探索してて、オレは一つだけ妙みような事に気がついた。


　どうもこの辺りには、折れた剣けんや斧おの、弓なんかのスクラップな武器類が、やけに地面に散さん乱らんしてるっぽいんだ。さすがに今は暗いから、よくは見えないけど……もしかしたら、まだ使えそうな武器とかもあったりするんじゃないかなぁ。


　ここら辺は昔、戦争があった場所、とかなのだろうか……？


「お、マーガス。そっちどうだったよ？」


　集合場所付近まで戻ってみると、ちょうどジャンも戻ってきた所だった。


「あんまりいい場所無かったな。武器はいっぱいあったけどさ」


「そうそう。武器がやたら落おってんだよなぁ。後は岩ばっかだけど」


　ジャンも、収しゆう穫かくナシ。後は、ドノヴァンだけど……。


「オーイ、マーガス、ジャン。こっちに来てくれ！」


　噂うわさをすればなんとやら、なにやら興こう奮ふん気ぎ味みのドノヴァンの声が、岩いわ場ばに響き渡る。


　オレとジャンは顔を見合わせ、声のした方へ急行した。





「おわ!?　な、なんだコレ……!?」


　ドノヴァンの所に辿たどり着いたオレとジャンは、思わず声をあげた！


「ボクも偶ぐう然ぜん、見つけたんだけど……」


　ドノヴァンが偶然見つけたという場所は、なんとも奇き妙みような場所だった！


　ドノヴァンがオレを肩かた車ぐるましたくらいある、かなり大きい白い岩が、まっすぐ突つき立っていたり斜ななめに傾かたむいてたり、はたまた寝ねそべっていたり……いろいろ重かさなり合いながらも、円を描えがくように置かれている。


　さらに奇妙なのが、この岩の周囲一〇メートルくらいだけ、フサフサと柔やわらかな青あお草くさが生おい茂しげってるという点。


　この辺りじゃ、草くさ木きはほとんど見かけなくて、たまにでっかいサボテンがあったりするくらいなだけなのに……なんで、この岩の周りだけ？


「な、なんか気味悪ぃなぁ……不気味だぜ」


　ジャンは大げさに体を震ふるわせて言ったが……そうかなぁ？


　不気味って言うより、どっちかっていうと神しん秘ぴ的てきで、オレはあんまり嫌いやな感じしないけど……。ん、そうだ！


「なぁ、今晩はここで休まないか？　なんかこの場所、燃えるしさ！」


　オレは思い立ち、提てい案あん。が、ジャンはすぐに顔をしかめ、難なん色しよくを示した。


「またお前の冒ぼう険けん病びようかよ……。ドノヴァン、こんな所、嫌だよなぁ？」


「え？　なんで？　ボクも岩で寝るよりは、草で寝たほうがいいと思うけど？」


　アッサリ言うドノヴァン。


「二対一。決まりだな、ジャン」


「クソォ、いいけどよぉ。あーあ、ケンジさえいりゃぁな……。アイツがいれば、絶対、こんな怪あやしい場所で寝るのは反対してくれたぜ……」


　ため息つきつつ、ジャンが言う。


　いやいや、でも、ケンジって実は冒険好きな性格隠かくし切れてないし……ここで寝る事に、賛さん成せいしそうな気もするけど……？





　　　　※




　こういう放ほう浪ろうとかしてる時って、疲つかれで食しよく欲よくが無く、寝床に着いた途と端たん、とにもかくにも眠ねむりに着いた……みたいなのが普ふ通つうな気もするんだけど。


　ここ最近まともに食事できてなかったオレ達は、とにかく腹が減へっていた。


　が。


　そういうワケで気力を振ふり絞しぼり、ジャンがノンから借りてきた野や外がい自じ炊すいセット一式を使って、とにかく鍋で米を炊たいたんだけど……これが、微び妙みようなデキだった。


「な、なんかモサモサしてるなぁ、この米……芯しんが残ってるというか……」


「それに、味が無いね」


「つーかそもそも、米と塩しおだけの晩ばんメシって、やっぱ寂さみしくね!?」


　オレ達は渋しぶい顔をしながら、なんとかお腹に料理をかきこむだけかきこむと。


　後片付けもしないまま、なんかわびしい気分でそれぞれ青草の上に寝ね転ころんでしまった。


　やっぱ、オレ達の男料理じゃダメですわ……。ノン……。


「……ま、いちおう食べる事は食べたし。じゃ、明日に備そなえて、そろそろ寝るか……」


　寝転んだまま夜空を見上げると、おびただしい数の星が、オレ達を圧あつ倒とうするように輝かがやいている。フランより、星が大きく見えるなぁ。


　明日も、よく晴れそうだ。明日は今日以上にたくさん歩かなきゃな……。


「待て待て、寝るのはまだはえーよ。こういう旅行の時、夜にしなけりゃなんねー事があんだろ!?」


　と、普通に目を閉じて休もうとしたのに、ジャンがいきなり騒さわぎ出した。


「へ？　なに？　ハミガキ？」


「マクラ投げかな？」


「バッカ、ちげぇよ！　古こ今こん東とう西ざい、こういう旅行の時は夜、クラスの女子で誰だれが一番好きか、白はく状じようしあうのが基本中の基本だろ!?」


「ええぇぇ……」


　ジャンが、ワケのわからん事を言い出した。オレが冒険病なら、こいつラブコメ病だからなぁ……。なんでこんな異い郷きようのど真ん中で、好きな女子の話を……？


「そもそも、クラスって言ったって、オレ達もう、全員学生じゃないじゃん……」


「だ・か・ら！　エクスの女子で誰が好きか言い合うんだよ！」


「でも、この三人で言い合ってもさぁ……。お前はどうせノン派だろ？　全員、誰が誰を好きか、分かりきってるし……」


　新しん鮮せん味みが無い分、面おも白しろくない……なんて思ってたんだけど、意い外がいにもドノヴァンが、数か月遅おくれのリアクションを示した。


「エッ!?　ジャ、ジャンって、ノンの事好きだったの!?」


「えぇっ!?　いまさら!?」


　オレはもちろん、ジャンも思わずビックリして声をあげた。


　呆あきれつつ、オレはドノヴァンに聞いてみる。


「ド、ドノヴァン、お前、まさかいま気づいたの!?　だって、ホリィと戦った後の結けつ婚こん式しきの、ジャンのセリフとかさぁ。フツー、分かりそうなもんだけど……」


「い、いや、夢にも思わなかったよ。まさか……そうだったのか」


　真ま面じ目めくさった顔で、ふるふると首を振ふるドノヴァン。


　な、なんてこった……。ドノヴァン、衝しよう撃げき的てきに鈍どん感かんだ。


「じゃあ、ドノヴァン、マーガスがイッコの事好きなのは、知ってるか？」


　ジャンが、ニヤニヤしながら言う。


「お、おいおい！　べ、別にオレは……」


　思わずオレはお茶を濁にごそうとしたけど、その前にドノヴァンが、再び真面目くさった顔で驚きよう愕がく。


「えええぇっ!?　ウ、ウソだろ!?　マーガスが、イッコを愛していた……？」


「なっ、愛ぃ!?　なんか、やめろ、それ!!　恥はずかしすぎる！」


「ふはは！　おもしれー！　よっしゃ、んじゃ次、ドノヴァン！　ドノヴァンが白はく状じようする番だぞ！」


　ジャンが、爆ばく笑しようしながらドノヴァンに聞く。


　って、ドノヴァンこそ、ミニィちゃんが好きなの、バレバレなんだけど……。


「え？　ボ、ボク？　そ、そんな人いないよ？」


「ウソつけー！　俺達白状したんだから、お前も正直に言えよ！」


「じゃ、じゃあ……。な、名前はナイショで、ひ、人ひと柄がらだけでもいいかな……？」


　ドノヴァンが真っ赤になって、手をモジモジさせながら言った。


「あぁ……まぁ、ドノヴァンの好きな言い方でいいけど……」


　答え分かってるから……。


　うーん、ミニィちゃんの人柄を、オレが説明するとなると……。


（ミニィちゃんは、いかなる状じよう況きようにおいても、自分の容よう姿しとブリッ子精せい神しんを忘れない娘こで……）


「その娘こは、いかなる状況においても、自分の美しき気品と、確かつ固こたる信しん念ねんを忘れない娘こで……」


　オレの心の説明文に、ドノヴァンによるミニィちゃんの説明文が続いた。ん？


（えっと。それでミニィちゃんは、男心をくすぐるのが上じよう手ずで……）


「その娘こは、人──特に、異い性せいの人間の心の揺ゆれ動きに関して、とても敏びん感かんで……」


（後、最近異い常じように素す早ばやくなった女の子ってところかな？）


「後、最近動きがちょっとだけシャープになって、ますますかわいくなった女の子ってところかな？」


　ドノヴァンは、ことごとくオレの心の説明文を、五倍くらい美び化かした説明で続いた！


　なんだそりゃ!?　い、いや、でも、ドノヴァンの説明のミニィちゃんも、しっかりミニィちゃんではある、か……。


「でも、一番いいところは、仲間想おもいのところかな」


　ドノヴァンは最後に、自然な感じでそうつけくわえた。


　うん。その意見はけっこう納なつ得とくできるな。ああ見えて、ミニィちゃんは、仲間のためなら、ドラゴンがいる洞どう窟くつやら、マジックドールの集団やら、危き険けんを顧かえりみず突とつ入にゆうする娘こだ。


　でも、今回の旅に限っては、仲間のオレ達と同じか、それ以上にミニィちゃんにとって大事な初はつ恋こいの人──レイさんだっけ？　が、ミニィちゃんに関かかわってきてる。


　ドノヴァンは、やっぱりミニィちゃんに相そう当とう入れ込んでるみたいだけど……ミニィちゃんはその初恋のレイさんと再会できた時、どういう行動に出るんだろうか……？


　ややこしい事にならなきゃいいけど……。





　　　　※




「……イ！　オイ！　こらこら、起きんしゃい！　オイ！」


　なにやら頰ほおに、生なま暖あたたかい雑ぞう巾きんのようなモノを押おし付けながら、誰かが遠くでオレを呼んだ。


　うーん……？　確か、昨日の晩ばん、好きな女子の話をして……ジャンが延えん々えん喋しやべりまくってたから、オレがいい加か減げんキレて寝ようって言ったんだっけ……？


「オイ、ニイちゃん！　こんな所で寝てちゃ、ダメだっぺよ！」


　実はかなり至し近きん距きよ離りから声をかけられてたらしく、今度は耳元で声がした。


　ったく、うるさいなー。いま起きますよ、今。


「……ん。はいはい……。おはようございま、おわぁぁぁあっ!?」


　目が覚めて、自分の頰に押し付けられていた雑巾の正体を認にん識しきした瞬しゆん間かん、オレは眠ねむ気けどころか意識までぶっ飛ばしそうになりつつ、腹の底から絶ぜつ叫きようした!!


　オレの頰に押し付けられていたのは、人間とさほど変わらない大きさの、地じ味みな茶色い体をした、二足歩行のトカゲみたいな生き物の……よだれたっぷりの、ねっとりとしたベロだったのだ！


「な、なんだぁ!?」


　ぐっすり眠りこけていたジャンとドノヴァンも、ガバッと飛び起き、そして同時に叫さけぶ！


「おわぁぁ!?　ト、トカゲ!?」


「ジャ、ジャン、ドノヴァン、早く助けてくれ!!　死ぬ！」


「なにが死ぬもんか。こいつはアンタを起こそうとしとるだけだっぺ。ほれほれ、もういいぞ」


　ジュルル、と縮ちぢんでいく巨きよ大だいトカゲの舌。


　まだ心しん臓ぞうがバックンバックン言ってるけど──ようやくオレは、そのトカゲの背中に、麦むぎわら帽ぼう子しをかぶった人の良さそうなオジサンが座すわっている事に気がついた。


「ハァ、ハァ、ビビッた～。な、なんなんです、コイツ？」


「あん？　ドラグルーを知らんのかい？　脚きやく力りよくの強さが自じ慢まんの、長ちよう距きよ離り移い動どう用ドラゴンだっぺよ。大きなおめめと、お腹の袋ふくろがチャームポイントだ」


　オジサンに言われて、改めてドラグルーとやらを見てみる。


　うーん。……お腹の袋はともかく、顔の両側についてる血走ったギョロ目は、あんまりチャームポイントになり得ない気が……。


「んで？　ワシは近くのファームでこのドラグルーを育てて暮らしてる、トムギって言うもんだが……アンタらは？」


「あ。マーガスです。あっちがドノヴァン、それとジャン」


　ぺこり、三人同時に礼。


「あー、どうもどうも。んで……アンタら、そうは見えんけど……まさか、ドラゴンキラーかえ？」


　トムギさんに聞かれ、オレ達は顔を見合わせた。


　ドラゴンキラー。人外の強さで世界最強の肉食動物ドラゴンを倒たおし、世界平和を守ったり、一いつ攫かく千せん金きんを夢見る、豪ごう快かいな人々。代表例、ロト・セブン。


　まぁ、当然オレ達、そんな超ちよう人じんでもなんでもなく。


「いえ……普ふ通つうの商売人、ですけど」


「ああ、やっぱりそうだべなぁ。アンタら、どっからどう見ても、ぱっとせんもんなぁ」


　しきりに納得するトムギさん。大きなお世せ話わです。


「でも、したらなんで、ドラゴン・ヘンジなんかで寝とるの？」


　不ふ思し議ぎそうな顔で、トムギさんは聞いてきた。


「ド、ドラゴン・ヘンジ？」


「そう、この白い岩の事だっぺ。知らんか？　誰が何の目的で作ったか分からんが、世界に幾いくつか存在しとる、ドラゴン・ヘンジ。理由は解かい明めいされてねんだけど、何な故ぜかドラゴンを引き寄せるチカラがあって、この岩いわ目がけて、世界中から凶きよう暴ぼうなドラゴンが寄より付いてくんだ」


「え、ええぇ!?　ド、ドラゴンを引き寄せる!?」


「んだ。一日、二、三〇匹ぴきは来るっぺよ？　特に、夜に腹を空すかしたのが集まってくるんだけんども……なに、ホントに知らんかったの？」


「え、ええ、まぁ」


　きゅ、急に全身に寒さむ気けが……。


「いやー、驚おどろきだぁ。ドラゴン・ヘンジで寝ね泊とまりしてるからには、何か考えがあったんかと思ったけんども……アンタら、神様に感かん謝しやしなよ？　ココで考えナシで寝て、足や手がちゃんとついたまま朝日をおがめるなんて、一〇〇万に一つの幸運が起こったんだべ。一生分の運は、昨日の晩に使い果たしたと思いな？」


　あ、足や手がついたままなのは、奇き跡せき……？　うんうんと神しん妙みように頷うなずきながら言うトムギオジサンのその言葉に、オレはぞっとした。


「こ、このアホ！　だから俺はこんな気味悪い場所、嫌いやだって言ったんだよぉぉ！　なんでそんなデンジャーな場所で、好きな女の子白はく状じようしてんだよ、俺達!?」


　ほとんど泣きそうな声でジャンが絶叫したが……好きな女の子の話始めたのは、お前じゃん。


「ま、一いつ刻こくも早くココを離はなれる事だっぺ。陽ひが昇れば、ドラゴン・ヘンジの周りは、賞金か、腕うで試だめしか、修しゆ行ぎようが目的のドラゴン・キラーが大たい挙きよしておしよせてくるだ！」


「あ、そうか。じゃあ、地面に落ちてる武器は、そのドラゴンキラーの人達が、捨ててった物なんですか？」


「んだ。アイツら、ちょっと刃はこぼれしただけで、すぐ縁えん起ぎが悪いからって武器捨てちまうから、この谷も、だいぶ汚きたなくなっちまっただ。でも、ワシはそんなもん、注意しに行ったりするほどバカじゃね。アイツらとドラゴンの戦せん闘とうに巻き込まれたら、ワシら普通の商売人は、紙くずみてぇにちぎれ飛んじまうかんな」


　紙くずみたいにちぎれ飛ぶ……。なんて恐おそろしい表現だ。


「さ、言われた通り、一刻も早くココを離れようぜ、マーガスサン」


　即そく座ざに立ち上がり、青ざめた顔で荷物をまとめ始めるジャン。さすが早いな。


「や、もちろんココは離れるけど……その前にオジサン、オレ達、デルガドに向かって歩いてるんです。一日二〇時間歩いたとして、何日くらいで着くか教えてもらえませんか？」


「あ、歩いてぇ!?　せ、世間知らずも大たい概がいにするっぺよ！」


　いきなりブチギレだすトムギオジサン。えぇっ!?


「ここまではまだしも、ここからのブラッド・キャニオンは、人間の足では越こえられないアップダウンや地割れの連続だっぺ！　まっすぐデルガドになんて、向かえんの！　迂う回かいする距きよ離りも計算したらば、どんな旅たび慣なれたドラゴンキラーでも二〇日はかかる！」


「えぇぇ!?　二〇日!?」


「それに、さっきも言ったけど、このブラッド・キャニオンは、ドラゴン・ヘンジの影えい響きようで、わんさかドラゴンが集しゆう結けつしてるだ！　そいつらに襲おそわれて死なずに谷を越こえるには、一〇〇回奇跡起こしてもまだ足りん！　いくらアンタらが強きよう運うんでも、どうにもならんの！」


　耳まで真っ赤にして、オジサンはそう怒ど鳴なりちらした。


「そ、そんな過か酷こくな道だったとは……」


「んだ！　ブラッド・キャニオンナメたらいかんの！」


　オジサンは、まだ怒いかりが収おさまらない様子で、さらにまくしたてた！


「す、すいませんでした……反省してます……」


「ブラッド・キャニオンは、人間の足じゃ越えられんの！」


「は、はい、分かります」


「ブラッド・キャニオン越えるには、ウチの会社のドラグルーに乗るしかないの！」


「は、はい、おっしゃる通りで……。……へ？」


　……あれ？　最後の一回は、なんか、説せつ教きようじゃなかった？


「あ、あの……。あなたの会社のドラグルーに乗れば、ブラッド・キャニオン突つっ切って、デルガドまで行けるんですか？」


　ドノヴァンが、恐おそる恐る聞いた。


「当然だっぺ、失礼な！　ウチのドラグルーなら、地割れでもなんでも飛び越して、直線距離でどこでも行けんの！　一〇時間も走れば、軽くデルガドなんか到とう着ちやくできんの！」


　まだ怒ったまま、トムギさんは言った。じゅ、一〇時間!?


　オレ、ジャン、ドノヴァンは、嬉うれしさのあまり、息をするのも忘れて顔を見合わせた。


「じゃ、じゃあ、今から出れば、今日の夕方にはデルガドに着けるじゃないか!?」


「マ、マジか……出来すぎじゃねぇか、オイ」


「これなら、イッコ達に追いつけるね！」


　朝っぱらから全員テンションアップ！　息を吹ふき返すって、こんなカンジか!?


「いやぁ、オジサン、ドラグルーって凄すごいんですね！」


　かなり興奮気味に言うと、オジサンはようやく怒りを鎮しずめ、そして少し誇ほこらしげな顔で答えた。


「と、当然だっぺ！　ワシが、小さい頃ころから精せい魂こん込こめて育ててるだ。凄いに決まってるだ」


「はい！　ホントに凄いです！」


「んふふ。そんな凄い乗り物に、たった一人五万ドルクで乗れるんだ。そんな会社を作った、ワシも凄いべ？」


「はい！　ホントにすご……え？」


　ふと、聞き捨てならない単語が聞こえた気がして、オレは固まった。


「あの……え？　そのドラグルー、デルガドまでお願いしたとしたら、お幾いくらですか？」


「ん？　だから、いま言ったでねか。デルガドまでは、一人五万ドルクだっぺ。ここから西に歩いて一時間くらいの所にあるファームで、ワシがドラグルーを飼かってるから、そこで三匹びき用意するだ。みんなそこから乗り込むべ」


「…………。オジサン、ちょっと待ってて下さい」


　そう言うや否いなや、オレ、ジャン、ドノヴァンは顔と顔を寄せ合い、小声で緊きん急きゆう会かい議ぎを開かい催さいした。


「えっと、残金チェックしよう。オレ、残り、確か一万ちょい」


「ボク、一万八〇〇〇くらいだったと思う。……ジャンは？」


「俺、残り五〇〇〇も無ねぇや……」


　…………。場に、間の抜ぬけた沈ちん黙もくが生まれる。


「え、えっと。つまり、合わせても三万ちょい」


「結論」


「いまドラグルーに乗るのは無理!!」


　会議はあっという間に終しゆう了りよう！


「……アンタら、もしかして、金ねぇのか……？」


　せっかく機き嫌げんが良くなったハズだったのに、オレ達の背後、またなにやら暗い声で、トムギオジサンは呟つぶやいた。


「いや……お金が無いっていうか……なぁ？」


「お、おう。無いっていっても、今無いだけで。俺達たぶん、天下一武器屋祭で優勝するんで、その後なら、五万でも一〇万でも払はらえるっていうか……」


　ジャンが、あまりに根こん拠きよの無いハッタリをかましたが……オジサンはそれに答えず、


「金も払わず、ワシのドラグルーに乗ろうとしたっぺか!?　世せ間けん知しらずも大たい概がいにするっぺよ！」


　と、やはりブチギレてしまった。うわぁ……。


「あ、あの、オレ達そんなつもりじゃ……」


「もういいべ、もういいべ！　そんなに死にたいなら、ブラッド・キャニオンをまっすぐ歩いていけばいい！　アンタらに話しかけたワシが馬ば鹿かだったっぺ！　さよならダス！」


　完全に聞く耳持たん状じよう態たいになったオジサンは、ガスッ！　乗ってるドラグルーの横っ腹に足で合図して──


「ゴギャンゴ！」


　素すっ頓とん狂きような叫さけび声をあげるドラグルーを動かし、ドドドド──凄すさまじい速度で西のほうに疾しつ走そうしていってしまった。ああぁぁあ……唯ゆい一いつの希望がぁ！





　　　　※




　トムギオジサンを逃のがしてしまったオレ達は……とりあえずドラゴン・ヘンジは怖こわいからすぐに離はなれて、オレ達をうまく隠かくしてくれそうな岩いわ場ばの陰かげを見つけたから、そこで今後の方ほう針しんを話し合っていた。


　時じ刻こくは太陽の上がり具合からして、まだ朝の八時くらいだろうか……。


「どうしようか……？」


　とりあえずオレは口を開いたけど……ジャンもドノヴァンも、答えない。


　はぁー。ま、わからんでもないけど。


　ドラグルーに乗って、デルガド到とう着ちやく、何の問題も無く一件落着！


　一いつ瞬しゆん、完全にそんな雰ふん囲い気きになって大喜びしたのに……お金が問題で、それがチャラだもんなぁ。正直、オレもガッカリ。


　でも……オレ達は進しん路ろを選せん択たくしなけりゃいけない。


「このまま、二〇日かけてブラッド・キャニオンを進むか……。一いつ旦たん大陸横断鉄道まで戻もどって、線路をつたって行くか……。このどっちかかぁ」


「ブラッド・キャニオンルートはもうねぇだろ……。奇き跡せき一〇〇回起こっても無理なんだろ？」


　ジャンがボソッと言う。するとドノヴァンが、


「でも、線路に戻るのもあんまりいいルートではないよね。線路はだいぶ曲がってるし、徒と歩ほだとあっちもかなりの日数かかりそうだ」


　と言う。


「うん、そうだよな……。それじゃ、天下一武器屋祭には間に合わないっぽいよなぁ……」


　オレは、思わずボヤいた。


　するとジャンは苦く笑しよう。


「間に合わないっぽいって……オイオイ、お前ら、現実見ろよ。ぽいじゃなくて、どう考えても間に合わねぇだろ……。今日、受付はイッコ達がやってくれてるだろうけど、大会は明日には始まんだぞ？　ついた頃ころには終わってるって」


　むぅ……。ジャンの言葉に、今度はオレが黙だまり込こむ。


　まぁ……でも、実じつ際さいそうだよなぁ……。二〇日かけて行く距きよ離りを、一日で行けるワケなんて、ないんだから。諦あきらめるしかない……んだよな……。


「ドラグルーに乗るお金さえあれば、全部うまくいくのにね……」


　ドノヴァンが未み練れんがましくぽつん、と言う。


「それを言うなよ、ドノヴァン……」


「そーそー。金さえあれば、なんて、一番むなしいセリフじゃねぇか……」


「……なんでボク達って、貧びん乏ぼうなんだろ」


「そのカラクリが分かれば、苦労しないよ……」


　はあぁぁ……。


　ブラッド・キャニオンの地の底まで染しみ渡わたりそうな、深い深いため息をオレ達は漏もらす。結局、いつもオレ達の前に立ちはだかるのは、金なんだよな……。





「どわぁぁああああ！」


　と。オレ達のしんみりしたムードを吹ふき飛ばすような絶ぜつ叫きようが、辺りに響ひびき渡わたった。


　ドゴォォン！　続いて唐とう突とつに地響きがしたかと思うと、オレ達が陣じん取どる岩いわ陰かげの横を絶叫しながら、一組の男女が猛もうダッシュで駆かけて行く！


「チクショー、ついてねー！　着いて一時間も経たってねぇのに、このザマかよ！」


　ガッチャン！　男女のうち茶ちや髪ぱつの男のほうが、折おれて柄つかだけになった剣けんを、走りながら地面に叩たたきつけ捨てた。


「予よ備びも合わせて、一時間で三本も折れるなんて……アンタ、どんな武器屋で武器買ってんのよ!?　お金、ドブに捨ててるようなもんじゃない！」


　併へい走そうしてる、パサパサの金髪の女が、ヒステリックに叫さけぶ。


「るせー、俺が稼かせいだ金で何買おうが、俺の勝手だろうが！」


「ハァ!?　寝ねぼけんな！　あのお金は、アタシがパートして貯ためた金でしょうが！　もういい、ほとほと愛あい想そつきたわ。離り婚こんしましょ」


「えっ、ウッソ！　ゴメン、それだけは勘かん弁べんして!?」


　などと、必死の形ぎよう相そうで言い合いながら、二人はオレ達の岩場を通つう過か。


　な、なんだコイツら……。


「なんであんなに必死に走ってるんだろう……？」


　と、ドノヴァン。


「確かに。まるでドラゴンにでも追われてるみたいな──」


「グギャアアアァオ！」


　なんてオレ達が話してると、今度はオレ達の岩場の横を、体長三メートルくらい、ワニの体にムカデみたいにびっちり足の生はえてる、おぞましい外がい見けんのドラゴンが猛もう然ぜんと突つっ切っていった。


「どわぁぁあ！　お、追ってきたぞ！」


「アンタが中ちゆう途と半はん端ぱな攻こう撃げきしかけるからでしょ！　やっぱ別れる」


「それだけは勘弁してくれぇぇ！」


　ドゴォォン！　再び、地響き。ア、アイツに追われていたのか……。


　ドォォン、ドォン……地響きは、段々遠ざかっていく。あのカップル、なんだかんだうまく逃にげてるみたいだ……。


「一時間で三本武器が折れたとか言ってたけど……可哀かわい想そうだね」


　ドノヴァンが、同情するように言った。


「ケッドノヴァン、同情する必要なんてねぇぞ。なんてったってアイツには、彼女がいるんだからな……！」


　ジャンが答えたが……どういう理り屈くつだ？


「けど、鉄道警備隊のお姉さんもそうだったけど、ある程てい度どまでレベル上がってる人って、自分の力が強すぎるから、武器折れちゃうケースもそんなに珍めずらしくないのかもなぁ」


「だとしたら、ボク達にしてみれば、助かるハナシだね」


　確かに。逆に言えば、世の中、永遠に折れない武器ばっかりだったら、いつか世界中の武器屋は全部店じまいに追い込まれるって事なんだ。


　当たり前だけど、武器が壊こわれてくれるから、またお客さんは武器屋に来てくれるんだなぁ。


　もちろん、壊れやすい武器（ビッグバン・ソードとか？）ばっかり売ってたら、さっきのカップルみたいに、お客から恨うらまれる事になるんだろうけど……。


「でも、そういう意味じゃ、次々武器が壊れるこの場所にエクスがあれば、お客さんには事かかないね」


　ドノヴァンが、ニコニコしながら言う。


「ま、ドラゴンにも事かかねーけどな……」


　ジャンがおどけてそれに合わせた。


　ん……？


　待てよ……。待て待て待て……？


　次々武器が壊れるこの場所にエクスがあれば、お客さんには事かかない。


　つまり、ここにエクスがあれば、客が集まってくるって事だ。


　そして、客が集まれば、もちろんお金も貯まる。


　……ヤバイ……。


「ジャン……ドノヴァン……」


　オレは、ちょっと声を震ふるわせながら、二人を呼んだ。


「？　なんだよ？」


「どうかした？」


　不ふ思し議ぎそうにオレを見る、ジャン、ドノヴァン。


「ゴメン、オレ……デルガドまでのドラグルー代稼かせぐ方法、思いついちゃった」


「何ぃぃ!?」


　驚きよう愕がくするジャン、ドノヴァン。


　しかし、二人はそれ以上に、この後オレの考えた作戦に驚愕する事になる！





　　　　※




「いたよ、いたいた……」


　二時間後。オレとジャンは、ドラゴン・ヘンジの南に広がる、大小様さま々ざまな岩が転がってる場所に、こっそり忍しのび足で参さん上じようした。


　目の前では、立りつ派ぱな銀の鎧よろいを着た、ゴツクて角ばった男が、例のムカデワニに岩がん壁ぺきに追い詰つめられ、悔くやしそうに歯は軋ぎしりしてる。


　手には、まいどあり。折れた武器が一本。


　あの表情を見る限り、予よ備びの武器はもうないらしい。


（お、おい、ホントにやんのか、マーガス！）


　ジャンが、アイコンタクトで確かく認にんしてきた。


（まかしとき。いざとなったら、売りもの置いて逃げればいいんだ。絶対大だい丈じよう夫ぶ！）


（ありえねー……）


（アモスの水売ってた時と、同じ要よう領りようだって。いけるさ）


　オレは、自分でも驚おどろくほど、この作戦に自信があった。


　それにこの作戦の成功の有う無むは、オレにとっては、交こう通つう費ひを稼かせげるかどうか、だけの問題じゃない。オレには一いち応おう、かつてエクスをオープンさせた時、みんなそれぞれにオーナー・コンボを考えた経験がある。


　その事だけは、唯ゆい一いつ、オレがエクスの役に立てた、と胸をはれる、形のある結果なんだ。


　だからきっとオレは、こういう商売の作戦を考える場面では、できるだけ結果を出して〝作戦を考えるときはマーガス〟みたいに、みんなに思われるように頑がん張ばらないといけない気がする。


　オレも、オレにしかできない何かみたいなもの、手に入れなくちゃ……！


（さぁ、行こう、ジャン。エクス・ガリバー、ブラッド・キャニオン店オープンだ！）


（はぁぁ……やっぱり列車で待ってりゃよかったかも……）


（いまさら何言ってんの！　今だ、行くぞ！　サン！　ニィ！　イチ！　ＧＯ！）


　ババッ！　オレとジャンは、勢いきおいよく、ゴツイ男とドラゴンの前に出て行った。


「さぁ、いらっしゃいませ、いらっしゃいませ！　まいどありがとうございます！」


　オレの場ば違ちがいに元気のいい声が……ブラッド・キャニオンの空にむなしくこだまする。


　ぽかん、とした顔でこっちを見る、ゴツイ男とムカデドラゴン。


　ひゅ～……。なにやら寒い風が、辺りに吹ふいた。くっ、ちょっと恥はずかしいじゃないか。


（ジャン！　頼たのむ！）


　オレは、ジャンに目め配くばせ。こくりと頷うなずき、ジャンは商品を持って前に一歩出る。


「さぁさぁ、お客様、武器はご入用ではございませんか!?　ただいま当店では、ドラゴンキラー用中級剣、ミスリル製せいアックス、そして本日の目玉商品！　かの有名なビッグボウガンを、一台に限り、用意しております！」


　両手からぶら下げるように、三つの武器を見せびらかすジャン。


「…………？」


　しかし、ゴツイ男はまだ状じよう況きようがつかめてないらしく、口を開けたまま啞あ然ぜんとこっちを見てる。あぁもう、ニブいなぁ！


　オレは、ダッとゴツイ男に接近！　男に接近したという事は、ドラゴンにも近寄ったということで、心臓がバクバク嫌いやなリズムで脈みやく打うち始める。でも、ここで不安そうな顔を見せちゃダメだ！


「つまり！　いいですか!?　オレ達は、武器を失って絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのアナタ様に武器を届とどけに来た、アナタ様のための武器屋なんです！　さぁ武器はいかがですか!?」


　そこまで言うと、ゴツイ男はようやくハッと息を飲んだ。


「マ、マジか!?　くれ！　売ってくれ！　このままじゃ、やられちまう！」


　必死にオレに言う男。よっし、かかった！


「希望の商品はどちらですか!?　中級剣、ミスリル製アックス、ビッグボウガ──おわぁあっ!?」


　ゴウッ！　オレのセールストークが終わるのを待たず、唐とう突とつに真ま横よこから火か炎えんの塊かたまりが伸のびてきた！　オレとゴツイ男は、しりもちつきつつ、かろうじてそれを避さける！


　あ、危あぶない！　クッ、けど、こんな卑ひ劣れつな営えい業ぎよう妨ぼう害がいに、オレは負けんぞ！


「あとは、ビッグボウガンでございます!!　さぁさぁ、早く決めてください、次の一いち撃げきが来ます！」


　もうもうと煙けむりが立ち込める中、オレは焦あせりつつも、声を張はり上げる！


「わ、分かった！　ミスリルアックスをくれ！」


　ゴウッ！　なおもオレを邪じや魔まするように、飛ひ来らいする火炎の塊！　焦こげ臭くさい臭においを放ちつつ、それはオレの目前に着ちやく弾だん！　熱っついぃ！　けど、根こん性じようぉぉ！


「い、いくらでご購こう入にゆうですかぁぁ!?」


「い、いくらって!?　一万でどうだ!?」


「お客様、安すぎます！　命が惜おしくないんですか!?」


「こ、このガキ!?　に、二万！」


　ゴウッ！　ゴツイ男が言った瞬しゆん間かん、今度はオレ達の足元を、炎がかすめる！


　ジュッ、岩が溶とける音！


「ま、負けるかぁぁ！　もう一声！」


「はぁぁ!?　お前は馬ば鹿かか!?　さ、三万！」


　ゴウッ！　言ってる間に、さらに火炎放ほう射しやは連発！


「うぉおお、危ない！　でももう一声えぇぇ！」


「うぉわぁぁあ！　三万三〇〇〇だ！」


「死ぬぅぅでももう一声えぇぇ！」


「さ、三万五〇〇〇んん！　売れぇぇ、クソガキ！」
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　ゴウッ！　ゴウッ！　交こう渉しよう中ちゆうのオレ達に、次から次へと飛来する火炎弾！


　辺りは地じ獄ごくを髣ほう髴ふつとさせる光景になりつつある！


「まだまだぁぁ、あと一声だぁ！」


「いいから早く武器を渡わたせぇぇ！　四万だ！　お前も死ぬぞぉぉ！」


「熱いぃぃぃい！　でも、もう一声ぇぇ！」


「だぁぁ、分かった、俺の負けだ！　五万出す!!　もうこれ以上は出せん！」


「毎まい度どありぃぃ！　五万で結けつ構こう！　でも先さき払ばらいです、お代を！」


「悪あく魔まの子かテメェは!?　オラァッ！」


　ブン、投げつけるように、一万ドルク札を五枚オレに渡すゴツイ男。よし！


「ジャァァァン、渡せぇぇぇ！　斧おのだ、斧！」


「うぉおぉ！」


　ブンッ、ジャンが斧をこっちに投げてよこした！　ズガッ、地面に突つき刺ささった斧を、男は回収！


「これさえあれば……おうりゃああぁ！」


　ガッツゥ！　ドラゴンの鱗うろこに、斧がブチ当たった音がする！　戦せん闘とう開かい始し！


　同時にオレは、素す早ばやく戦場から脱だつ出しゆつ！


「マーガス、こっちだ！　急げ！」


　ジャンと合流、全速力で離り脱だつ！


「み、見てたかジャン！　オレの一世一代、命をかけた訪ほう問もん販はん売ばい！」


「見てた！　もうなんか俺、バカバカしいを通り越こして感動した！　ありがとう、親友！」


　ガシッ！　オレ達は、何な故ぜか固く握あく手しゆ！


　これこそが、オレが提てい案あんした、エクス・ガリバー、ブラッド・キャニオン店限げん定ていのスーパーオーナーコンボ、戦場に赴おもむき、武器が無い人に直接武器を売りつける『デリバリーウェポン』！


　危険だけど、その分確かく実じつに儲もうかる。


　現にたった一回で、デルガドまでの交通費一回分を稼かせいだ！


「ドノヴァン！」


「あ、マーガス！　首しゆ尾びは？」


「上々！　見ろ、今回の売り上げ、五万ドルク！」


　岩場で武器をメンテナンスしていたドノヴァンと合流！


　そう、売り物の武器は、地面に落ちている武器の中からまだ使えそうなヤツを売ろうと三人で探した物なんだけど、探してみると、意い外がいに掘ほり出し物が出るわ出るわ。


　ほんの少しヤスリをかけたり、埃ほこりをふき取ったりするだけで、新しん品ぴんと大差ない状態にまで戻もどったりするヤツもあった。特に、ビックボウガンなんかは、フランのエクスに持って帰っても売うり値ね一〇万ドルクは固いであろう、一級品だ！


　そして。その後も、オレ達はこの商売スタイルを維い持じ！


　ジャンやドノヴァンにも、直接戦闘中のドラゴンキラー達の元に出向いてもらったんだけど、腹をくくったアイツらの凄すごさときたら！


「戦闘中だろうがなんだろうが、俺はジャンケン払ばらいのジャン。俺とジャンケンをしたヤツ以外には、武器は売らねぇぇ！　オラ、最初はグッ！　ジャァンケン、ホイィッ！」


　とか言い出して、ジャンが戦闘中にもかかわらず、必死にドラゴンの攻こう撃げきを避けながら七回勝負ジャンケンを敢かん行こうしたかと思えば！　ドノヴァンは、


「なら、ボクはアムレス払いのドノヴァン。命を懸かけて、腕うで相撲ずもうをしよう……！」


　などと言い出して、戦闘中、大だい胆たんにもドラゴンの目前で地面にうつぶせになり、死の腕相撲を決行！　まぁ、相手のドラゴンキラーがすぐ勝負を終わらせるために、一瞬で負けてくれたから事なきを得たけど、その根こん性じようはドラゴンキラーを戦せん慄りつさせた……！


　やがて。


『金きん髪ぱつと、ハゲと、巨きよ人じんで構成された、ナゾの死の武器商人トリオが出しゆつ没ぼつするらしい』


　などという噂うわさがドラゴン・ヘンジの近くに知れ渡った頃ころには、オレ達はアッサリと、目もく標ひよう金きん額がくの一五万、デルガドまでのドラグルー代を稼かせぐ事に成功していた……！





　　　　※




　ドラゴン・ヘンジから西へ、一時間。


　場所だけおぼろげに聞いていた、トムギさんのドラグルー・ファームを、オレ達三人は訪おとずれていた。


　この辺りは、同じブラッド・キャニオンでも、ぽつぽつと木が生えてたりする。


　例のドラグルーが入れられてる木の柵さくの中にも、一本、やせた木が生えていた。


「あん……？　あ！　アンタら、何しにきたっぺ！」


　と、その柵の中でドラグルーの世話をしていたトムギさんは、まだ機き嫌げんが悪いのか、オレ達を見るなり露ろ骨こつに声を荒あらげた。


「い、いえ、その……よかったら、ドラグルーに乗せてもらおうかと思いまして」


「ダメダメ！　五万ドルク払はらえない人間には、何があっても乗せん！」


　話も聞かないうちに、頭ごなしに拒きよ否ひしてくるトムギさん。


　あぁもう、めんどくさいなぁ……。


「ドノヴァン……」


　オレが促うながすと、ドノヴァンは頷うなずいて、つかつかオジサンの方へ歩いていった。


　そして、有う無むを言わさず、バンッ！　とオジサンの手の中に、稼いだばかりの一五万ドルクを叩たたきつける！


「金は払う。何もいわず、だ、黙だまって乗せろ……！」


　手っ取り早く行くために、目をつりあげ、がんばってドスの利きいた声を作り言う悪あく役やくドノヴァン。しかし、演えん技ぎの下へ手たな男だなぁ……。


　それでも二メートルも身長があるドノヴァンに凄まれれば、誰だれだって危き機きを感じるものらしく。


「こ、こりゃまた失礼しますた。いや、お金さえ貰もらえれば文句はないです、ハイ」


　オジサンは、ペコペコ頭を下げ、ドノヴァンに向けて、営えい業ぎようスマイル全開。


「しっかし不思議だぁ。アンタ、どうやってこの短期間でこんなに稼いだんだべ……？」


　営業スマイルを消し、オレには真顔で聞くトムギさん。


「どうやってって……それは、もちろん武器を売って、ですよ。なぁ、ジャン」


「そりゃそうだ。なんせ俺達、武器屋だからな！」


　改めてそう言うと、なんか妙みようにおかしくて、オレ達は笑いあった。


　トムギさんは、不思議そうにそんなオレ達を見ている。


「？　まぁ、いいべ。じゃ、早さつ速そくドラグルー、貸すっぺよ。中に入りな」


　キィ、と柵の動く部分を稼か動どうさせ、オレ達をファームの中に招まねき入れるオジサン。


　柵の中には、ケモノ臭くさい、妙にクセになる臭においを撒まき散らしてる、チョコレート色で、二足歩行の、ドノヴァンくらいの大きさのトカゲ──ドラグルーが、五、六匹ぴき。


「さぁさ、みなさん、入ったら好きな子選んで、乗りな」


　入ってきた柵をさっそく閉めつつ、オジサンは言った。


「へ？　好きな子に乗れって、一人で乗るんですか？　運転手かなにかは……」


「そんな無ぶ粋すいなモン、ウチのドラグルーには必要ねぇだ！　そんなのがいたんじゃ、気分大ナシだべ？　ウチは、こうすんのさ」


　店主はそう言うと、ドノヴァンが今まさにまたがったばかりのドラグルーの口元に、なにやら手のひらサイズの紙を持っていき……ムシャ、ムシャと食べさせた。


　次の瞬しゆん間かん！


「ゴギャンゴ！」


「えっ!?　ちょっ、うわぁああああ──!?」


　ドドドドドド！　引きつった顔のドノヴァンを乗せたまま、ドラグルーが猛もう然ぜんとダッシュ！　柵を軽々飛び越こえ、地平線に向かって突とつ進しんしていく。


「ド、ドノヴァァァァン!?」


「ワッハッハ！　どうだべ、どうだべ？　画かつ期き的てきだべ？　ウチのは鍛きたえてあるから、目的地までの地図を食べさせりゃ、そのままノンストップで目的地までＧＯしてくれるだよ！」


　カラカラと鼻高々に笑う、トムギオジサン。


　す、凄すごぉ。地図食べたら目的地までって……どういう仕し組くみなんだ!?


「で、今食わせた地図は、デルガドだけんども、目的地は……デルガドでいいだよな？」


「は、はい」


　おいおい、確かく認にんしてからやってくれよ……。


「したら、アンタらも、デルガドへＧＯだべ！　早く、乗りな？」


　言われたオレは、一番近くにいたドラグルーの背中に回りこみ、くっついてるシートに飛び乗ってみた。ただ、ドラグルーは二足歩行だから、背中に乗ってるというのは、つまり、オンブされてるという状態になる。


　不安定なので、オレはゴワゴワとした手て触ざわりのドラグルーの首に手を回し、ギュッと抱だきついた。変な感かん触しよくー。


「そいつらは、目的地に背中のアンタらを置いたら、すぐここに帰ってくるから。んならば、元気でな！」


　言うと、店主はオレ達のドラグルーにも、次々地図を食べさせた。ムシャ・ムシャ。


　ドラグルーは、地図を食べた瞬間、ブルブルブル……と狂くるったように震ふるえだし。


「ゴギャンゴ！」


「どわっ!?」


　奇き妙みような叫さけび声とともに、弾はじかれたように、首から手を放した瞬間に振ふり落とされそうな猛もうスピードで、ドラグルー・ファームを飛び出た！


「は、速いぃ!?」


　ゴォォォ……という風の音！


　こ、この速さは、大陸横断鉄道の比じゃないぞぉ!?


　周りの景色が、あっという間に後ろへ流れていく！　ふ、風ふう圧あつが凄すぎて、とてもじゃないけど正面は見えない！　揺ゆれもハンパじゃないし……こんなの、はたして一〇時間も乗りっぱなしでいられるのか!?


　オレの不安をよそに、ドラグルーは風を切り、高々と上がった太陽の下、どこまでも広がるブラッド・キャニオンの、赤い大地を疾しつ走そうする！
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　あ！　遥はるか前の方に、ドノヴァンの乗ったドラグルー発見！


　そして後ろを振り返ると、ドドドドド！　ジャンのドラグルーが付いてきてる！


「ジャン、振り落とされんなよー！」


「あぁぁ!?　風の音が凄すぎて、聞こえねーよ！」


「あははは！　あっそ！」


　ふははっ。でも、なんか段だん々だん、このスピード感が楽しくなってきたかも！


　この速度で走り続ければ、デルガドだろうがどこだろうが、あっという間に辿たどり着けそうな気がする！　今から一〇時間とすると、予定通りに行けば、夜の一〇時前後にデルガドに到とう着ちやく。……なんだかんだ、思えば、長い道のりだったよなぁ……。


　エクスが雪で潰つぶれて。セブンさんからの手紙をホリィの部屋で読んだところから、この旅は始まったんだ。


　トトレインの駅で、さっそく武器は没ぼつ収しゆう、オレの切きつ符ぷも存在しないという問題が発生。


　列車に乗ってからは、展てん望ぼう席せきからの光景に感動したり、食堂車でトッド達と相あい席せきしたり、ミニィちゃんと展望席で語らい……その後すぐ、オレは風か邪ぜを引いたんだっけ。


　そして、ドラゴンプテラの襲しゆう撃げきからお姉さんを救うために、オレ達は武器を使ってヤツらと応おう戦せん！　勝ちを収めるも、今度は武器の不法持ち込みを咎とがめられ、オレら三人は、列車から追つい放ほう。なんとか落ちてる武器で路ろ銀ぎんをためて、こうして今デルガドにまた向かってる。


　イッコ達、無ぶ事じ到着してるんだろうか……？


　こうして、オレ、ジャン、ドノヴァンは、一いち路ろ、デルガドに向かって爆ばく走そう！


　オレ達、男三人荒こう野やの旅も、無事終わりの時を迎むかえようとしていた……。










　パート５・七人と四人







　たぶん、予定通り、そろそろ夜の一〇時頃ごろだろうか。


　とうとうオレ達は、今回の旅の目的地デルガドに、到とう着ちやく……したと思う。


　思う、というのは、オレ達三人のドラグルーが、三匹びきともここに来て、ピタッと足を止め、直ちよく立りつ不ふ動どうのまま動かなくなってしまったから、そう言ってるんだけど……実は、街まち自じ体たいは、どこを見み渡わたしても見当たらない。


　でも、もうこれ以上座すわったままはキツすぎるので、オレ達三人はとりあえず全員、地面に降り立った。


「クッ……ケツ痛ぇぇ……」


「ボク、一〇回くらい舌した嚙かんだよ……」


　最初と最後はともかく、中ちゆう盤ばん、ドラグルーが走ったコースは、本当にえげつなかった！


　コイツら、どれだけの深さがあるのか見当もつかない巨きよ大だいな地面の裂さけ目を、飛び移れるかどうかの際きわどいジャンプで飛び越こえてみたり……危き険けん極きわまりないドラゴンの集団をすり抜ぬけようとして、案あんの定じよう目をつけられて、一時間くらい追いかけてこられたり……絶ぜつ叫きようせざるを得ないコースばかりを、何な故ぜか行くんだもんな。


「二度と乗りたくないけど……サンキュな、ドラグルー」


「あばよ……」


　降りてすぐ、全員、苦にがい顔で自分の乗ってきたドラグルーに挨あい拶さつ。


　するとドラグルー達は、くるっ、と方ほう向こう転てん換かんすると、ドドドドド……オレ達になんの未み練れんもなさそうに、素す早ばやくもときた方向へと引き返していくのであった。





　周りに広がってるのは、ドラゴン・ヘンジがあった場所と大たい差さない、赤い乾かわいた大地。あれだけの距きよ離りを移動したのに、まだここはブラッド・キャニオンなのだ。


　ただ、デルガドの街がこの辺あたりにあるのは、間ま違ちがいないハズ。ドラグルーが止まった事もそうだけど、なにより、昨日と全く違う点がある。


　なんていうか、そう遠くない場所から、人ごみ独とく特ゆうの雑ざつ音おんみたいなものが、かすかに伝つたわってくるのだ。生き物の気け配はいがしなかった昨日の場所とは、決定的に違う。


　オレ達は適てき当とうに三手に分かれて、デルガドを探索……やっぱり、何やら声らしきものは聞こえてくる。でも、街はいっこうに見つからない。なんでなんだ……。


「痛って？　っととと？」


　周りばかりを気にして歩いてると、いきなり足が、何か弾だん力りよくのあるものにどむっ、と当たって、オレはあやうくコケそうになった。


「な、なんだ!?……んん？」


　見ると、オレの足元に転がっていたのは、長細い、黒い物体だった。


　そして、その物体を興きよう味み本ほん位いで覗のぞき込こんだ瞬しゆん間かん──もぞもぞっ！　その物体は、突とつ然ぜん動き出した！


「お、おわっ！」


　ぎょっとなって後ずさると、その物体は、ゆっくり立ち上がる。


「なんだ、貴き様さまは……？」


　立ち上がったその物体の正体は、男だった。暗くてよくは見えないけど、二〇はたち歳くらいだろうか。身長は、一八〇センチくらい。なかなか長身。綺き麗れいに、シャープにそぎ落とされた頰ほお。髪かみは、黒か青だ。


「いや、す、すいません、まさかこんな所に人がいるなんて思ってもみなくて……」


　とりあえずオレは謝あやまってみたけど……普ふ通つうこんな所で寝ねるかぁ？


「疲つかれていたので、少し休んでいた……。たった今、ようやく長い旅を終えたところだ」


　あらゆるモノに興味が無さそうな──でも、ただ一人全すべてを見み透すかしたような、虚うつろな目で、遥はるか星空を見上げながら男はそう言った。よく見ると相そう当とう男前だぞ、この男……。


「あ、でも、オレも今、ちょうどブラッド・キャニオンを越こえて、旅を終えたところなんですよ」


「ほう……。俺と同じルートか……。貴様、見た目によらずタダ者ではないな」


　男は、顎あごに手をやり、感心するように言った。


　初対面のオレに、見た目によらずって……しかも、貴様呼ばわり？


「じゃ、じゃあ、あなたも、ブラッド・キャニオンを通って来たんですか？」


「ああ。散歩がてら、三〇日ほどかけてな。実に有ゆう意い義ぎだった」


　さらっとそう答える男。


　え？　今……散歩がてらって言ったのか？　ちょ、ちょっと待て。


「あ、あの、まさか……歩いてブラッド・キャニオンを突つっ切ってきたんじゃないですよね？」


「？　無む論ろん、歩いてだが？　自分の足で歩かなければ、何も見えてはこないだろう？」


　表情ひとつ変えず、その男は言ったが……オイオイ、確かトムギオジサンは、谷は人間の足では越えられないアップダウンや地割れの連れん続ぞくで、しかも死なずに谷を越えるには、一〇〇回奇き跡せきが必要だって言ってよな……？


　いや、実際に走ってきた道を振ふり返ると、それは大ゲサじゃなかった。この人は、そこを越えてきたって言うのか……？


「おい、マーガス！　あった、デルガドあったぞぉ！」


　少し離はなれた場所から、ジャンの声が響ひびいてきた。


「あ……オレ、行かなきゃ」


「行けばいい」


　即そく答とうする男。そっけない！


「そ、そうですね。それじゃ……」


　軽く会え釈しやくして、オレは男の元から立ち去った。


　うーん、なんか、妙みように印象に残る男だったなぁ……？





「おおお！　これがデルガドかぁ!?」


　ジャンの元に駆かけ寄ったオレは、すぐにさっきの男の事を忘れ、思わず叫さけんだ！


「まさか、んな所に隠かくれてるとは、思いもしなかっただろ？　俺が見つけたんだぜ？」


　ジャンが、得とく意いげに言う。


　そう、デルガドらしきその街は、なんとオレ達の遥はるか足あし元もと──ブラッド・キャニオンの巨大な谷の底に広がっていたのだ！


「こりゃ見つからないわけだ……」


　谷の底には、二階建ての小さな塔とうみたいな建物と、そして色とりどりのテントが隙すき間まを埋うめるように乱らん立りつしてる。灯あかりが煌こう々こうとついてるし、人々の楽しそうなざわめきも聞こえてくるから、まだまだ眠ねむらない街まちなのかもしれない。


「ほら、マーガス、あれ……」


　ドノヴァンが、そのデルガドから少し離はなれた谷底を指差した。


　そこには、何やら円形の闘とう技ぎ場じようみたいな施し設せつが置かれていて、そこに繫つながる様に、延えん々えんテントが続いている。おお、凄すごい！　あそこで、武器屋祭やるのかな？


「あっちに谷底に続く階段みたいのがあったぜ」


「よし、行こう！　まずは、イッコ達と合流しないとな……」





　　　　※




　デルガドの街は、こんな時間でも明かりが眩まぶしい、何やら大人──というか、ゴチャゴチャした雰ふん囲い気きの街だった。


　屋おく外がいに展てん開かいしてる酒さか場ばでは、ヒゲをたくわえターバンを巻いた怪あやしげなオッサン達が、ゲヒャゲヒャ下品に笑いまくってるし、なんか、殺し屋みたいな目つきで路ろ上じように座すわり込んでる、不ぶ気き味みな女の人もいたりする。


　色とりどりのテントからは、何か料理を作ってるのか、湯ゆ気げがあがってたりするんだけど……なんか、基本的にあんまりいい臭においがしないというか……妙に生なま臭ぐさかったりする。


「みんなは、どこにいるんだ……？」


　とくにアテもなく街をさまよい始める、オレ達三人。


　でも、まさか本当にオレ達が天下一武器屋祭に間に合うなんて、イッコ達、驚おどろくだろうなぁ。ちょっと会ってなかっただけなんだけど、いざ会うとなると、なんかちょっと緊きん張ちようしたりして。


　再会シーンの時、感動して泣いたりしちゃったらどうしよう……？


「あっ！」


「あ」


　などと、心の準じゆん備びが出で来きてないうちに、そのシーンはやってきた。


　ばったり。テントが連なる道を曲がった瞬しゆん間かん、目の前に現れたのは、茶ちや髪ぱつに、スネた目つきのチビ……ケンジ！　ケンジちゃん！


「ケ、ケンジィ！」


「ケンジ！」


「ケンジじゃねぇか！」


　オレ達は顔が自然とほころぶのを実感しつつ、ケンジに駆け寄る！


　ケンジはオレ達の顔を見た瞬間から、目を大きく見開いて、硬こう直ちよくしてる。


　まぁ、コイツの事だ、再会に感動したりしないで、さっそく憎にくまれ口を叩たたくのは予よ測そく済ずみ……などと思っていたら、ケンジは、意外なリアクションをとってきた！


「……遅おそいっスよぉぉ」


　どしゃっ。安心したように、疲つかれ果はてたように、路ろ上じように座り込むケンジ。


　え!?　え!?　な、何、この深しん刻こくなリアクション!?


　ざわざわ、と周囲の人も、オレ達に注ちゆう目もくし始めた。


「と、とりあえず、立てるか、ケンジ？　歩きながら、話そうぜ？　な？」


　ジャンが手を差し伸のべ、ケンジを立たせる。ゆっくりと立ちあがるケンジ。


　な、何があったんだぁ!?





　　　　※




「とにかく、あれからいろいろあったんス……」


　ケンジが泊とまる家を案内してくれると言うので、オレ達はその家に向かいつつ、ケンジの話を聞いた。


「まさか……また大陸横断鉄道の車しや掌しように、なんか因いん縁ねんつけられたとか？」


「いえ……。ていうか、そうだ、思い出した。列車に関しては、ちょっと三人に言わなくちゃいけない事実があるんスよ……」


「へ？　事実？」


「まぁ、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うと……オレ達は、天下一武器屋祭に出場する人間だから、武器の持ち込みは、ＯＫだったんです」


「…………へ？」


　オレ、ジャン、ドノヴァンは、その場で固かたまった。


　ケンジは続ける。


「ジャンが降おりた後すぐに、トッドさん達が来てくれて……。マーガス達が武器を持ち込んだ罪で退たい去きよさせられたって言ったら、めちゃくちゃ驚きながら、それのどこが罪なんですか？　って……？」


「じゃ、じゃあ……オレ達の、ブラッド・キャニオンの大冒ぼう険けんは……」


「まぁ……正直、無む駄だ骨ぼねと言わざるをえませんね……」


　ぽつん、とケンジが言う。


　な……な……なんじゃそりゃあああああああ！


「ふっざけんなぁぁああ！　っていうか……ふざけんなよォ……」


　へなへなと脱だつ力りよくしながらジャンも言う。


　あー、ほんと、なんか急にやる気なくなってきた……。


　ドラゴン・ヘンジも、トムギオジサンも、死の武器訪ほう問もん販はん売ばいも、ドラグルーも……なんかいろいろ大変だったのに……全部、無駄骨かい！


「で、まぁそれはどうでもいいんスけど、ここからが大変で……」


　ど、どうでもよくないぃぃ！　よくないけど！　ケンジが話を続ける。


　なんか、ケンジ深しん刻こくな顔だし……まぁ、話、聞きましょうか……？


「オレ達四人は、デルガドに無ぶ事じ到とう着ちやくしたんスけど……いろいろあって、いま、まともに動けるのは、オレだけになっちゃったんス。オレにあの女性三人はコントロールできない。天下一武器屋祭も、下へ手たしたらオレが一人で出ることになりそうなカンジでしたよ……」


　ほとほと疲つかれきった顔で、ケンジは言う。


「はぁぁ!?　ほ、他ほかの三人は!?」


「ミニィは、どうしたんだ？」


　ドノヴァンが聞くと、ケンジは黙だまって首を横に振ふって、


「ミニィさんは、この街に来てから、完全に気が散ってしまっていて……一日中、流りゆう星せいの石を食べつつ、夢む中ちゆうで街を走り回ってるんです。何かを探してる風なんですが、それが何かは教えてくれないし……今日も、朝から一度もオレは会ってません」


　ええぇぇ……？　ミニィちゃん……レイさんを探してるのか。


　しかし、そこまで血ち眼まなこになるとは……相そう当とう、思いが募つのってるんだろうか？


「ノンは？　ノンはどうしたんだよ？」


　今度はジャンが質問。


「ノン姉さんは……今から向かう家っていうのは、実はデクさんのおばあさんの家で、オレ達、そこの世せ話わになってるんですが……」


「ふんふん」


「その、デクさんのばあさんに、姉さんは目ぇつけられたらしく、一日中、コキつかわれてるんですよ……」


「はぁぁ？」


　デクさんのばあさんに、ノンがコキ使われてるぅ？


　まったく話が見えない。


「その人、けっこう性格悪めのばあさんなんスけど……見てる限かぎり、理由は分かりませんが、どうもノン姉さんをコキ使って音をあげるのを待ってるみたいなんス。でも、姉さんはそういうのに全ぜん然ぜん負けないって言うか……まず気がつかないでしょ？」


　ケンジの言葉に、オレ達三人は深く頷うなずいた。


　嫌いや味みたっぷりにノンに仕事を命令する、いじわるそうなデクのばあちゃん。


　それをニコニコ満面の笑えみで承しよう諾だくし、その仕事をキッチリこなしてしまうノン。


　それを見て、かわいくないわねぇぇ！　地じ団だん太だを踏ふむデクのばあちゃん。


　なんか、瞬しゆん時じにその光景がイメージできてしまう……。


「ノン……いま俺が牢ろう獄ごくから救い出してやるからな……！」


　話を聞いてジャンは、もう自分の世界に入ってるし……。


　まぁでも、確かにノンはかわいそうだ。場合によっちゃ、本当に助けたほうがいい展てん開かいが来るかも……？


「で？　ミニィちゃんとノンは分かったけど、イッコは？　アイツは、別になんにも用事無いんじゃないの？」


　オレが当たり前のようにそう聞くと……サッとケンジの表情が曇くもった。


「ん？　ど、どうしたんだよ」


「イ、イッコ姉さんは……」


　深しん刻こくなケンジの表情に、ゴクリ、オレ達は唾つばを飲み込む。


「イ、イッコがどうしたんだよ!?」


　そして、ケンジは言った。


「イッコ姉さんは……サンク・マリカ病で倒たおれました……」


「え……えええぇぇぇ!?　ていうか、サンク・マリカ病ォォ!?」





　　　　※




　イッコも、デクさんのおばあちゃんの家で寝ねているというので。オレ達は、デクさんのおばあちゃんの家へ向かい、ほどなく到とう着ちやく。


　デクさんのばあちゃん家ちは、谷の上から見えた、三階立てくらいの小さな白い塔とうだった。


「あー！　マーガスー！　ジャン、ドノヴァーン！」


　玄げん関かん入ってすぐに出で迎むかえてくれたのは、何やらフリルのついた本ほん格かく的てきなエプロンを着て、ほうきを片手に掃そう除じしていたノン！


「ノン！」


「すごーい！　天下一武器屋祭、間に合ったんだねー」


　本気で嬉うれしそうな顔で、ノンが言う。


　あぁ……なんかこの笑顔を見て、初めてここまで来て良かったって思えた、オレ……。


「ノン、大だい丈じよう夫ぶかよ!?　なんかババァにイビられてるって話だけど……なんだ、まだ掃除させられてんのか!?」


　ジャンがノンに勢いきおいよく詰つめ寄よる。


「んーん、もうデクさんのおばあちゃん、寝ちゃったよー？　これは、私が勝かつ手てにお掃除してるだけー」


　ニコッと笑い、ノンは言う。


「お、お前……さんざんコキつかわれといて、まだ掃除すんのかよ……？」


　ジャンが、呆あきれたように言う。


「えー、別に私コキ使われてないよー？　このおうち広いから、お仕事多いだけだよー」


　苦く笑しようしつつノンは言う。はぁぁもう……お人好し。


「で、とりあえずイッコの様子見に来たんだけど……デクさんのおばあちゃん、寝ちゃったんだよな？　どうしよう、部屋にあがって大丈夫かな？」


「いいと思うよー？　今日、もしかしたら後三人来るかもって、言ってあるからー」


「マーガス、とりあえずお前、行って来いよ」


　ジャンが真ま面じ目めな顔で言った。


「うん……んじゃ、おじゃまして……」


　オレはデクさんのばあちゃんの家にあがりこんで、ノンにイッコの部屋まで案内してもらった。





　イッコは、イッコのためにデクさんのばあちゃんが用意したという、けっこう豪ごう華かな個室で寝かされていた。


「じゃ、マーガス、終わったら呼んでねー？」


「あ、うん……」


　バタン。扉とびらを閉めて、ノンが部屋から出て行く。


　黄色い灯あかりに照てらされる、室内。ベッドは、大人三人くらいは楽に寝れそうな、巨きよ大だいなベッドだ。


「イッコォ……」


　オレは、そのベッドに青白い顔で横たわるイッコに声をかける。


　イッコの黒くろ髪かみが、いつもと違ちがって整ってなかったのが、なんかショックだ……。


　くしゃくしゃに乱みだれてる。


「……ん。マーガス……？」


　うっすらと目を開けて、イッコが蚊かの泣なくような声で囁ささやいた。


「イ、イッコ！」


　オレはイッコの手をとって、声をかけた。


「イッコ、大丈夫か？　オレ、約束通り、ブラッド・キャニオン抜ぬけてきたぞ!?」


　なんか思わず感かん極きわまって、オレはちょっと声を震ふるわせて言った。


　が。


「それより、マーガス……アンタ、いまサンク・マリカがどうなってるか……知らない？」


　イッコは、オレよりサンク・マリカらしい。


「サンク・マリカ？　いや、今、フランの事は知らないけど……なんで？　フラン出てから一週間しか経たってないんだし、別に、どうもなってないと思うよ？」


　オレは、ちょっとガッカリしつつも、仕し方かたなく質問に答えた。


　するとイッコもちょっとガッカリした顔になり、


「……そうよね。でも、理り屈くつじゃ分かってるんだけど、気持ちがついていかないの……。本当にまだ、あそこに建ってるかどうか……考え出したら、悪い考えが止まんない……」


「わ、悪い考えって……？」


「地じ震しん、雷かみなり、火事、ドラゴンの襲しゆう撃げき、雪……サンク・マリカが傷ついた姿が、いくらでも想像できるの……。おかげで、食欲無いし、なんか体に力入んないし……参まいったよ」


　脂あぶら汗あせの粒つぶを顔に浮かべつつ、弱々しい笑え顔がおでイッコが言う。うわ……。


　本当にこれが……これがあの、イッコなのか？


　ケンジに聞いた話だと、イッコはオレ達と別れた後から、徐じよ々じよに顔色を悪くしていき……デルガドについた頃ころには、とうとう一人で歩く力も無くしてしまったらしい。


　医者の診しん察さつによると、「自分の大事な物に関する、極きよく度どのストレスが原因」でこんな状態になったとか。


　イッコにとって大事な物といえば、答えは簡かん単たん。サンク・マリカ大聖堂。


『物心がついて以来何千日、たったの一度もサンク・マリカを見に行かなかった日はないイッコ。見るのを中ちゆう断だんしたりすると、体に異い常じようとかきたしそう』


　冗じよう談だん半分だったんだけど……まさか、こんな事、本当に起こるなんて。


「マリカちゃん、待ってて……すぐ復ふつ活かつして、フランに飛んで帰るから……」


　それだけボソボソと言うと、イッコは目を閉じ、再び眠ねむりについてしまった。オイオイ、すぐ復活しそうな雰ふん囲い気きじゃないよ……。





　　　　※




「明日から大会始まるってのに、あんまり状じよう況きようはよくねーな……」


　とりあえずデクさんのばあちゃんの家を出て、オレ達はかなり遅おそい夕食を食べに、近くの食堂を訪おとずれ、そこで今後の事を話し合っていた。


　いま、テーブルに着いてるのは、オレ、ジャン、ケンジ、そして家か事じを終わらせ家を出てきたノン。


　ドノヴァンは、ミニィちゃんをしばらく探すと言って、デルガドを回っている。


　ちなみに、この食堂の食事は、めちゃくちゃおいしかった。


　何やら赤身の魚に、ピリ辛からのタレや大量のネギがまぶされたドンブリや、バカみたいに大きい鶏とり肉にくやジャガイモの入ったシチュー、ニンニクがふんだんに使われてる特とく製せいハンバーグ。


　食事に全然恵めぐまれなかったこの旅で、初めておいしい食事食べた気がする。


　けど……そんなテンションが上がるような状況なのに、オレ達のテーブルの雰囲気はいまいち、パッとしない。


「イッコちゃんがいないと、やっぱり寂さびしいねー」


　ノンが、悲しそうに言う。


　ホントに……イッコこそ、エクスに欠かせない人間なんだよな……。実じつ質しつリーダー。あの全員を引っ張るパワーが無いと、なんか微び妙みようにノリきれない。


　大会前に、大たい将しようが病気で倒たおれたってのは……キビしいよなぁ。


「はあ」


「ふう」


　出るのは、ため息ばかり。


　と、オレ達がため息をついてると。


　今度は隣となりの席から、


「ハア」


「フウ」


　と同じようなため息が聞こえてきた。


　なんだぁ……？


　なんとなく、隣のテーブルに目をむけるオレ。すると、あっちのテーブルの人間も、こっちに向かって目を向けていたところだった。


　目を向けてきたのは、燃えるような赤せき髪はつの、まっすぐな目をした少年。


　……って、アレ!?　コイツ……！


　目が合った瞬しゆん間かん、予期せぬ偶ぐう然ぜんに、オレ達は一瞬固かたまる。


「マ、マーガスさん？」


「ト、トッドじゃないか……！」





　　　　※




「いや、でも驚おどろきましたよ！　まさか、ドラグルーを使って、一日でブラッド・キャニオンを抜けてくるなんて。まぁ、天下一武器屋祭に出るのに、武器の所しよ持じで追つい放ほうされた事の方がもっとビックリしましたけど！」


　せっかく会ったので、オレ達はテーブルをくっつけて、一いつ緒しよに食事をとる事にした。


「みなさん、たくましいんですね～」


「私にはこの結果は見えていたけどね……ウックク」


　濃こい紫し髪はつを後ろでギュッと縛しばった一一歳さい女子サエちゃんと、神しん秘ぴ的てきな雰囲気の女性、クロエさんも、口々にオレ達のデルガド到とう着ちやくを称たたえてくれた。


「まぁ、武器を拾って、売って、無理やり旅りよ費ひかき集めただけなんだけどね」


「でも、それは天下一武器屋祭のいい訓くん練れんになったかもしれませんよ。大会は、そういうアイデアを使う勝負ばかりですから！」


　トッドが言う。


「ん？　そういや、トッドは前回も出場してるんだっけ？」


「はい！　サエは初出場ですけど、僕とクロエは、リーダーと一緒に前回大会に出場してます」


「へえ～？……そういや、そのリーダーは？　見つかったの？」


「いえ、それがまだ……」


　苦く笑しようしつつトッドが言う。


　そうか……あっちのテーブルのため息の原因は、それだったんだな。


「困ったリーダーだねー」


　ノンが苦笑して言う。


「ま……そういう所もカッコいいんですけど。でも、僕らはともかく、そっちはどうしたんですか？　何か元気がないですけど」


「こっちもリーダーに問題発生してさ……」


　はぁ、とため息をつく、エクス軍団。簡単に、イッコが倒れた事を説明する。


「なるほど……お互い一ひと筋すじ縄なわじゃいかないリーダーを持つと、苦労しますよね……」


「ホントホント。……ま、飲もう飲もう」


　なんともオヤジくさい雰囲気になってきたけど……オレ達は、愚ぐ痴ちを言いつつ、辛しん気き臭くさ～く食事を続けるのであった。





　しかし、辛気臭い雰囲気は、ある男の登場で、一瞬にして消し飛ぶ。


「あっ……？」


　さっきまで普ふ通つうに喋しやべっていたトッドが、涙なみだをにじませながら入り口を見た瞬間、事じ態たいは怒ど涛とうの勢いで動き出した！


　サエちゃんとクロエさんの表情も、驚きの色に変わる。


　入り口に立っている、三人を驚かした男は、長身で、綺き麗れいな青い髪かみの──虚うつろな目の男。


「って、あれ、さっきの……」


　オレは、一目でその男に見覚えがある事に気がついた。


　デルガドの前で寝ね転ころんでいた、ブラッド・キャニオンを歩いて来たという、あの変な男だ。


　ザッ、ザッ、ザッ……迷まよい無く、一直線にオレ達のテーブル目指して接せつ近きんしてくる、青髪の男。な、なんだろ、オレ達になんか用か!?


　ザッ。とうとうテーブルの前で男が立ち止まり、何かを言おうとした、その瞬間、


「リーダーァァ！」


　トッドが弾だん丸がんの如ごとく、青髪の男に飛びついた！


　って、こ、この男がトッド達のリーダー!?


　はしっ！　しかし男は無表情のまま、トッドの頭を手のひらで押おさえ込み、抱だきつかせないようにする。


「うわぁぁん、抱きつかせて下さいよ！　一年ぶりなんですよ!?」


　手をぶんぶん回しながら、子供のように抗こう議ぎするトッド。急にかわいくなったなぁ？


「却きやつ下かだな。男に抱きつかれる趣しゆ味みは俺には無い。クロエ、サエ、貴き様さまら、調ちよう子しは整ととのえてきただろうな？」


　何の感情もこもってなさそうな、冷つめたい声で男が聞く。


　その質問に、クロエさんとサエちゃんは、力強く頷うなずき、


「全すべては、この大会に優勝するために！」


「私なんて、前回大会より調子いいくらいだわ。星の流れも完かん璧ぺき、死し角かくは無い」


　それぞれ青髪の男と挨あい拶さつをすませる。


　な、なんと……この男がリーダーだったとは……。


　四人は立ったまま、オレ達なんかそっちのけで独どく特とくのスキンシップで再会を喜んでいた。


　すると、ザワザワ──店内は、徐じよ々じよに騒さわがしい雰囲気に包まれ始める。


「あの青い髪の男……どっかで見た事がある……！」


「いや、それを言うならあの赤い髪のガキと色白の女も、見覚えが……」


　周りから、口々にそんな声。店内の注ちゆう目もくを集め始める、トッド達四人……。


　な、なんだ？　まさかトッド達って、有名人なのかぁ？


　ますますざわつき始める店内。


　すると、今までよりもひときわ大きい、女性の声が店内に響ひびき渡わたった。


「あーあ、ヤダヤダ。この連れん中ちゆうの顔さえ忘れたのかい？　この店の連中は、レベルが低いねぇ」


　言ったのは、カウンター席に座すわっている、体の大きい……ドノヴァン並なみにガタイのいい女の人。


「な、なんだとこの女!?」


「だってそうじゃないか？　前回大会優ゆう勝しようチームの顔を、忘れちまってるんだからさ」


　カランッ、とグラスを飲み干ほし、女が言う。


　え……？　前回……優勝者？　オレは、ゆっくりトッド達の顔を見上げる。


　そして、次の瞬間。店内は、蜂はちの巣すをつついたような大騒ぎになった！


「お、思い出した！　あのガキは、炎ほのおのトッド！　トッド・ライネ！」


「そうすると、あの女はクロエか！　星天大使、クロエ・ナバール……」


「んでもって、あの青髪……。アイツが、前回、前々回、連続優勝の怪かい物ぶつ……レイムーヴ!!」


　店内から、どこか恐おそれの交じった感かん嘆たんの声が聞こえてくる。


　そして、最後に、全員が口を揃そろえて言うのであった。


「アイツら……ダークセイバーだ！」


　ダークセイバー！


　ダークセイバーって、あのプリントにも載のってた前回優勝チーム!?　ウソだろオイ、ト、トッド達が、ダークセイバーのメンバー!?


　オレ達エクスの四人は、予期せぬ展てん開かいについていけず、ただただ呆ぼう然ぜんとするしか無かった。


　しかし、怒ど涛とうの展開は、まだ終わらない。


　キィ……店の入り口が開く音。


「なんか騒がしいですねぇ」


「うん……何かあったのかもしれない」


　そんな風に言葉をかわしながら店内に入ってきたのは、ミニィちゃんとドノヴァン。


　おお、さすがドノヴァン、ミニィちゃんを見つけてきたのか!?


　ミニィちゃんは、その辺へんで買ったのか、カップに入ったスープのような物を両手に抱かかえていた。


　しかし。


「……ウソ」


　バッシャア。ミニィちゃんの手の中から、力なく舞まい落ちたカップスープ。


「ミ、ミニィ……？」


　ドノヴァンが、心配そうにミニィちゃんの顔を覗のぞき込む。


　しかし、ミニィちゃんの瞳ひとみは、ドノヴァンを映うつさず……まっすぐ、青髪の男、トッド達のリーダー、レイムーヴに向けられている。


「むっ。……お前は……」


　少し無表情を崩くずしながら、レイムーヴはミニィちゃんを見つめる。


　そしてミニィちゃんは、呆然と呟つぶやくのであった。


「レイさん……やっと見つけた……！」










ＴＯ　ＢＥ　ＣＯＮＴＩＮＵＥＤ！
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　あとがき




　思い返せば、ボクが小学生だった頃。


　自分の周まわりには、常に『子供だけの冒険』という雰ふん囲い気きを大事にした作品が転がっていた気がします。


　すこし昔のアニメになりますが、


『ふしぎの海のナディア』『七つの海のティコ』『ロミオの青い空』『飛べ！　イサミ』『モンタナ・ジョーンズ』。


　そして、なんといっても、夏休みの度に世界の命めい運うんを賭けた大旅行にでかける『劇場版ドラえもん』！


『海かい底てい鬼き岩がん城じよう！　鉄てつ人じん兵へい団だん！　大だい魔ま境きよう！　宇宙小戦争リトル・スター・ウオーズ！　日本誕たん生じよう！　夢む幻げん三剣士！』


　今あらためて見ても、お世せ辞じ抜きで心を震ふるわせる最強のラインナップ！


　やっぱり大だい楽らく絢けん太たは、いまあげた作品に影響を受けて、小説を書いてるんだと思います。





　……えー、結局のところ。何が言いたいのか、というと。


　本ほん編ぺんを読んでいただいた方はもうご存ぞん知じかも知れませんが。


　つまり、今作、『七人の武器屋　天下一武器屋祭からの招しよう待たい状じよう！』は！


　作者が大好きだった『子供だけの冒険』の雰囲気満まん載さい！


　読んだ人に、


「こんな冒険してみたい！」


「なんか無む性しように旅行に行きたくなった！」


「やっぱり冒険が好き！」


　と、思ってもらえそうなお話にしあがりましたよ、という報告がしたかったのです！


　もちろん『七人の武器屋』らしい（？）商売シーンもアリ！


　これから本編を読もうと考えてる人は、マーガス達が立っている場所をじっくりイメージするように読むと、ますます一緒に冒険してる感じアップでいいかもしれません。





　というワケで、それではこれより、文庫発売前の最後のお仕事、あとがき執しつ筆ぴつに入らせていただきます。あとがきを書くのは、大楽絢太。


　あとがきと言っても、ページはまだまだ余ってるものの、本編の内容に関してはもう冒頭で熱く語かたり尽つくしてしまったので……ではでは、二巻のあとがきを執筆した時～今回のあとがき執筆の間に自分の周りで起こった、印象深い出来事なんかを、すこし書いてみたいと思います。





　えー、ボクは、今年（二○○六年）で、二三歳になってしまいます。


　もしストレートで大学に入学して、真ま面じ目めに学生やっていたら、この春大学を卒業してどこかに就職してるハズの年ねん齢れいです。


　なので、ボクの周りにも、今年から社会人生活スタート、みたいなヤツがいっぱいいるんですが。


　たまに実家の京都に帰郷して、中学や高校の友達と集まって遊んだりすると、その進路のバラバラぶりに、なんともいえないおかしさを感じたりします。


　学生時代は、同じような授業を受けて、同じような遊びをして、そもそも『学生』と一まとめにされてる分、そんなに生き方の違いみたいなものがハッキリとは見えてなかった気がしますが。





　今年からは


　ある者は、堅けん実じつに地元の銀行に就職。（さっそくヤクザとかが来て相当怖いらしい）


　ある者は、東京まで来てベンチャー企業に就職。


　ある者は、京都の介かい護ご系の施し設せつに就職。


　ある者は、岡山の大学の、大学院に進み。


　ある者は、大学を卒業できないハズだったのに卒業できてしまい、途と方ほうに暮くれ。


　ある者は、カジノのディーラー育成専門学校に行き。


　ある者は、数年前からいっこうに完成しない漫まん画がを描きながら、漫画家を目め指ざし。


　ある者は、東京で『七人の武器屋』なんかを書いたりしている。





　近い友達だけでも、ここまでバラバラ。


　でも全員、その進路を聞いた瞬間、なんとなく納なつ得とくしてしまうような、いかにもその人っぽい生き方を選んでる。


　人間の個性なんてものが本当の意味で出てくるのは、高校卒業してからや！　と以前友達が言っていたりしましたが、マンガやドラマでもなく現実世界で、こんなに露ろ骨こつにキャラクターの特とく徴ちようが分かれるとは想像していなかっただけに、ちょっと衝しよう撃げき的てきでした。


　なんていうか、小学生とか中学生の時には想像もしてなかった未来が待ってるもんなんですねー。さっき挙あげた連中は、だいたい小学生、中学生の頃からの付き合いですが、その当時、自分達がこんな風に生きてるなんて、絶対誰も想像してなかったし。


　一○年もすれば、二三歳の頃には想像もしていなかった！　みたいな状況に、ボクを含めて『ある者』達はなってるかもしれません。一○年後に、このあとがきを読んで、その変わりぶりを比べたりするのが、ちょっと楽しみです。





　さてさて、その『ある者』達に「あとがき長い！」「お前の中ちゆう耳じ炎えんの話なんか書くな！」とブーイングを受けたりするので、あとがきはこのへんで！





　と、その前に、二巻発売後にファンレターをくださった皆みな様さま。ありがとうございます。二巻は、結婚のお話だったせいか、一巻の時より女の子からのお手紙が多かったように思えます。中には、二巻発売日がバレンタイン直後だったことに合わせて、ジャンも脱だつ帽ぼうする、自身のラブコメ話（しかも哀かなしい）をレポートしてくれる人なんかもいて……☆


　必ずお返事しますので、まだ返事が来てない人も、のんびり待ってやって下さい。





　そして、特別に。


「オレ達をあとがきに出してくれ！！」と必ひつ死しに頼たのみ込こんできた、バイト先のスイミングスクールにいる、朝から夕方まで本屋を回る大冒険をしながら、二巻『結婚式をプロデュース！』を探したという、『七人の武器屋』超ちよう愛あい読どく者しやのガキんちょコンビ！


　まぁ、いつも応おう援えんありがとう！　約束どおり、あとがきに出したぞ！


　だが！


　もうあとがきに出したんだから、「イッコとミニィのバトルが見たい！」とか無む茶ちや苦く茶ちやな要求するな！　そしてもっと早いペースで続きを出せとか言うな！　無理なんだ！


　その他、そのコンビ以外にも、こっそりオレの知らないところで『七人の武器屋』を買ってくれてるスイミングの子供達、ありがとうね。実はめっちゃ感動してたりして。


　あと、あとがきにお礼の言葉がないと、バッチリそれに気づいて「どーいう事!?」と言いそうな、そのスイミングに勤める先せん輩ぱい方がた（主おもに女性）……。


　二巻の時、うかつに「二巻はあげません。買ってください」と言ったせいで、後のち々のち大ブーイングを受けたりしましたが……今作はプレゼントするので、気を鎮しずめて下さい……。





　と、内うち輪わへのアイサツも終わったので。さてさて、今度こそ、あとがきはこのへんで。『七人の武器屋　天下一武器屋祭からの招待状！』は！


　本編の内容をハッキリ定めない作者のせいで、物語の全体像を摑つかむのに苦心しながらも（ホントすいません）ありえない量のラフを描いてくれて！


　そして、留とどまることを知らないサービス精神で『七人の武器屋宣せん伝でん用ようポップ』を自身のホームページで製作、各地に散ちらばった『七人の武器屋』ファンの力も借りて、全国の本屋さんに展開させてしまった、秘ひめた情熱の持ち主。イラストレーターの今こん野の隼たか史しさん！


　打ち合わせのたびに、「あれお食べ、これお食べ」と親しん戚せきのおばちゃんのごとくゴハンをごちそうしてくれ、そして美う味まい食材のためなら、朝の五時とかから出かけてしまう、（食に対して）秘めた情熱の持ち主！　担当編集のＴ様！


　そして、近きん年ねん周しゆう囲いの人間に何な故ぜか「冷たい」などと言われてるが……きっと秘めた情熱の持ち主のハズの、作者の大楽絢太。


　以上、チーム『エクス・ガリバー』の三人の提供でお送りしました！


　では、秋頃には、このお話の続きを届けられる予定ですので。


　それまで、お元気で。さよならです。










大楽　絢太
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七しち人にんの武ぶ器き屋や


天下一武器屋祭からの招待状！





大だい楽らく絢けん太た
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